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面積…26.45k㎡

人口…113,152人（前月比-104）

　男…  53,952人

　女…  59,200人

世帯…  49,524　　

　（平成29年3月31日現在）

羽曳野市
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市長挨拶
百舌鳥・古市古墳群／バーベキュー便
平成29年度予算／職員募集 など
市民フェスティバル
中学校給食／市民体育祭 など
市民検診／人間ドック など
国民年金・かかりつけ健康メール・東洋医療
きらきらシニア
陵南の森クラブ・サークル など
図書館だより・サラダボール
ＬＩＣウェルネスゾーン
子育て支援センター
幼稚園・保育園の子育て
健康ふぁみりー
街かどから
消費生活Q&A など
LICはびきの
制度・お知らせ・募集など
相談窓口
市民のページ・風流韻事
社協・警察

2017年5月1日発行
発行　　羽曳野市 市長公室 秘書課
　　　　〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1
　　　　072-958-1111（代表）
URL    http://www.city.habikino.lg.jp/
E-mail  mailbox@city.habikino.lg.jp

●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。
●今月の表紙
　道の駅しらとりの郷・羽曳野のバーベキュ
ー広場は全29区画。新たに始まるバーベキュ
ー便では、コンロやテントなどの器材をレンタ
ル、お届けいたします。（詳しくは3ページをご
覧ください）

　羽曳野のまちが桜色に染まる４月10日、韓国、論山市の江景女子

中学の生徒52名が、百済の王族、昆支王ゆかりの飛鳥戸神社（羽曳

野市飛鳥1023-6）と市役所を訪問されました。

　本市と論山市は、親善交流をすすめていきたいとの思いを共有し

ており、論山市が実施する、「百済文化探訪研修旅行」に協力してい

ます。論山市の中学８校の３年生計368名が 5月 8日まで順次来ら

れる予定です。

　わずかな滞在時間でしたが、本市のキャラクターつぶたんのグッ

ズをお土産に、次の訪問地へと出発されました。

　歴史と文化に触れることで発現する、子どもたちの “無限の想像力”

で、千数百年前にもあったであろう友好の絆が、未来にも花開くよ

う心より期待しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽曳野市長　北川 嗣雄

　4 月 5 日、市内のグループホーム
入居者の方々が集う「にじの会」のお
花見が峰塚公園で開催され、私も参
加させていただきました。

おしゃべりをしな
がら、みなさんの
屈託ない笑顔に、
私も元気をいただ
きました。

～「にじの会」のみなさんの
　　お花見に参加しました～

▲「はじめまして」の方は各々の名刺
　を交換しながらお話します。▲

桜の下で、スタッフさんお手製の
　ワッフルでティータイム

ノンサン   シ

こん き   おう

カンギョン

歴史と未来を結ぶ“想像力”
＜imaginat ion＞
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Countdown to World Heritage
～世界遺産へカウントダウン～

＜問合せ＞ 世界文化遺産推進室  ☎ 072-958-1111 内線 4402　ＦＡＸ 072-958-2359

　百舌鳥・古市古墳群の古墳や施設を訪ね、解説板や古墳など
の写真を携帯やデジカメで撮影し、配付場所で提示すると、カ
ードがもらえます。

　今年度、寄附を募集し、市内の公共施設を結ぶ循環バスの車
体に、応援メッセージラッピングを施します。

＜寄附の種類＞  ※複数口可能
① 2,000 円（記念品贈呈）
② 50,000 円（記念品贈呈 + ラッピングにお名前（★）を記入）
　　　　　　　　　　　　　　　　（★）団体、企業のみの受付

堺市・藤井寺市の配付場所
●堺市役所高層館5階世界文
化遺産推進室●堺市博物館●
大仙公園観光案内所●藤井寺
市役所6階世界遺産登録推進
室・文化財保護課●藤井寺市
立生涯学習センター●藤井寺
市立図書館●城山古墳ガイダ
ンス棟 まほらしろやま●観
光案内所 ゆめぷらざ

・世界文化遺産推進室（市役所本館4階）
・文化財保護課（市役所別館3階）
・観光案内所（古市駅東広場）
・時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）

配
付
場
所

BBQ 初心者の方。
BBQ はしたいけど、道具のない方。
女子会。
コンロはあるけど、タープテントや椅子だけ利用したい方
会社など大勢でする場合 etc.

問合せ  ☎080-9154-8262  ☎072-944-5700
[予約受付] 9:00 ～ 20:00  株式会社みのりの里

※ご利用料金（レンタル備品・販売用品）7,000円以上で「道の駅しらとりの
　郷・羽曳野」までお届けします。7,000円未満の場合は配達料2,000円が
　別途必要です。
※「道の駅しらとりの郷・羽曳野」は木曜が休館日です。

道の駅しらとりの郷・羽曳野で
お手軽バーベキューはいかがですか？

器材配達

→詳しくは「みのりの里」ウェブサイトまたはお問い合わせください。

めんどうな器材の後片付けが不要で、ゴミ
の処分もいたします（指定したゴミ袋のみ）。
お得な器材のセットプランや、お好みに合
わせて単品からのチョイスもOK。食材も
同道の駅のタケル館内「肉の竹田屋」での
予約注文も受け付けます（2日前まで）。
手ぶらでBBQ。ぜひご利用ください。

～世界文化遺産登録に向けて～
市循環バスに応援メッセージを！

古墳を訪ね、カードを集めよう！（全59種類）
ＭＯＺＵ-ＦＵＲＵ ＣＡＲＤ
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　平成 29 年度については、百舌鳥・古市古墳群の世界文化
遺産登録に向けた取り組み、LIC ウェルネスゾーンの活用と
はびきのウェルネス事業の拡充、認定こども園「こども未来
館たかわし」の整備、小学校体育館天井等の耐震化工事、
中学校普通教室へのエアコン設置、市民プールの整備など、

「魅力」「安心」「未来」という３つのキーワードに重点を置い
た予算編成としています。

　第１回定例市議会で可決承認いただいた、平成 29 年度の当初
予算は、下表のとおりです。

●一般会計…福祉、教育、道路・公園整備などの一般的な事業を実施
　するための予算で、羽曳野市の事業の大部分を占めています。
●特別会計…一般会計とは区別し、特定の事業ごとに経理する予算で、
　羽曳野市には 7 つの特別会計があります。

会 計 名 29 年度 28 年度  伸び率
（％）

　一　般　会　計 394 億 4,937万円 396 億 643 万円 -0.4 

特 

別 

会 

計

国民健康保険特別会計 169 億 5,723 万円 178 億2,784 万円 -4.9 
と畜場特別会計 6,024 万円 5,931万円 1.6 
財産区特別会計 17 億 724 万円 17 億 5,198 万円 -2.6 
公共下水道特別会計 49 億 5,708 万円 50 億6,622 万円 -2.2 
介護保険特別会計 108 億6,684 万円 101億4,243 万円 7.1 
土地取得特別会計 2 億 445 万円 8 億 9,131万円 -77.1 
後期高齢者医療特別会計 16 億1,694 万円 14 億 9,597万円 8.1 

　水 道 事 業 会 計 39 億 7,192 万円 36 億 918 万円 10.1 
総　　額 797 億 9,129万円 804 億5,068 万円 -0.8 

キーワードは「魅力」「安心」「未来」

＜主なハード事業＞
小中学校体育館整備事業（28 年度からの繰越事業を含む）1億 909万円
　災害時に避難所となる小中学校の体育館の安全性を高めるため、引き続
き計画的に照明や天井等の非構造部材の耐震化に取り組みます。平成 29
年度は、白鳥小学校、古市南小学校、丹比小学校において工事を進める
とともに、高鷲中学校、峰塚中学校の実施設計を行います。

小中学校空調設備設置事業（28 年度からの繰越事業を含む）　5 億158 万円
　小・中学校における、快適な学習環境の確保を目的とした、全普通教室
への空調設備の設置を行います。平成 29 年度は中学校の工事完了に向け
て整備を進めるとともに、小学校については実施設計を行い、平成 31年
度での完了を目指し計画的に事業を行っていきます。

こども未来館たかわし及び地域グラウンド整備事業　5 億 4,290 万円
　就学前児童に対して英語や体操等の課外教室をはじめとした特色あるプ
ログラムを実施し、新しい形の教育・保育を提供する、認定こども園「こど
も未来館たかわし」を平成 30 年 4 月からの本格稼働に向けて整備します。
また、隣接したグラウンドは、防災拠点と地域住民の交流の場とを兼ね備
えた地域グラウンドとして整備します。

市民プール整備事業　　　　　　　　　　　　　　2 億 9,442 万円
　中央スポーツ公園の拡張にあわせて市民プールを整備し、新たな健康づ
くりの場、賑わいの場を創出します。また、隣接する義務教育学校の開校
後においては、学校のプール授業にも活用し、施設の有効利用を図ります。

道路整備事業　  　　　　　　　　　　　　　　　 1億 8,931万円
　駅周辺における交通混雑の解消と安全確保のため、都市計画道路恵我
之荘駅前南側線の歩道整備に向けて、大阪府と連携し、境界確定および
用地測量を実施します。あわせて駅前南側広場整備のための基本設計にも
取り組みます。また、老朽化が進む道路ストックについては、順次舗装工
事等を進めるほか、全橋梁に係る５年毎の法定点検を実施します。

公共下水道事業　　　　　　　　　　　　　　　  12 億 6,293 万円
　公共下水道事業においては、衛生的で快適な生活環境を確保するため、
汚水整備にあっては整備率 84％をめざし今池・大井処理区で約 8ha の整
備を推進するとともに、雨水整備については、浸水被害の状況の調査を行
い事業計画を推進し、管渠の老朽化対策については、長寿命化のための
工事及び実施設計を行います。

世界文化遺産登録に向けた取り組み　　　　　　1,526 万円
　大阪府、堺市、藤井寺市と連携し、百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺
産登録に向けた取り組みをすすめます。平成 29 年度国内推薦に向け、有
識者会議や市内外・首都圏での PR 活動、LIC はびきのでの歴史シンポジ
ウムなどを開催します。また、本市の応神天皇陵古墳と堺市の仁徳天皇
陵古墳を結ぶルートに世界遺産広報用のラッピングを施したシャトルバス
の試験的運行を開始します。

LIC ウェルネスゾーンの活用
　　　　及び はびきのウェルネス事業の拡充　　 2,461万円
　「ＬＩＣウェルネスゾーン」では、市民の健康づくりと介護予防のため、
これまでと同様にさまざまな油圧式運動機器やグッズを使って介護予
防・運動プログラムを実施します。また、そのフォローアップとしての「は
びきのウェルネス事業」については、実施内容の充実を図るとともに、
新たに市西部地域においても教室を開設し、段階的に各地域へと事業を
展開させていきます。

空家等対策事業　　　  　　　　　　　　　　　　 639 万円
　老朽化による危険性、ゴミの不法投棄や雑草の繁茂による衛生・景観
の悪化等、市内でも増加傾向にある空家の問題に対応するため、平成
２８年度に実施している「空家実態調査」の結果を踏まえた「空家等対
策計画」を策定し、地域の生活環境の保全や安全対策、空家等の活用
による地域の活性化を図ります。

防災意識の高揚と地域防災力の向上、災害時支援　1,767万円
　市民一人ひとりの防災意識の高揚と、地域防災力の向上を図るため、
中学校区を単位とした防災講演会を順次開催します。また災害時要援護
者支援台帳システムを更新し、災害時における消防等関係機関とのスム
ーズな連携強化と普段からの地域の支援者による要援護者への訪問活
動等の活性化を進め、いざという時に迅速かつ的確な支援が行えるよう
体制の強化を図ります。その他災害にかかる緊急情報の周知等を行う、
同報系防災行政無線のデジタル化について、平成 31年度整備完了に向
けた実施設計に取り組みます。

（仮称）児童養護施設退所児童進学応援奨学金　　  120 万円
　ダルビッシュ有子ども福祉基金を活用し、児童養護施設を退所後に進
学する子どもたちを対象とした奨学金制度を創設します。

＜主なソフト事業＞

※平成 29 年度予算書は、ウェブサイトまたは情報公開コーナー
（市役所本館1階）にてご覧になれます。

平 成
29 年 度 予 算

総　　額：797億9,129万円
一般会計：394億4,937万円

※平成 29 年度予算書は、ウェブサイトまたは情報公開コーナー
 （市役所本館1階）にてご覧になれます。
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■一般会計歳入の内訳■ ■一般会計歳出の内訳■

　下表のとおり職員を募集します。詳しくは、5 月15 日㈪から羽曳野市ウェブサイ
トに掲載する「職員採用試験実施案内」をご覧ください。ウェブサイトの閲覧がで
きない方は、市役所および支所で案内を配布しますのでご利用ください。案内を郵
便で請求する場合は、下記案内請求先あての封筒（大きさは問いません）に「職員採
用試験実施案内請求」と朱書し、必ず返信用封筒（あて先に請求者の郵便番号、住所、
氏名を明記し140 円切手を貼った封筒（角形２号封筒〔33cm ×24cm 程度〕））を同
封して郵送してください。
●案内請求先　〒 583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1羽曳野市役所市長公室人事課

職 種 区 分 採用予定
人員 年 齢 要 件 受　験　資　格

技術職
（土木） 上級 2 人程度

昭 和 57 年 ４
月２日以降に
生まれた人

以下の要件のいずれかを満たす人
①１級土木施工管理技士資格または２級土木施工管理技士資格を有しているか、
　平成 30 年３月 31 日までに取得見込みの人で、大学卒業程度の学力を有する人
②技術士（※）または技術士補（※）の資格を有しているか、平成 30 年 3 月 31 日
　までに取得見込みの人で、大学卒業程度の学力を有する人
　※建設部門または上下水道部門に限る

～あなたの魅力をまちの魅力に～

[ 案内配布場所 ] 市役所３階人事課および支所
[ 案内配布期間 ] ５月15日㈪ ～ 6 月 9 日㈮ 9:00～17:30
[ 郵送受付期間 ] ５月15日㈪ ～ 6 月 7 日㈬（同日消印有効）
[ 持参受付期間 ] ５月15日㈪ ～ 6 月 9 日㈮ 9:30～17:30
[ 試 験 日 ] 6月25日㈰（1 次試験）

※ 試験の内容については一切お答えできません。
※ ２次試験日程は、１次試験合格者にお知らせ
　します。
※ 土・日・祝日の案内配布および持参受付は行って
　いません。

○地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当しない人
○自力で通勤が可能で、職務遂行能力について介護者を必要としない人
○活字印刷文による出題に対応できる人

（受験できる人）

＜問合せ＞ 人事課 ☎ 072-958-1111  内線 3421・3432

歳　入
394億4,937万円

歳出（目的別）
394億4,937万円

[ 問合せ ] 財政課 ☎ 072-958-1111 内線 3562

羽曳野市職員
募 集

副市長の就任（4 月1日付け）

　市議会は樽
たる

井
い

市
いち

治
じ

氏の副市長の選任に同意。
4 月1日付けで羽曳野市副市長に就任しました。
　また、3 月 31日をもって、酒井伸一郎副市長
は退任し、大阪府へ帰任しました。

市税
124 億 7,500 万円
　　　　   （31.6％）

民生費
209 億 6,976 万円
　　　　　（53.2％）

公債費
42 億 7,800 万円
          （10.8％）

総務費
 33 億 8,787 万円
　     （8.6％）

教育費
31億 8,945 万円

（8.1％）

土木費
28 億 9,123 万円

（7.3％）

消防費
12 億 9,840 万円（3.3％）

その他
6 億 6,555 万円（1.7％）

衛生費
27 億 6,911万円（7.0％）

国庫支出金
78 億 7,302 万円
　　　  （20.0％）

地方交付税
72億 9,000 万円
　　　   （18.5％）

府支出金
28 億 5,075 万円

（7.2％）

諸収入
20 億1,507万円

（5.1％）

地方消費税交付金
19 億円（4.8％）

　市債
 26億2,390万円
　　　　 （6.7％）

使用料及び手数料
6 億16 万円（1.5％）

その他
18 億 2,147 万円（4.6％）

（　）内は構成比

樽井 市治 副市長

・・経歴・・
平成18 年 4 月　総務部行財政改革推進室長
平成 22 年 4 月　保険健康室長
平成 23 年 4 月　保健福祉部長
平成 25 年 4 月　市長公室長
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●プログラム　※プログラムの内容および時間を変更する場合があります。

時間
峰塚公園 LICはびきの

メインステージ 本部前 管理棟 こども
ランド 古墳前 特設

リング
交流
広場

アトリ
ウム

9:00 オープニングセレモニー
9:30 少年少女合唱（羽曳野少年少女合唱団）

10:00 環境ステージ（環境運営委員会）
10:15 太鼓演奏（和太鼓集団「昴」）
10:25 新極真カラテ演武（新極真会南大阪支部内藤道場）
10:50 ダンス！ダンス！DANCE！！
11:45 舞踊連合会と市民の皆さんの踊り
12:30 吹奏楽演奏（羽曳野市民ウインドオーケストラ）
13:00 太鼓演奏（羽曳野太鼓「翔」）
13:25 お笑いライブ（「かまいたち」よしもとクリエイティブ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   エージェンシー所属 ）
13:45 古墳シンガーまりこふんライブ
14:10 コーダイガーショー（羽曳野青年会議所）
14:55 みんなでお掃除タイム
15:00 実行委員長 挨拶
15:05 大抽選会
16:00 終了

はびきの市民フェスティバル実行委員会 ＜事務局＞ 市民協働ふれあい課（市役所本館 1 階⑤窓口）
メール shiminkyoudou@city.habikino.lg.jp　☎ 072-947-3609（直通）　FAX 072-958-0397

世界文化遺産を
　　　　　　羽曳野に

9:00～16:00 雨天決行 ＜主催＞はびきの市民フェスティバル実行委員会  ＜共催＞羽曳野市  ＜後援＞羽曳野市教育委員会

峰塚公園

・
フ
ェ
ス
♡
de
フ
リ
マ（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

・
平
和
展
＆
人
権
展

・
わ
ん
ぱ
く
相
撲「
は
び
き
の
場
所
」

・
献
血
車

こ
ど
も
屋
台

ヤ
マ
ザ
キ
パ
ン
商
品

引
換
券
配
布（
先
着　
人
）

※
引
換
は
11
時
～ エ

コ
工
作

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
応
援
ゾ
ー
ン

抽
選
券
配
布

（
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
）

ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
レ
ス
2
0
0
0

チケット
販売開始

500

10:00

15:00 15:00

16:00

15:00

10:0010:00
9:30

10:00

16:00

10:30

14:30

12:00

10:00

9:00

・
近
鉄
南
大
阪
線「
古
市
駅
」か
ら
西
へ
約
1
キ
ロ

※
当
日
は
市
役
所
・
陵
南
の
森
・
は
び
き
の
コ
ロ
セ
ア
ム
に

駐
車
場
あ
り
。
お
車
の
方
は
そ
ち
ら
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗

り
換
え
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
コ
ロ
セ
ア
ム
駐
車
場
は
2
時

間
を
超
え
る
と
有
料
）

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

（
5
月
5
日
）

会場 着
（運行時間）
8:30 ～
　　 14:30

・市役所発 → 古市駅西側駐車場（経由）→ 峰塚公園着
・はびきのコロセアム発 → 峰塚公園着
・陵南の森総合センター発 → 峰塚公園着

会場 発
（運行時間）
10:30 ～
　　 17:30

・峰塚公園発 → 市役所（経由） → 古市駅西側駐車場着
・峰塚公園発 → はびきのコロセアム着
・峰塚公園発 → 陵南の森総合センター着

※定員を超えての乗車はできません。あらかじめご了承ください。
＜お願い＞会場周辺には駐車場がありません。市役所・陵南の森・はびきのコロセア
ムに駐車場を設けていますので、お車の方はそちらでシャトルバスに乗り換えて会場

にお越しください。（コロセアム駐車場は 2 時間を超えると有料です。）

巨大迷路出現！！

こどもランドゴール
できるかな？

高所作業車から
　　古墳を一望！

大
抽
選
会

任天堂スイッチなど
　　　　豪華景品が当たる！！

楽しい屋台が
　いっぱいあるよ！

・抽選券配付12:00～
　（本部テント前にて）
・大抽選会15:05～
　（メインステージにて）

・チケット販売9:30～
・屋台オープン10:00～
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「羽曳野市民デー」
市内在住・在学・在勤の方は、J1リーグ・セレッソ大阪
のホームゲームを特別優待価格で観戦できます！

中学校給食 無料試食会

＜問合せ＞ 教育総務課 ☎ 072-958-1111内線 4112

●試食会日程
誉田中学校 高鷲中学校 羽曳野中学校

1年生 5 月18 日㈭ 1年生 5月25日㈭ 1年生 5月25日㈭
2 年生 5月29 日㈪ 2 年生 5月26 日㈮ 2 年生 5月25日㈭
3 年生 5月30 日㈫ 3 年生 5月30 日㈫ 3 年生 5月24 日㈬

峰塚中学校 高鷲南中学校 河原城中学校
1年生 5月22日㈪ 1年生 5月25日㈭ 1年生 5月23日㈫
2 年生 5 月19 日㈮ 2 年生 5月26 日㈮ 2 年生 5月29 日㈪
3 年生 5月18 日㈭ 3 年生 5月23日㈫ 3 年生 5月24 日㈬

＜メニュー例＞
・春の天ぷら　　　　　　・豚じゃが
・切り干し大根の煮物　　・柏もち
・うすいえんどうごはん、牛乳
　　　　　　　※５月 1 日提供予定

　現在、市では選択制の中学校給食を提供しています。
市内の中学生のみなさんに、もっとご利用いただけるよう、
下表の日程に無料で試食会を実施します。
＜対象＞ 市立中学校に通う生徒
※アレルギーや家庭の事情などにより喫食しない方は、
　　　　　　　　　　　　　　届を提出してください。

無  料
（試食）

　め
っち
ゃお
いし
い！

栄養
バラ
ンス
ばっ
ちり
！

セレッソ大阪を応援しよう！

[ 日時 ] 6 月 4 日㈰「第 14 節 アルビレックス新潟戦」
 　　　 15:00 キックオフ（13:00 開場予定）
[ 場所 ] キンチョウスタジアム（大阪市東住吉区長居公園内）
[ 優待価格 ] ※「メインミックス自由席」、前売りのみ
●大人・高校生 1,500 円（通常前売価格 2,700 円）
●小中学生　 　　500 円（通常前売価格 1,000 円）
＜購入方法＞ 5 月 13 日㈯～ 6 月 1 日㈭の期間に、セブン－
イレブンまたはサークル K・サンクスのチケットぴあ端末機で
購入。（専用 P コード 834-833）お一人様 4 枚まで。初日は
10:00 から発売開始。
＜引換方法＞試合当日、上記方法にて購入した「引換券」をお持ち
のうえ、「応援デー受付」までお越しください。※免許証、学生証
など市内在住・在学・在勤が証明できる書類をご提示願います。

・セレッソクラブ事務局
　☎ 06-6110-5657
・政策推進課 特命プロジェクトチーム
　☎ 072-958-1111 内線3530

6月11日㈰
9:00～14:30

羽曳野市民体育祭
中央スポーツ公園場所

[ 問合せ ] スポーツ振興課
☎ 072-958-1111 内線 4412

大抽選会
  豪華景品が当たる！

軽トラ市同時開催！

ん！
楽しいプログラム
　　 盛りだくさ

問
合
せ

給食費は1食 300 円（通常提供時）
成長期の中学生の身体づくりをサポートします！
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羽曳野市民健診 5月8日㈪スタート！
40歳以上の羽曳野市民が対象

～気づきにくい生活習慣病を、特定健診で早期発見につなげましょう～ ●問合せ● 健康増進課 ☎ 072-956-1000 

特定健康診査（特定健診） 市民健診
※単独での受診は不可 主に分かること

診　察 問診・医師による診察
（視触診） ー ー

計　測 身体計測・腹囲測定
血圧測定 ー

高血圧や低血圧の状態
肥満や痩せの状態
内臓脂肪の蓄積状態など

血
　
液
　
検
　
査

脂　質
中性脂肪、
HDL コレステロール
LDL コレステロール

ー 血液中の脂質の状態
動脈硬化の危険性など

肝機能 AST（GOT）・ALT（GPT）
γ―GT ALP 肝臓の働きなど

血　糖 空腹時血糖・HbA1c ー 糖尿病の危険性など
腎機能 ー 血清クレアチニン 腎臓の働きなど

貧　血 ー
ヘマトクリット
血色素量・赤血球
白血球・血小板・血清鉄

貧血の危険性
血液疾患の危険性など

その他
の検査 ー

CRP 定量
血清アルブミン
尿酸・血清アミラーゼ

感染症などの炎症
栄養状態など
痛風・膵臓などの状態

尿 検 査 糖・蛋白の有無 潜血の有無 腎臓・膀胱の状態
糖尿病の危険性など

心電図検査 ー 心疾患の有無 心臓の働きなど

◆◆ 受診方法 ◆◆
　ご加入の健康保険が実施する特定健診ま
たは健康診査とセットで受診することがで
きます。被保険者証（健康保険証）、特定健
診などの受診券を医療機関（下表）にご持参
ください。
※国民健康保険・社会保険・後期高齢者医
療保険などの健康保険でも受診することが
できます。なお、社会保険の方は、特定健
診受診指定医療機関が下表に該当するかご
確認ください。
※市民健診のみの受診はできません。
◆◆ 費　用 ◆◆
　市民健診は無料です。特定健診の自己負担
額は、ご加入の健康保険によって異なります。
・羽曳野市国民健康保険特定健康診査
　　　　　　　　　→自己負担額 1,000 円
・後期高齢者医療広域連合健康診査
　　　　　　　　　→自己負担額なし
※上記以外の健康保険にご加入の方は、自
己負担額が異なります。お手元の「特定健
診受診券」をご確認ください。
◆◆ 健診後 ◆◆
　健診の結果、医師が「健康相談などが必要」
と判断した方へ、生活習慣改善のための健
康相談（食生活、運動習慣、禁煙など）を健康
増進課よりご案内します。詳しくは、健康
ふぁみりー（18 ページ）をご覧ください。

医療機関名 電話番号
しもと医院 955-1661
ヤスダクリニック 931-7777
四天王寺悲田院診療所 956-2985
北川内科クリニック 938-6528
天仁病院 939-8561
たてやまクリニック 955-3005
丹比荘病院（※） 955-4468
おとのクリニック 931-2001
埴生診療所 953-0885
倉岡医院 954-3294
藤野整形外科 955-0188
加藤医院 953-5901
コープ診療所 938-6226
しまだ耳鼻咽喉科 954-3301
調子医院 952-3150
高村病院 939-0099
山田クリニック 953-0121
ふじもと医院 931-5611
森クリニック 930-2755

医療機関名 電話番号
なわクリニック 958-2014
亀山医院 957-5330
上嶋クリニック 958-7733
坂本医院 956-0207
ますだ整形外科クリニック 957-6815
山本内科クリニック 958-1567
江口クリニック 950-5580
ひきまクリニック 950-4880
土屋医院 957-1001
藤本病院 958-5566
江藤クリニック 956-8881
ぶどうの家診療所 950-0155
かわばた医院 950-3700
松谷整形外科クリニック 950-2377
坂本クリニック 958-7270
福岡医院 956-3027
城山病院 958-1000
貴志クリニック 958-9062

医療機関名 電話番号
青山病院 953-1211
鳥居医院 955-0268
可児医院 955-1847
ナワタクリニック 953-0666
やまどり医院 954-8168
平松産婦人科クリニック 955-8881
船内クリニック 955-0678
池田医院 955-0720
福田医院 955-0657
そごうクリニック 931-0005
元村医院 955-0240
ときよしクリニック 952-8607
白川医院 955-0703
西村クリニック 952-8460
辰巳医院 939-8081
しかたクリニック 937-2759
長崎医院 955-7070
森川医院 939-5888
藤田内科医院 954-7707

医療機関名 電話番号
中本内科クリニック 952-5181
はまぐち内科クリニック 931-2727
佐井胃腸科肛門科 937-2029
松田医院 939-4307
竹口クリニック 930-5600
数尾診療所 955-4768
内本外科内科診療所 955-2111
北村外科内科クリニック 938-1700
松田クリニック 931-5551
うえた内科医院 936-0088
久保医院 955-1220
きしだ内科 955-8220
清水医院 955-1206
市立藤井寺市民病院 939-7031
園部医院 937-2600
くろだ内科クリニック 936-8810
おおかわ整形外科クリニック（※）945-2345
黒川クリニック 931-0800
永井医院（※） 955-4993
白江医院 955-0545＜注意＞（※）羽曳野市民健診未実施（特定健診のみ受診可能）

＜羽曳野市＞ 市外局番 072 ＜藤井寺市＞ 市外局番 072

特
定
健
診
・
羽
曳
野
市
民
健
診
実
施
医
療
機
関

40 歳 ～ 74 歳で羽曳野市国民健康保険に加入している方へ

●特定健康診査受診券（桃色）を発送しました
　対象者には、保険年金課より受診券を順次郵送しています。
[ 自己負担金 ] 1,000 円　　　[ 受診開始日 ] 5 月 8 日㈪
※受診の際は、保険証と受診券の両方を必ず持参ください。
＜問合せ＞ 保険年金課 保健事業担当
　　　　　 ☎ 072-958-1111 内線 1761

「羽曳野市民健診」…特定健康診査に追加して、血液検査項目などを充実させた健診
「特定健康診査（特定健診）」…メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満）に着目した内容の健診

同時に受診可能●検査項目
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実施医療機関名

人間ドック 脳ドック レディースコース

検査曜日
自己負担金

自己負担金 乳　　が　　ん 子宮がん満 30 歳以上
40 歳未満

㈵ 40 歳以上
75 歳未満

羽
曳
野
市

城山病院 火・木 14,904 円 ㈵ 12,415 円 7,128 円 超音波検査とマンモグラフィ 3,240 円 ー
藤本病院 木・金 12,312 円 ㈵   9,823 円 ー ー ー

天仁病院 月～金 12,312 円 ㈵   9,823 円 ー ー ー
富
田
林
市

PL 病院 月～土 13,932 円 ㈵ 12,521 円 9,720 円 超音波    972 円 マンモグラフィ　972 円 972 円

富田林病院 月～土 12,150 円 ㈵ 10,739 円 7,938 円 超音波    810 円 マンモグラフィ 1,620 円 810 円

松
原
市

松原徳洲会病院 月～土 11,700 円 ㈵ 10,289 円 7,500 円 超音波    810 円 マンモグラフィは基本に含む 1,296 円

阪南中央病院 月～金 12,651 円 ㈵ 11,241 円 9,257 円 超音波 1,141 円
マンモグラフィ
 50 歳未満（2 方向）1,635 円
 50 歳以上（1 方向）1,141 円

987 円

オノクリニック 火～土 12,960 円 ㈵ 11,549 円 6,480 円 超音波 なし マンモグラフィ 1,620 円 1,620 円
柏原
市 市立柏原病院 月～金 12,279 円 ㈵ 10,868 円 5,862 円 超音波 1,296 円 マンモグラフィ 1,296 円 基本に含む

堺
市

ベルクリニック 月～土 12,960 円 ㈵ 11,549 円 9,720 円 超音波 1,296 円 マンモグラフィ 1,620 円 972 円

鳳総合健診センター 月～土 12,960 円 ㈵ 11,549 円 8,100 円 超音波 1,296 円 マンモグラフィ    972 円 972 円
吹田
市 みどり健康管理センター 月～金 13,932 円 ㈵ 12,521 円 7,452 円 超音波 1,458 円 マンモグラフィ 1,458 円 648 円 

大
阪
市

多根クリニック 月～土 12,312 円 ㈵ 10,901 円 9,720 円 超音波 1,620 円 マンモグラフィ 1,620 円 972 円

聖授会 総合健診センター 月～金 12,312 円 ㈵ 10,901 円 ー 超音波 1,620 円 マンモグラフィ 1,620 円 1,620 円

聖授会 OCAT予防医療センター 月～金 12,312 円 ㈵ 10,901 円 8,748 円 超音波 1,620 円 マンモグラフィ 1,620 円 1,620 円

大野クリニック 月～土 12,312 円 ㈵ 10,901 円 9,720 円 超音波    972 円 マンモグラフィ 1,620 円 1,296 円

大阪市立大学医学部附属病院 MedCity21 月～土 11,340 円 ㈵   9,929 円 6,480 円 超音波 1,296 円 マンモグラフィ 1,944 円 1,296 円
八尾
市 医真会 八尾総合病院 月～土 12,237 円 ㈵ 10,827 円 5,862 円 超音波 1,134 円 マンモグラフィ 1,620 円 ー

※㈵ 特定健診対象者
※ 医療機関により、人間ドックを受診した後日、脳ドック検査や結果説明があり、1 日で終わらない場合があります。

[ 対象者 ] 次の①～③の条件をすべて満たしている方
　①羽曳野市国民健康保険被保険者証の交付を受けて
　　６カ月以上経過しており、受診当日も資格を有する方。
　②受診時、満 30 歳以上 75 歳未満で内臓疾患の治療を受けていない方。
　　注）内臓疾患で定期的に通院している方は主治医にご相談ください。
　③現年および過年度の国民健康保険料を完納している方。
[ 受診種目 ]
　●基本検査
　　人間ドック（身体測定、診察、肺活量、尿検査、便検査、血液検査、心電図、
　　　　　　　　腹部超音波検査、レントゲン検査、聴力検査、眼科検査など）
　●オプション検査　※オプション検査のみの受診はできません。
　　・脳ドック (MRI、MRA)
　　・レディースドック（乳がん、子宮がん）
[ 申請方法 ] ※電話での申し込みや支所での受付は行っていません。
　→保険年金課（市役所１階③番窓口）へ直接申し込み。
　　（申込時、市から実施医療機関に連絡し、日程の調整を行います。）
　＜申込時に必要なもの＞
　　・被保険者証
　　・印鑑
　　・特定健診受診券（40 歳以上の方）

　生活習慣病の予防・早期発見・治療のため、
　　　　　満30歳以上で国民健康保険被保険者の方に人間ドックの助成を行っています（年度内1回）。

人間ドックのご案内 ●問合せ●
保険年金課 保健事業担当
☎072-958-1111 内線1761

◆◆ 対象となる40 歳以上の方へ ◆◆
・同一年度内に受診できるのは、特定健
診か人間ドックのどちらか一方です。す
でに特定健診を受診された方は人間ドッ
クを受けられません。
・人間ドックは特定健診の検査項目を含
みます。



10 −はびきの　2017.5.1−

新年度が始まって何かと周囲の環境が変わったり、今
まで通りの生活が続いたりと人それぞれいろんな生活
環境がおありかと思いますが、生活環境にかかわらず習
慣にしていただきたいことの1つに健康診断の受診があ
ります。40歳以上の方ですとほとんどの方は何らかの
公的補助がありますので、最低年1回は労働安全衛生法
が定める健康診断だけでも受けるようにしたいもので
す。生活習慣病健診では、みなさまの命を縮めかねない
高血圧症、糖尿病、高脂血症、腎臓病、肥満などの有無が
わかります。さらに各種がん検診（肺がん、胃がん、大腸
がん、乳がん、子宮がん、前立腺がんなど）も早期発見に
は有用と思われます。健診は「病気の芽」を早めに見つけ
て対処するために受けるので、自分で感じる体調の良し
悪しに関わらず定期的に受けてこそ価値があります。雑
草は小さい芽の時に抜いてしまいましょう。

土屋医院　土 屋 英 人

認知症予防の擦過鍼で使用するのは、主に小児鍼に用
いる皮膚刺激鍼です。刺激部位は前腕の掌側と背側、後
頸部、肩部、上背部、中背部、頭部、眉毛のところに亘って
擦過します。

まず、前腕の掌側に体幹側から指先のほうへ、背側に
指先のほうから体幹に向かって、それぞれ10回程度擦過
します。続いて、左右の眼窩上縁内（眉毛のところ）を内
から外へ10回、さらに、側頭部から耳に向けてと、頭頂部
から額に向けて、それから、頭頂部から項部に向けてと
いうふうに、頭部はそれぞれ30回から40回擦過します。

背部は脊柱から肋骨の向きに沿って、上から下へ30回
から40回擦過します。

所要時間は、約8分程度です。
言うまでもなく、個々人の皮膚の状態、性質、感受性など

を考慮しながら過剰にならないよう、体表の発汗してきた
段階、皮膚と筋肉の緊張が緩んできたところで終了します。

体験会は、5月18日㈭午後1時半より3時まで、保健セ
ンターで行います。

はびきの鍼灸マッサージ師協会
☎ 072-958-5764

健康診断をうけましょう

保健福祉部保険年金課
天 王 寺 年 金 事 務 所

☎ 072-958-1111（内線 1720） FAX 072-956-1419
☎ 06-6772-7531 FAX 06-6772-3338

「資格期間」とは
◎国民年金の保険料を納めた期間や免除された期間
◎サラリーマンの期間（船員保険を含む厚生年金保険や
共済組合などの加入期間）
◎年金制度に加入していなくても資格期間に加えること
ができる期間（「カラ期間」と呼ばれる合算対象期間）

これらの期間を合計したものが「資格期間」で、10年
（120月）以上あると年金を受けとることができます。

※年金の額は、納付した期間に応じて決まります。
40年間保険料を納付された方は、満額を受け取れます。
（10年間の納付では、受けとる年金額は概ねその4分
の1になります）

対象となる方は手続きが必要です。
新たに年金が受けとれるようになる、資格期間が１０
年以上２５年未満の方には、日本年金機構より年金請求
書（黄色）が平成２９年２月から７月にかけて順次発送さ
れています。
お手元に届きましたら「ねんきんダイヤル」で予約のう
え、手続きを行ってください。

合算対象期間「カラ期間」とは
過去に国民年金に任意加入していなかった場合などで
も、年金受けとりに必要な資格期間に含むことができる
期間です。（ただし、年金額の算定には反映されません）
具体的には
①昭和61年3月以前にサラリーマンの配偶者だった期間
②平成3年3月以前に学生だった期間
③海外に住んでいた期間
④脱退手当金の支給対象となった期間
などです。

天王寺年金事務所　☎06-6772-7531（代）
㈪～㈮　8：30～17：15（月曜日は19：00まで延長）
第2㈯　9：30～16：00

※電話は自動音声案内になっています。
※電話は混み合っていますので、つながるまで何度かおか
けなおし願います。

ねんきんダイヤル　0570-05-1165
050から始まる電話でおかけになる場合は
03-6700-1165
　※受付時間は天王寺年金事務所と同じ

平成29年8月から、
年金の受給に必要な資格期間が10年となります。

年金受給資格期間の短縮

年金相談
日　時：5月22日㈪

10：00～12：00
13：00～16：00

場　所：支所２階
その他：予約不要。

相談内容に関する資料（年金手帳や「ねんきん定
期便」など）をご持参ください。

国民年金保険料の納付には、納め忘れのない口座
振替をご利用ください。
５０円お得な早割・前納割引などがあります。
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地域包括支援課（市役所別館 1階）
☎ 072-947-3822   FAX 072-950-1030
chiikihoukatsu@city.habikino.lg.jp

問
合
せ

●生活援助サービス従事者研修を実施

羽曳野市きらきらシニアプロジェクト介護支援サポーター事業（通称：きらプロ）とは？
　市内の介護保険施設などで介護支援サポーター活動（ボランティア）を行うことに対してポ
イントを付与し、たまったポイントを換金できる「介護支援ボランティアポイント制度」です。
　この事業は、高齢者の方が介護支援サポーター活動を通して社会参加・地域貢献をすることで、
ご自身がより元気にいきいき生活することを目的としています。

●きらプロサポーターになって、介護支援サポーター活動に参加しませんか？

養成研修
1. 日　程　5 月 29 日㈪・6 月 5 日㈪

9:30 ～16:30　※ 2 日とも出席が必要
2. 場　所　羽曳野市役所 A 棟　西会議室
3. 対象者　下記のいずれかに該当するかた

①羽曳野市民
②羽曳野市内の訪問型サービスＡを実施する事業所に従

事する予定のかた
4. 定　員　20 人　　5. 受講料　無料
6. 申　込　地域包括支援課の窓口または電話で申し込み

　介護保険の訪問介護では、サービスの従事者は介護
職員初任者研修修了者（ヘルパー資格を持つ人）と決め
られています。平成 28 年10 月から始まった介護予防・
日常生活支援総合事業の訪問型サービスＡ（掃除、買い
物、調理などの生活援助サービス）では、市が実施す
る研修を受講することで、ヘルパー資格を持たない人で
も従事者として働くことができます。
　関心のあるかたはぜひご参加ください。

＜問合せ＞
●事業について　地域包括支援課  ☎ 072-947-3822
●介護支援サポーター登録などについて

　（社）羽曳野市社会福祉協議会  ☎ 072-958-2315

事業の概要
○対象者 ： 65 歳以上の市内在住で住民登録がある介護保険第１号被保険者で、所定の研修会を受講した方
○対象となる介護支援サポーター活動 ： 市が指定した市内の施設などにおける介護支援サポーター活動
○事業の位置づけ ： 介護保険法に基づく地域支援事業（一般介護予防事業）

サポーターの感想

サポーターの活動の様子

施設での活動が自分自身の介護予防になっている。
利用者さんに喜んでもらえて励みになります。

寄り添い笑顔で話しかけます。聴かせていただくことでボ
ランティアをさせていただいて、愛おしい心、感謝の心、
あたたかい心をいただいています。

利用者さんと一緒に唄う（童謡）ことが喜ばれた。

みんなで楽しく、三色団子を作りました。

入居者さんとサポーターが同人数で１時間みっちり
話を聞いていただいて心が軽くなったと、非常に喜
んでいただきました。やはり、一人で話したい事があ
るんだなとゆとりを持って取りかかりたいと思った。

利用者さんに寄り添い傾聴
活動をしています 利用者さんと三色団子を作りました 利用者さんと作品づくりをしています

　上記以外にも各高齢者施設からカラオケのお手伝い、人形劇、紙芝居、書道、手芸、工作のお手伝い、お話し相手、お菓子作
り、お茶出し、配膳、下膳の依頼がたくさんきております。施設でのちょっとしたお手伝いのできる方を募集しております。趣味や
特技を活かしながら、みなさんご活躍されています。
　定年退職後、何か活動したいけれど…という方も、ぜひこの機会にお問い合わせください。
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陵南の森老人福祉センター登録クラブ一覧表
＜平成 29 年度＞ ～学び、語ろう楽しいクラブに参加しませんか ～

No. クラブ名 活動内容 活動日時など 代表者 電話番号

1 香　謡　会 民謡 第 1・2・3 金曜日 13:00 ～ 15:30
[ 会費 ] 1 カ月 1,600 円

亀井 元子 958-7584
ー ー

2 詩吟クラブ 詩吟 第 2・4 木曜日 10:00 ～ 12:00
[ 入会金 ] 1,000 円　[ 会費 ] 1 カ月 1,500 円

中塚 一栄 938-8932
藤岡 雛子 953-1768

3 胡　蝶　会 新舞踊 第 2・4 水曜日 10:00 ～ 12:00 
[ 会費 ] 1 カ月 2,000 円

吉田 悦子 921-3751
井関 貴子 938-2126

4 みのりの会 民謡・民舞 第 1・2・3 木曜日 9:30 ～ 12:00 
[ 会費 ] 1 カ月 1,000 円

田中 多恵 939-5387
佐口 千枝子 953-4523

5 陵南の森
ダンスクラブ 社交ダンス 第 1・2・3・4 金曜日 13:00 ～ 17:00 

[ 会費 ] 必要経費のみ
柴原 満利枝 954-1850

中田 豊 090-5094-5315

6 ふれあい新健康
体操クラブ 健康体操

第 1・2・3・4 月曜日 9:00 ～ 12:00 
[ 会費 ] 6 カ月 2,000 円

芝池 妙子 090-5652-6992
長谷川 隆子 080-6106-7380

7 ヘルシー体操教室 第 1・2・3・4 水曜日 14:00 ～ 15:00
[ 入会金 ] 1,000 円　[ 会費 ] 1 カ月 2,000 円

丸橋 喜美子 953-5383
藤井 美智子 954-9160

8 陵南の森
カラオケクラブ カラオケ  9:00 ～ 15:00

[ 会費 ] 年４,000 円

　（Ａ班）毎週水・木曜日
　（Ｂ班）毎週金・土曜日
　（Ｃ班）毎週月・火曜日

山本 邦政 955-3634

児島 静一 939-8674

9 土曜カルチャー
手芸

第 1・3 土曜日 9:30 ～ 15:30 
[ 会費 ] 3 カ月 1,000 円

安部 スミ子 956-2378
阪田 弘美 957-5462

10 すみれクラブ 第 2・3 水曜日 9:00 ～ 12:00 
[ 会費 ] 必要経費のみ

北田 敬子 938-1421
丸尾 豊子 953-2732

11 紙絵サークル ちぎり絵
第２週の木曜日 13:00 ～ 16:00 
第２週の金曜日 9:30 ～ 12:00 
[ 会費 ] 1 カ月５00 円

内本 とみ子 955-1950

長谷川 千鶴 953-7510

12 陵南の森写真クラブ 写真 第 1・3 火曜日（月１回撮影会）13:00 ～ 16:00 
[ 会費 ] 必要経費のみ

向山 三生 953-6309
村田 三男 953-7731

13 絵画クラブ（二水会） 水彩画 第 1・3 水曜日 13:00 ～ 16:00 
[ 会費 ] 1 カ月 1,000 円

和島 剛 955-0222
森河 静子 938-1135

14 書道クラブ 書道 第 2 水曜日 13:00 ～ 16:00 
[ 入会金 ] 1,000 円　[ 会費 ] 1 カ月 1,000 円

亀井 芳明 956-9574
堂後 美津子 953-6660

15 みささぎ俳句クラブ 俳句 第２土曜日 13:00 ～ 17:00 
[ 会費 ] 1 カ月 500 円

岡田 猛 958-3199
和島 剛 955-0222

16 陵南の森囲碁クラブ 囲碁 毎日 13:00 ～ 17:00 
[ 会費 ](1 ～ 6 月）1,000 円／（7 ～ 12 月）1,000 円

永瀬 進 938-4403
吉田 芳実 958-3937

17 陵南の森将棋クラブ 将棋 毎日 13:00 ～ 17:00
[ 入会金 ] 1,000 円　[ 会費 ] 年 1,000 円

宮武 文夫 953-2922
沖島 秀雄 938-5386

18 バンパークラブ バンパー
プール

毎日 9:00 ～ 17:00
[ 入会金 ] 300 円　[ 会費 ] 1 カ月 300 円

辻野 年男 090-3868-1161
中嶋 忠 938-2905

19
陵南の森

グラウンド・ゴルフ
愛好会

グラウンド・ 
ゴルフ

第 1・2・3・4・5 
火曜日 9:00 ～ 11:00 ／金曜日 13:00 ～ 15:00 
[ 会費 ] 1 カ月 200 円

衣川 武和 953-2689

山内 健治 953-0704

20 陵南ゲートボール
クラブ（A）

ゲートボール

火曜日～土曜日９:00 ～ 11:00 
[ 会費 ] 年 2,500 円

藤田 恒義 952-2651
流田 佳子 938-6557

21 陵南 B ゲートボール
クラブ

毎日（金曜日を除く）13:00 ～ 17:00 
[ 会費 ] 1 カ月 200 円（協会費年 2,000 円）

石川 和人 952-1128
野ノ上 繁春 954-3475

22 なでしこ 月・土曜日９:00 ～ 12:00 ／金曜日 13:00 ～ 17:00
[ 会費 ] 1 カ月 300 円

宮本 泰子 090-1072-5777
島田 勇 080-1444-4385

23 百　話　会 講話 第２火曜日 14:00 ～ 16:00 
[ 会費 ] 必要経費のみ

河端 計保 953-8721
近藤 恵津子 915-0157

24 Ｓ．Ｏ．Ｖ ボランティア 
（雑巾縫い）

第 1・3 金曜日 10:00 ～ 16:00
[ 会費 ] 年 700 円

道本 也恵子 952-0945
辻野 百合子 939-3049

[ 対象者 ] 羽曳野市在住で 60 歳以上の方（使用証の交付を事務所で受けてください。）
　　　　　　※見学自由。お気軽にお越しください。　※入会希望の問合せは、各クラブの代表者まで。

市外局番
072
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陵南の森公民館サークル一覧表平成
29
年度

[ 会費 ] 月2,500 円以下
　　　 （別途、材料費など負担あり）

No 活動内容 定期使用団体名 定期活動日 活動時間 代表者名 電話番号

1 俳句 はばたき句会 第１㈫ 13:00～16:00 村上凱夫 957-4175

2 油彩画 アートサークル 第 2・4 ㈰ 13:00～17:00 藤野一郎 090-3828-
8404

3 水墨画 水墨画の会 第 1・3 ㈪ 10:00～12:00 貝本征男 954-0859
4 墨彩画 陵南墨彩会 第 2・4 ㈪ 13:00～16:00 薮内節子 950-2415
5 押し花 押し花クラブ 第 4 ㈫ 13:00～16:00 川村恵子 955-4844
6 切り絵 きりえサークルはびきの 第 2・4 ㈬ 13:00～17:00 國領伸子 954-2832
7 絵手紙 絵手紙クラブさざんか会 第 2 ㈫ 13:00～17:00 窪田幸子 953-2885
8 木目込人形 若葉会 第 1・3 ㈬ 13:00～16:00 金銅ヨリ子 957-1976
9 七宝焼 あじさいクラブ 第 1・3 ㈭ 9:00 ～ 12:00 土田悦子 958-1252
10 川柳 はびきの市民川柳会 第 4 ㈰ 13:00～17:00 徳山みつこ 956-6727
11

陶芸
若草陶芸土曜クラブ 第 1・3 ㈯ 13:00～17:00 田形泰三 938-3389

12 若草陶芸日曜クラブ 第 1・3 ㈰ 9:00 ～ 12:00 宮澤庸介 939-5582
13 陶雅クラブ 第 2・4 ㈯ 13:00～16:00 岡田甫 958-0829
14 ビーズ手芸 アートビーズ 第 2・4 ㈮ 10:00～12:00 澤加代 958-6245

15

合唱

羽曳野混声 CoroSonor
第 1・3 ㈰ 18:00～21:00

青柳裕文 958-2947
第 2 ㈰ 13:00～16:00

16 はびきの女声コーラス 第 1・2 ㈯ 13:00～17:00 西田紀子 956-3576
17 カナリア 第1・3・4 ㈮ 13:00～17:00 福澤幸子 955-9199
18  コーラスたんぽぽ 第 1・4 ㈮ 10:00～12:00 土井正義 958-5017
19

詩吟
詩吟同好会 第1・2・4 ㈫ 13:00～16:00 山上忠治 953-2810

20 和楽囲 第1～4㈪ 13:00～17:00 伊藤順子 952-2899

21

ボランティ
ア

朗読ボランティア
グループ「はびきの」 第 2・4 ㈭ 13:45～15:45 橋本千文 957-4312

歌声ボランティア
抒情歌サロン「ロンド」

第 1・4 ㈪ 9:00 ～ 12:00
中村毅 953-8676

22 第 2 ㈮ 13:00～17:00
23 コーモドクラブ 第 1・3 ㈪ 13:00～17:00 平岡雅子 955-7365

24 音楽ボランティア
グループ「玉手箱」 第 4 ㈰ 13:00～16:00 松本泰彰 958-4665

25 百人一首
競技かるた 羽曳野かるた会 第1・3・4㈯ 13:00～17:00 有本孝子 956-4927

26
教育

大阪友の会古市方面 第２㈰ 13:00～17:00 園田久栄 090-6917-
2035

27 親子リズムスキップ
くらぶ 第 2・3 ㈮ 10:00～12:00 難波奈緒美 080-6170-

5352
28 健康教室 えがお健康教室 第 2 ㈯ 14:00～16:00 児島明男 956-3605
29 写真 ピンボケ写真クラブ 第 3 ㈯ 18:00～21:00 山田勝彦 958-1378
30 手品 マジッククラブ 第 1・3 ㈭ 18:45～21:00 岡田忠 956-9176

31 人形劇 ポップコーン
第 1・3 ㈬ 9:00 ～ 12:00

永島公子 946-3923
第 2・4 ㈬ 13:00～17:00

32 手描き友禅 陵彩会 第 2・4 ㈭ 13:00～17:00 長千鶴 939-7984
33

書道

小倉百人一首を書く会 第 2・4 ㈭ 14:00～16:00 中井茂子 953-6817
34 書写研究会 第 1 ㈮ 13:30～16:30 狭間智津代 956-1309
35 書の友 第 1・3 ㈮ 19:00～21:00 辻本好宏 939-6760
36 洗心書友会 第 1・3 ㈮ 9:00 ～ 12:00 花井佐多子 954-6756
37 みずぐき会 第 2・4 ㈯ 9:00 ～ 12:00 内本和子 957-0122

38 陵南子供習字 第 1・3 ㈯ 9:30 ～ 12:00 廣瀬五月 090-4767-
1462

39
ペン習字

洗心ペン習字 第 2・4 ㈭ 10:00～12:00 吉村公美 938-4435

40 そよかぜペン習字
クラブ 第 2・4 ㈯ 9:00 ～ 12:00 早川孝子 080-5356-

2579
41 エッセイ えんぴつクラブ 第 1・3 ㈬ 13:00～16:00 宮下清子 956-3752
42

着付

着付教室 第 1・3 ㈭ 10:00～12:00 松本篤子 938-7229

43 着付クラブ 第 2・4 ㈭ 10:00～12:00 紀睦美 090-1488-
5676

44 和装クラブ 第 2 ㈰ 13:30～16:30 上野陽子 953-8239
45 手編み かすみ草 第 2・4 ㈬ 9:30 ～ 12:00 米田節子 954-5023
46 パッチ

ワーク
すてきなキルト 第 2・4 ㈫ 10:00～12:00 馬場素子 953-6295

47 ゆめのキルト同好会 第 2・4 ㈭ 10:00～12:00 髙﨑恵子 938-8696

48 洋裁 ソーイングメイツ
第 2・3 ㈬ 13:00～17:00

村上敏子 939-4699
第 4 ㈬ 9:00 ～ 12:00

No 活動内容 定期使用団体名 定期活動日 活動時間 代表者名 代表者☎

49
洋裁

ドレメチェリー
第 1・4 ㈬ 13:00～17:00

高畑秀子 954-5223
第 2 ㈬ 9:00 ～ 12:00

50 ポピーソーイング
第 1・3 ㈪

13:00～17:00 山崎禎子 080-1417-
1417第 2 ㈮

51 刺繍 花の糸 第 1・3 ㈮ 13:00～17:00 塚本恵子 953-8392

52 国際料理 インターナショナル
フレンドシップクラブ

３～４カ月
に１回㈭ 9:00 ～ 14:00 澤田理英子 958-1687

53
華道

たちばなクラブ 第 2・4 ㈮ 18:00～21:00 今川廣子 938-3478
54 花ごよみ 第 2・4 ㈭ 13:00～15:30 榎原香 956-3640

55 フラワー
アレンジ フルール・ド・フルール 第 3 ㈯ 13:00～17:00 皆口貞子 957-1581

56

茶道

寿雅会 第 1・3 ㈯ 10:00～12:00 武野千恵子 952-1596
57 なごみ会 第 2・4 ㈭ 13:00～17:00 松井捷子 956-5529
58 木犀会 第 1・3 ㈭ 13:00～17:00 辻本由紀 939-5434
59 もくの会 第 1 ㈯ 13:00～17:00 里見繁子 939-6394
60 十三の会 第 2・4 ㈫ 13:00～17:00 荒下春江 957-0837

61 短歌 はびきの短歌会 第 3 ㈰ 13:00～17:00 谷口眞 080-3768-
4046

62 健康体操 健康体操 第１～４㈭ 14:00～16:00 青木純子 938-0664
63

太極拳

いきいき太極拳 第１～４㈭ 19:00～21:00 辻田和子 952-1620
64 太極拳剣同好会 第１～４㈯ 9:00 ～ 12:00 杉村宏子 929-8840

65 楊家養心気功・太極拳
クラブ 第１～４㈪ 9:00 ～ 12:00 堀江千里 953-0208

66 太極拳・拳友会 第1・2・3㈰ 9:00 ～ 12:00 近藤富美代 090-4902-
4093

67
ヨガ

健康ヨーガ 第１～４㈯ 9:30 ～ 11:00 出水田鶴子 953-2505
68 ヨガ同好会 第１～４㈬ 9:00 ～ 12:00 木村恵美子 939-5917
69

社交ダンス

エデック 第２・４㈰ 13:00～17:00 平川裕三 955-6750
70 サンダンス 第１～４㈬ 18:30～21:00 山下勇 953-3127
71 社交ダンス同好会 第１～４㈭ 9:30 ～ 12:00 葉山義夫 953-8235

72 DI クラブ 第１㈰ 13:00～17:00 浅野尚利 090-3702-
0620

73 ダンスサークル
パピヨン 第１～４㈮ 18:30～21:00 鈴木久美子 952-6442

74 ダンスサークル・マイ
ンド 第１～４㈬ 13:00～17:00 柴原満利枝 954-1850

75 リズム体操 リズム教室 第１～４㈮ 10:00～12:00 土井敏子 938-6084

76 フォーク
ダンス フォークダンスサークル 第1・2・4 ㈪ 13:00～16:00 辻本由紀 939-5434

77

ジャズ
ダンス

Ｍ－Ｓｈｉｎｉｎｇ 第１～４㈫ 9:00 ～ 12:00 阿武典子 955-8060

78 ジャズダンス
インフェローズ 第１～４㈭ 19:30～21:00 藤原裕己 090-3289-

4826

79 スタジオＹ ²
第１・３㈯

18:00～21:00 高安品子 090-7116-
8202第２・４㈫

80
子供のジャ
ズダンス

ジャズダンスキッズⅠ 第１～４㈯ 13:00～15:00 長谷川めぐみ 090-8143-
2249

81 ジャズダンスキッズⅡ 第１～４㈯ 15:30～17:00 平鍋弥生 090-3866-
4877

82 ヒップホッ
プダンス 彩

第 1・3 ㈪
18:00～20:45 東実起 090-3895-

870283 第 2・4 ㈯

84
フラメンコ フラメンコ同好会 第 2・4 ㈪ 19:00～20:00 麻野弘子 090-3271-

0048
三味線 三味線クラブ 第１～４㈫ 10:00～11:30 土田富美代 956-6085

85 民舞 安来節愛好会 第２㈰ 18:00～21:00 柳生安弘 953-7882
86 民謡 若草民謡会 第 1・3 ㈰ 13:00～17:00 前野護 953-3101
87 篆刻 篆刻同好会 第 1 ㈭ 13:00～16:50 田中忠夫 954-5878
88

大正琴
大正琴サークル雅路 第 1・3 ㈫ 13:00～17:00 川見安子 958-2741

89 琴羽会 第１～４㈪ 13:00～17:00 南田淳子 953-0901
90 琴 箏曲雅会 第１～４㈮ 9:00 ～ 12:00 松井好子 921-1579
91

英会話
英会話サークル 第１～４㈪ 19:00～20:30 梅村知佐 938-2809

92 Kei's English Studio 第 1・3 ㈭ 10:00～11:30 島田順子 957-3046

93 韓国語 羽曳野韓国語会話
グループ 第 1・3 ㈭ 10:20～11:50 草開英二 957-0852

94 中国語 中国語サークル 第１～４㈭ 18:00～19:30 川島正枝 090-1443-
4186

95 鑑賞・
食育活動

南河内
こどもステーション 第 4 ㈰ 9:00 ～ 12:00 原一男 957-1114

市外局番
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○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 072-950-5501
☎ 072-952-2750
☎ 072-957-5553
☎ 072-937-2355
☎ 072-950-2002

●古市図書館  ☎ 072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 072-937-7210 ㈫㈭㈮13:30 ～ 16:30●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

市
内
図
書
館

読んでみませんか？

『朽ちゆく世界の廃墟』
自由国民社
　廃墟、それは時の忘れもの。
ウユニの「列車の墓場」、水
上の森のような難破船、ツタ
に覆われた中国の美しい廃村
など、世界に点在する50カ所を紹介します。

『知っておきたい日本の火山図鑑』
林　信太郎／監修・著
小峰書店
　日本には 110 もの活
火山があります。時には
噴火で被害をもたらし、
一方では人々に多くの恩
恵を与えてきた火山につ
いて、もっとよく知ってみませんか。

『服を 10 年買わないって
 　　　　　　決めてみました』
どい かや／著
白泉社
　絵本作家の著者
が、ある年の大みそ
かにふと思い立った

「10 年間服を買わな
い」生活。手作りや
リフォームで楽しく
乗り切った 10 年の記録です。

●ちびっこサロン
　～おはなし・手遊び・おりがみ など～
[ 日時 ] 5 月 10 日㈬ 10:30 ～
[ 場所 ] 森のゆうびん局（市役所敷地内）

●ストーリーテリング入門講座
[ 日時 ] ５月８日、15 日、22 日、
　　　　6 月 5 日㈪ 10:00 ～ 12:00
[ 場所 ] LIC はびきの 中会議室Ｂ
[ 講師 ] 羽曳野市文庫連絡会おはなしの森
[ 定員 ] 20 人（先着順）
[ 申込 ] 4月10日㈪10:00から
　　　　中央図書館にて受付（電話可）

●中央図書館、東部図書館、丹比図書館
　20 日㈯～ 24 日㈬、30 日㈫～ 31 日㈬
●陵南の森図書館、羽曳が丘図書館
　25 日㈭～ 31 日㈬
●ブックステーションはびきのコロセアム 30 日㈫

蔵書点検や資料の整理
などのため、こちらに
記載の日程で休館いた
します。
●古市図書館 31 日㈬

おはなし会（5 月）
東部図書館 10 日㈬ 10:30 ～

羽曳が丘図書館 13 日㈯ 15:00 ～
古市図書館 20 日㈯ 15:00 ～

中央図書館   7 日㈰、14日㈰、
21 日㈰ 13:30 ～

丹比図書館 27 日㈯ 10:30 ～

陵南の森
図書館

  7 日㈰、14 日㈰ 11:00 ～
20 日㈯ 15:00 ～
21 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

わたしたちは日
ひ び

々、なにかしらのル
ールにのっとって生

せいかつ

活を送
おく

っています。
自
じ

分
ぶん

が決
き

めた習
しゅう

慣
かん

、パートナー・家
か

族
ぞく

との約
やくそく

束ごと、学
がっこう

校や会
かいしゃ

社など組
そ

織
しき

の規
き

則
そく

、民
みんぽう

法、刑
けいほう

法などの法
ほうりつ

律、国
こっ

家
か

間
かん

の条
じょう

約
やく

など、わたしたちの日
にち

常
じょう

にお
けるあらゆる行

こうどう

動がなんらかのルール
によって制

せいげん

限、あるいは促
そくしん

進されてい
ます。
ときに息

いき

苦
ぐる

しさをも感
かん

じることもあ
りますが、ともあれ、ルールはより多

おお

くの人
ひと

が快
かいてき

適な生
せいかつ

活を送
おく

るために必
ひつよう

要
不
ふ

可
か

欠
けつ

なものといっていいでしょう。
では、ルールとはいったい何

なん

なので
しょう。かつての強

きょう

者
しゃ

が弱
じゃく

者
しゃ

を支
し

配
はい

す
るという社

しゃかい

会が、「人
にんげん

間はすべて平
びょう

等
どう

で
ある」との意

い

識
しき

の高
こうよう

揚とともに、ある
いはこれまで弱

じゃく

者
しゃ

の側
がわ

に置
お

かれていた

人
ひと

々
びと

の結
けっ

集
しゅう

と努
ど

力
りょく

により、自
みずか

らの命
いのち

、
財
ざいさん

産を守
まも

り、ひいてはそれぞれの立
たち

場
ば

にある人
ひと

を考
かんが

え、すべての人
ひと

が安
あんしん

心し
て暮

く

らすための「道
どう

具
ぐ

」として成
せい

熟
じゅく

し
てきたものであると考

かんが「

えられ、これら
は多

おお

くの国
こっ

家
か

において「法
ほうりつ

律」として
体
たい

系
けい

づけられています。
今
こんにち

日の日
に

本
ほん

においては、日
に

本
ほん

国
こく

憲
けんぽう

法
があらゆる法

ほうりつ

律の最
さい

上
じょう

位
い

に位
い ち

置づけら
れています。
憲
けんぽう

法は、明
めい

治
じ

維
い

新
しん

の流
なが

れの中
なか

で生
う

ま
れた大

だい

日
にっ

本
ぽん

帝
ていこく

国憲
けんぽう

法より、太
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平洋戦
せんそう

争
の惨

さん

禍
か

を機
き

に、平
へい

和
わ

への祈
き

念
ねん

のもと、
それまでとは形

かたち

を大
おお

きく変
か

え、日
に

本
ほん

国
こく

憲
けんぽう

法として今
いま

に受
う

け継
つ

がれています。
日
に

本
ほん

国
こく

憲
けんぽう

法はすべての国
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し「基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

」を保
ほ

障
しょう

しています。そして、
基
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本
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的
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人
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えられ、他
た

人
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的
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利
り

、とされています。
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時
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に、基
き

本
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人
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た
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保
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本
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国
こく
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方
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行
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政
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など、
11章

しょう
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にわたってこの国
くに

のあるべ
き姿

すがた

をつづっています。
現
げんざい

在の日
に

本
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の法
ほうりつ
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に

本
ほん
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こく

憲
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法の理
り

念
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を根
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底に組
く
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た

てられ、
社
しゃかい

会活
かつどう

動の基
き

礎
そ

となっています。
5月
がつ

3
みっか

日は憲
けんぽう

法記
き

念
ねん

日
び

です。この機
き

会
かい

にいちど、または改
あらた

めて憲
けんぽう

法に触
ふ

れ
てみて、その文

ぶん

章
しょう

や、憲
けんぽう

法にこめられ
た人

ひと

々
びと

の思
おも

いについて考
かんが

えてみてはい
かがでしょうか。

サラダボール

羽
は

曳
びき

野
の し

市人
じんけんけいはつすいしん

権啓発推進協
きょう

議
ぎ

会
かい

休館日のお知らせ（5月）
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LICウェルネスゾーン

■プログラム・スケジュール表　　  （　午前のプログラムは65歳以上の方対象、□午後のプログラムは40歳以上の方対象）

■プログラム紹介

月時 間 火 水 木 金

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

○新 ラララフィット〈膝強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

サーキットトレーニング
フリータイム

定員30名 12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

15：10～17：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～17：00

骨盤体操〈骨盤底筋〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

○新 ラララフィット〈腰強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

頭と体の若返り体操
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

メタボサーキット
（週2回コース） 定員15名

14：10～15：40

メタボサーキット
（週2回コース）
14：10～15：40

○新 ラララサーキット ライト
（週1回コース）定員15名

11：20～12：20

9：00

9：30

10：00

10：30

11：00

11：30

12：00

12：30

13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

15：30

16：00

16：30

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）
9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ヨガ
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

コンディショニングプログラム
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

ピラティス
（週1回コース） 定員20名 

12：35～13：35

ノッテヨガ
（週1回コース） 定員10名

 13：50～14：50
10 -1 10 -2

2 1 -21 3 4

5

11

16 16

16
サーキットトレーニング

フリータイム
14：00～17：00

16

1612 ○新リラックスストレッチ
（週1回コース） 定員15名 12：35～13：35

15

13

14

6 7 8 9

-1

２２017年 7月期（7月～9月）

受 講 生 募 集

笑顔で楽しく健康に！新プログラム登場！

　運動器に特化した新プログラムが登場！市民の健康づくり・介護予防のため、3つの
コンセプト「できる」「楽しむ」「つづく」をもとに、ミズノが独自に開発した“ラララ
サーキット”など多様なプログラムを展開しています。また、運動習慣を継続していた
だくため、受講修了後もフォローアップ事業の実施により修了者をサポートします。

＜問合せ＞
● LIＣウェルネスゾーン
　　　☎072-958-0711
●地域包括支援課
　　　☎072-947-3825（直通）

往信用（表） 返信用（表）返信用（裏） 往信用（裏）
●住所
●氏名
●フリガナ
●性別
●電話番号
●生年月日
●H29.7.1現在の年齢
●申込みたい
　プログラム番号
 （1～16から第2希望まで）

住
所

氏
名

（
申
込
む
方
の
）

注
意

返
信
は
が
き
の
裏
面
は

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
羽
曳
野
市

　
　
　
　軽
里
1-

1-

1

L
I
C
は
び
き
の
内

L
I
C
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン

583-0854 郵便番号52 52

10

[対象] 40歳以上の羽曳野市民の方。ただし、医師から運動制限を受けている
　　　 方およびご自身で来所できない方はご利用いただけません。
　　　　午前のプログラム→ 65歳以上（Ｈ29.7.1現在）の方
　　　□午後のプログラム→ 40歳以上（Ｈ29.7.1現在）の方
[申込期間 ] 5月１日㈪～5月22日㈪　※5月22日㈪消印有効
[申込方法 ] 往復はがきにてお申し込みください。[費用] 無料
　・お一人様一口のみ。多数の場合は抽選
　・消せるボールペンは使用不可
　・受講者の決定は、6月初旬にお知らせ
※抽選時の優先順位は次のとおり
①LICウェルネスゾーンを初めて利用する方
②受講履歴があり、新たに未受講のプログ
　ラムを希望する方
③受講履歴があり、再度同じプログラム
　を希望する方

3カ月で 1クール。3カ月ごとに募集。

□1 ラララサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□2□3□4 ラララサーキット □5□7 ラララフィット
　　　  ＜膝強化コース＞
　　　  ＜腰強化コース＞

□6 骨盤体操＜骨盤底筋＞ □8 頭と体の若返り体操 □9 ラララサーキットライト

□10 メタボサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□11 ヨガ □13 ノッテヨガ□12 ピラティス □14 コンディショニング
　　　　　　  プログラム

□15 リラックスストレッチ

□16 サーキットトレーニングフリータイム（定員 30 名）

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

膝
・
腰
周
り
を
強
く
し
た
い
方
に

お
す
す
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

老
化
と
共
に
低
下
し
や
す
い
骨
盤

底
筋
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

頭
で
考
え
な
が
ら
体
を
動
か
す
。

脳
と
身
体
の
両
方
に
、
同
時
に
刺

激
を
与
え
る
体
操
で
す
。

左
右
の
上
肢
・
下
肢
を
複
合
的
に

動
か
し
、
脳
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
、
ア
ロ
マ
の

香
り
等
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら

体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

二
の
腕
を
細
め
た
り
、
体
幹
や
脚

力
な
ど
を
強
化
す
る
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
系
の
道
具
を
使
い
、
姿

勢
を
保
ち
な
が
ら
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ

を
行
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
に
加
え

て
、
呼
吸
法
に
意
識
を
持
ち
、
心

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。

有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
組
み
合
わ
せ
。※

市
の
特
定

保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
方
優
先

本
来
あ
る
べ
き
骨
格
の
状
態
に
体

を
リ
セ
ッ
ト
し
、
し
な
や
か
で
強

い
体
を
つ
く
り
ま
す
。

マシンと足踏み等を組み合わせたトレーニング。フリータイム登録者および各プログラムの受講者が利用でき
ます。※利用前に初回講習会（要予約）の受講が必要です。

※

切
手
の
貼
り
忘
れ
に
ご
注
意
！

※

6
月
よ
り
料
金
変
更
の

　た
め
必
ず
10
円
切
手
を

　貼
付
。
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子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター

はびきの子育てネットをご利用ください。

子育て支援センター 
メール配信ＱＲコード

（子育て講座、教室の参加は羽曳野市民に
限らせていただきます）

子育て支援センターの詳しい情報、または
子育て講座や教室のお申し込みは

無 料

　妊娠・出産・育児期に何らかの支援が必要な家庭に、支援者が訪問するサー
ビスです。「育児不安がある」「育児ストレスが高い」「家事に困った」などで
支援を希望される方に対してその必要性を判断し、支援の内容、期間、方法
など具体的なサービスを決定したうえで訪問支援を開始します。詳しくは下記
までお問い合わせください。

こども課 ☎072-958-1111　（内線1221・1253）

養 育 支 援 訪 問 事 業

はびきのファミリー・サポート・センター
子育て支援センターふるいち内（☎・FAX 072-956-4943）

協力会員　募集中！
サポートしてくださる協力会員を募集しています。『朝や夜だけなら』『子育ての
経験をいかしたい』という方、あなたの時間をほんの少しだけ子育てのお手伝い
に貸していただけませんか？ 詳しくは、上記までお気軽にお問い合せください。

病後児保育病後児保育 　通園・通学中のお子さんが、病気の回復期に集
団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的
に保育します。

当日利用可能です。

ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり　☎ 072-937-0016 FAX 072-937-5716

㈪～㈮
9：00～17：00まで（電話可）

予約受付時間

通 常 保 育…8：00～18：00まで
（ただし、7：30～  8：00

18：00～19：00まで延長可能）
当 日 保 育…9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育…8：00～17：00

（当日利用および延長不可）
※ただし、保育園通園児童のみ

利用時間

＊送迎は、相談に応じます。　※ 詳しくはお問い合わせください。

30分：300円　延長利用負担金

利用負担金
0歳～学童　一人日額1，000円
ただし、非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子どもは半額

白鳥児童館白鳥児童館 お部屋でおもちゃで遊んだり、広場で砂場遊びもで
きます。午前中はちいさなお友達もゆっくり遊べま
すよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土　9：00～17：00　翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

○あそびの広場 5月1日㈪　10：00～11：30
「みんなでつくろう！こいのぼり」

当日自由参加

○よっといで3才児 5月29日㈪　10：00～11：30
【対　象】　3歳以上の子どもとその保護者

（平成25年4月2日～平成26年5月31日生まれ）

当日自由参加

●おひさま広場● 当日自由参加
～年齢別新事業～　同じ年齢ならではの広場に遊びに来ませんか。
ひつじさん（2歳児）　5月8日㈪　10:00～11:30

（平成26年4月2日～平成27年4月1日生まれのお友だち）
ぺんぎんさん（1歳児）　5月18日㈭　10:00～11:30

（平成27年4月2日～平成28年4月1日生まれのお友だち）
ももんちゃん（0歳児）　5月はお休みです。

（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれのお友だち）

○おはなしの広場 5月15日㈪　11：00～11：30 当日自由参加

センター開放時間　10：00～11：30（土日祝日を除く）
※子育て支援センターむかいのは、青少年児童センター（向野3-1-33）
2階でみんなの広場・サークル支援などを行っています。
（連絡先　☎ 090-8880-0058 / FAX 072-953-6361）。青少年児童
センターへのお問い合せはご遠慮ください。

○みんなの広場　㈪㈬㈭　就学前の子どもとその保護者
5月8日㈪18日㈭29日㈪は年齢別広場です。
◎5月生まれのお誕生会　5月31日㈬
◎㈭のみ午後開放･･･15：00～16：15

＊すこやか広場　対象：乳児から就学前までのお子さま
5月のすこやか広場は、悲田院内で予定しています。
詳しくは、ほのぼのたより5月号をご覧ください。

＊子育てサロン　場所　研徳田ホール（悲田院内）
5月11日㈭　10：30～11：30　対象：3、4カ月～１歳前後のお子さま
5月18日㈭　10：30～11：30　対象：1歳前後～1歳半のお子さま

室内遊び（ふれあい遊び）
11：30～12：00は、ホールを開放。サロン後自由にお使いください。

＊1歳親子教室　対象：平成27年4月～平成28年3月生まれのお子さま
5月22日㈪　10：30～11：30
年齢にあった遊びをお子さまと一緒に体験できます。

＊2～3歳親子教室　対象：平成25年4月～平成27年3月生まれのお子さま
5月25日㈭　10：30～11：30
年齢にあった遊びをお子さまと一緒に体験できます。

保育園改築工事のため、駐車スペースが限られています。
なるべく公共の交通機関を使ってご来園ください。

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

○みんなの広場 ㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者

○わんぱく広場 　㈭　　隔週で年齢別（1歳児・2歳児）となります。
（※詳しい日程、対象児についてはセンターニュース『てとてと』または

はびきの子育てネットをご覧ください）
○3歳児教室 5月12日㈮　しゃぼん玉あそび 対象児のみ自由参加
○2歳児教室 5月18日㈭　さかなつりごっこ 対象児のみ自由参加
○ピアノをたのしもう 5月19日㈮ 当日自由参加

○双子の広場 5月26日㈮　双子ちゃん、三つ子ちゃん
　　　　　　遊びに来てね！ 多胎児のみ自由参加

○おはなしの広場 5月22日㈪　5月生まれのお誕生会もします。 当日自由参加

センター開放時間 広　　場　10：00～11：30㈪～㈮（㈯㈰㈷を除く） 
保育室開放　14：00～16：00㈬～㈮（㈷を除く）

※駐車スペースはありません

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

○よちよち広場 　㈬　　0歳から1歳半未満の子どもとその保護者

羽曳野市こども家庭サポーターの会が
市役所別館2階プレイルームで
毎月1回、第２㈭におこなっています。

こども家庭サポーター電話相談

こども課

　　受付時間は月曜から金曜の9：00から17：30です。（祝日と12月29日～1月3日を除く）

☎ 072-947-3837 まで

相 談 日
受 付 時 間

5月11日㈭
15：00
～17：00

6月8日㈭
15：00
～17：00

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

こどものこと、家庭のこと、

１人でいろいろ考えてしまうあなた

いちど、お電話ください

話すことで心が軽くなるかも

あなたの悩みをいっしょに分かち合います

こどものこと、家庭のこと、

１人でいろいろ考えてしまうあなた

いちど、お電話ください

話すことで心が軽くなるかも

あなたの悩みをいっしょに分かち合います

電話番号はおまちがいなく

(直接相談においでいただいても結構です。)
☎ 072-957-6000

【対　象】　平成29年1月生まれ～3月生まれの子どもとその保護者
10組　※羽曳野市民限定

【申　込】　5月8日㈪～12日㈮ 
はびきの子育てネット ・窓口・電話(090-8880-0058)にてお申し込みください。
※応募多数の場合は抽選。※支援センターふるいちでのこもも教室は6月に予定しています。

こもも教室　募集

子育て支援センターむかいの ☎ 090-8880-0058

「ベビーマッサージ教室」と「赤ちゃんの育ち」の
２回セットの教室です。

無 料
講　師テーマ日　時

6月2日㈮
10:00～11:30 赤ちゃんの育ち 市保健センター保健師

5月26日㈮
10:00～11:30

ベビーマッサージ
（育児相談）

松永 幸枝 氏
（助産師）

♥ 「ママカフェ」参加募集 ♥♥ 「ママカフェ」参加募集 ♥
カフェにいるようにゆったりとした雰囲気の中で、自分らしく子育てするための
秘訣をみつけてみませんか？　3回セットの12組限定の親子教室です。
対象 平成28年7月生まれ～平成29年1月生まれの子どもとその保護者（4カ月～10カ月）

場所 子育て支援センターふるいち
講師 古山 美穂 氏　（大阪府立大学講師　助産師）

テーマ おしゃべりするテーマは、みなさんでカフェの中で作りあげていきます。
育児についてはもちろん、その他のことでも何でもOK。

申込
はびきの子育てネット または ☎072-958-3308（子育て支援センターふるいち）
にてお申し込みください。
※応募多数の場合は抽選。※申し込みは、羽曳野市民で、3回全て参加可能の方。※参加費無料。

申込
期間

5月8日㈪ ～ 12日㈮
※子育てネット「ママカフェ」のトピックスは5月8日より配信。

日程 5月22日・29日㈪　6月5日㈪ 　時間  13：30～15：30
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●こどもステーション 5月の予定 ～乳幼児から高齢者までが集う場～

詳細はお問い合わせください。 

ママの
おしゃべりサロン26日㈮ 10：30～12：00 参加費：無料　子育てや家族のことなど一緒に考え

ましょう。どなたでもどうぞ。

11日㈭ ひとりで悩まないで
相談室

費用1人１時間まで3,000円 （会員半額）
※初回無料10：30～12：00

事 前 予 約

おやおやくらぶ 10：45～11：30㈮
12・19日

12日おやつをつくろう　19日つくってあそぼう
ほっとタイム㈪～㈮10:00～16:00　参加費無料(弁当持参可)

図工くらぶ 13：30～15：006・20日㈯ 会費：月2回　1人2,500円　（教材費別途）　
対象：幼児～大人　どなたでも　（体験有）

英語であそぼう 14：00～15：0027日㈯ 英語のうたや絵本、ゲームから身近に英語にふれよう！

2・16・30日自力整体
　(自分の力で介護不要の身体を作りましょう)
15日手編み講座　18日はがき絵講座
参加費：1,000円(要会員登録、材料費別途)（体験有）

大人の講座 15：00～16：30
14：00～16：00

2・16・30日㈫
15日㈪
18日㈭

こどもたちの居場所（保険・食事代200円、要予約）小・中学生対象
学習支援とこども食堂・夕食の準備から片付けまで。

こどもの
ふれあい広場 17：00～20：00㈮

12・19・26日

「いちご狩り(予定)」
参加費：大人800円　3歳～小学生 600円農業体験 10：00～13：007日㈰ れんげ農場

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）　☎・ＦＡＸ 072-957-1114（FAXでの申込可）

11：00～16：00手づくりマーケット25日㈭
26日㈮

無農薬野菜、手づくりパンやクッキー、お惣菜、手づ
くり品などを販売しています。

さんすう
科学くらぶ

11：00～12：00
（午後の場合もあり）

「不思議、発見、おもしろ～い」がモットー！検定も行います。
費用：月3，000円（教材費別途） 対象：幼児～（体験有）　

㈯
6・20・27日

kiMaMaカフェ
㈪～㈮

（火曜定休）
11：30～13：30

親子連れから高齢者までみんなでランチしながら
おしゃべりしましょう。ランチの後はミュージックス
テーション！歌おう会もご一緒に。（第1㈬、第4㈮）
デザート・飲み物付き(要予約)

10：00～16：00一時保育
（乳幼児、学童）㈪～㈮

乳幼児：500円/h～　学童：300円/h～
※前日までにご予約ください。要登録
㈯㈰、㈷・時間外保育、送迎はご相談承ります。
きょうだい割引有り。

こども
ステーション

● あいあいルーム ● つどいの広場　カンナつどいの広場　5月

開放日　㈪㈬㈮（㈷休み）
　10：00～12：00

　　　　　　　　　　　　14：00～16：00

ＮＰＯ法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲 5-422-22　☎・ＦＡＸ 072-939-1625

10：30～11：30　参加自由　無料
12日㈮
19日㈮
26日㈮

母の日制作
ポップコーンを作って食べよう
布バッグに絵を書こう

◎子育て何でも相談　㈪～㈮　10：00～16：00（電話可）
　子育てに関する悩みや不安、何でも気軽に相談してください。
◎就労相談　子育て中での再就職を考えている保護者の方へ
　専門員の相談が受けられます。　毎月第2㈫　10：00～12：00
NPO法人サポートネットワークぬくもり　あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎ 072-937-0016  FAX 072-937-5716

あそびにおいでよ！（開放日） ㈫㈬㈮ 10：00～16：00
自由に遊びに来てください。

♥毎火曜日は、ママたちのおしゃべりタイム♥
10：00～12：00まで、スタッフが入って遊びます。

高 鷲 北
高 鷲
高 鷲 南

古 市 南
古 市

西 浦
駒 ヶ 谷

羽曳が丘
西 浦 東

丹 比
埴 生 南
埴 生
恵我之荘

白 鳥

幼稚園名

た ん ぽ ぽくら ぶ
う さ ぎ 組
げんきっきくらぶ
う さ ぎ 教 室
ぴ よ ぴ よ くら ぶ
ひ よ こ 組 教 室
チューリップ教室
なかよしランド ひよこ組
か ん が る ー 組
に こ に こくら ぶ
あ ひ る 教 室
わ く わ く 体 験
た ん ぽ ぽ 広 場
う さ ぎ 組
未就園児教室名

938-5577
955-0730
955-1624
938-0017
955-1062
957-0212
954-0230
958-2601
958-7201
957-7200
958-3538
958-8776
958-7616
958-3359

電話（市外局番072） あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）

「お外で遊ぼう！」

「幼稚園のお友だちと一緒に遊ぼう」
「幼稚園に遊びに来てね！」
「ようちえんへようこそ！」　
「はじめまして　幼稚園って楽しいよ！」

「みんな　ともだち」
「はじめまして　ようちえん」

「一緒に遊ぼう！」

「一緒に遊ぼう！」
  5月30日㈫
  5月18日㈭

  5月16日㈫
  5月18日㈭

  5月24日㈬

「一緒に遊ぼう！」
  5月12日㈮ 9：30～10：30

「幼稚園で一緒にあそぼう！」  5月11日㈭ 9：30～10：30

9：30～10：30
「戸外で元気いっぱい遊ぼう」  5月24日㈬ 9：30～10：30
「はじめまして　幼稚園に遊びに来てね」  5月12日㈮ 10：00～11：00

  5月12日㈮ 10：00～11：00

10：00～11：00

  5月11日㈭ 13：30～14：30
  5月15日㈪ 13：30～14：30 「砂遊びをしよう」    6月2日㈮ 13：30～14：30

「おともだち　いっぱい」  5月15日㈪ 10：00～11：00

9：30～10：30
9：30～10：30

  5月18日㈭ 10：00～11：00

10：00～11：00

○園庭開放、その他園の行事に参加される場合、お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。
○健康相談（保育園の看護師による）を希望の方は、事前に保育園へご連絡ください。

保育園名 電話（市外局番072） 園庭開放 楽しい親子教室育児相談

坂 門 ヶ 原 956-6246 13日㈯ 雨天中止 月～金開園中常時（要予約）
陽  気 954-9630 月～金13:00～15：00（要予約）

高 鷲 953-3883 10：00～11：30毎週㈪㈫㈭ 開園中常時 16日㈫10:00～11:30　からだをつかってあそぼう(プレイロック)

誉  田 958-2525 第2・4㈯ 10：00～11：30 ※園庭開放について
園庭開放と同時に室内(ホール)開放も行います。(雨天可)

郡  戸 938-5280 第2㈫ 10：00～11：00

は び き の 958-3328 19日㈮　新聞紙あそび
島  泉 953-4624 11日㈭10:00～ 子育てサロン「ようこそサロンへ」
軽  里 958-3338
下  開 958-3318

四天王寺悲田院 956-2985 毎週㈫㈮（5日を除く）10：00～11：30 第2㈫リズム・第4㈫お絵かき（園庭開放時）

ベビーハウス社協 930-0240 ベビっこひろば10日㈬　11：00～12：00

毎週㈫㈭ 15：15～16：45高屋保育学園
（認定こども園） 957-1234

18日㈭10:30～11:00　親子リズムdeあそぼう
（1～5歳児の親子）予約不要（先着20組まで）
※園開放も同時開催 10:00～11:30
31日㈬11:30～12:15　移動動物園（要予約）
1～5歳児の親子※雨天順延（日程は未定）

毎週㈪～㈮
10：00～11：00
（健康相談含む）

開園中常時

㈪～㈮開園中常時
（要予約）

向 野 953-2071

あ お ぞ ら 950-1105 25日㈭
雨天時は室内を開放します

10：00～11：00

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

●着替え・タオル・水筒をお持ちください。　●雨天時はどの園も室内で行います。　●うわぐつをお持ちください。

幼
稚
園
の
子
育
て
支
援

内　　　　　　容時　間開催日
10：30～

11：309日㈫ えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、
お誕生日会（5月生まれ）、工作をします。

10：30～
11：3023日㈫ えほん・あらかると

絵本の読み聞かせとリズム遊びをします。

お子さんと幼稚園に
お越しください。

一緒にあそびましょう！

● くるみ ～＊手をつなぐ子育て＊～

子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1
☎ 072-957-3282　http://kosodate-kurumi.com 

※12：00から園児は、昼寝になります。12:00～14:00は、静かに
休息の時間としてお使いください。

園庭開放：㈫㈬㈭　10：00～16：00

費　用内　容時　間事業名開催日

17日
㈬

要予約
大人600円

子ども400円
給食体験 11：30～

12：00
限定3組。親子でくるみの食事を食べ
てもらいます。野菜たっぷりで和食中
心の薄味の食事をたべてみませんか。

18日
㈭

要予約
離乳食付

子ども400円

赤ちゃん
あそぼう

＆給食体験
9：30～
11：00

赤ちゃんの生活は一部分をとりだして、
見ていくことは出来ません。睡眠、遊びな
どについて気軽に相談してみませんか？

10：00～
11：00 無料

2歳の誕生日を過ぎた子を対
象にしたリズムあそび。（動き
やすい服装で時間厳守でお
こしください）

リズム
遊びの会

20日
㈯

9：30～
14：00

くるみの生活（遊び、リズム、食
事）を体験した後、午後より懇談

（12：30～14：00）を行います。

要予約
大人900円

子ども600円
体験保育
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市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

      ☎072-956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

康
家族そろって食事をしましょう

毎月 19 日は食育の日！

乳がん・子宮がん
※平成 29 年度分より乳がん子宮がん検

診の対象者は和暦 ( 元号 ) から西暦に
変更しています。

5 月
18 日㈭　コロセアム

29 日㈪　保健センター☆

6 月 11日㈰　市役所別館◎

※乳がんは受診時満40 歳以上、
子宮がんは受診時満20 歳以上
の西暦偶数年生まれの方が対象
です。（今年度に限り1989 年以
降の西暦奇数年生まれも対象で
す。）対象の方には3 月上旬に受
診券（オレンジ色のはがき）を発
送しました。対象の方で手元に
届いていない方は保健センター
までお問い合わせください。

※定員になりしだい、締め切ります。

胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料で受けられます。
乳がん検診のみ自己負担金 1,000 円がかかります。
生活保護受給者は無料（生活保護受給証明書が検診当日必要です。）

胃がん・肺がん・大腸がん
（40 歳以上の市民）

5 月

  1 日㈪　保健センター

11 日㈭　陵南の森

14日㈰　市役所別館◎

25 日㈭　保健センター

6 月

  2 日㈮　コロセアム

  9 日㈮　MOMO プラザ

23 日㈮　保健センター

27 日㈫　保健センター

29 日㈭　保健センター

◎は働く世代・学生を優先
☆は午後から一時保育(未就学児)

あり。予約時に申し出てください。

＜集団検診＞　平成29年度分
平成 29 年 5 月～ 6 月分を受け付けしています。
★検診方法の詳しい内容は健康だより・ウェブサイトをご覧ください。

◆定期健康相談・栄養相談 5 月 10 日㈬ 午前中 ※要予約

あなたとあなたの家族のために
受けましょう、がん検診。

「知る」は「治る」の
第一歩

集団検診 ( 健診 )・各種教室は健康増進課 ( 保健センター ) まで、 電話もしくは来所にてお申し込みください。
定員になりしだい締め切ります。（※個別検診は各医療機関へ直接申し込み）対象者は各種がん検診・歯科健診とも年度内に 1 人
1 回となります。☎ 072-956-1000（※ FAX での申し込みはできません）

～ 骨と歯を大事にしていますか？～
骨密度測定と歯科健診が同時に受けることができます！
歯周病は自覚症状がないので、発見したときにはかなり重度になってい
ることがあります。ぜひ健診を受けましょう。

A 骨
こつ

コツ・歯
は

ピカ健診
[ 対象者 ] 昭和 56・51・46・41・36・31年生まれの方限定

B 骨・歯セット教室 
[ 対象者 ] 65 歳以上の方（はがきが届いてなくても可）
A・B ともに、会場は保健センターです。事前予約が必要です。
※昭和 56・51・46・41・36・31・26・21 年生まれの方は指定医療

機関でも成人歯科健診を受けることができます。
※指定医療機関は受診券をご確認ください。

検診費用助成事業を
活用しましょう!

医療機関で下記の検査および検診を保険診療外で受けられる方へ費
用を助成します。助成を希望される方は必ず事前申請が必要です。
期間内に羽曳野市健康増進課までお越しください。
＜受診及び申請期間＞平成 30 年 3 月 31 日まで
＜助成回数＞申請期間中（2 年）に 1 回（各検査および検診項目ごと）
＜対象者＞　①受診時年齢 50 歳以上
　　　　　　②受診時に羽曳野市に住民登録を有する方
※前回（平成 26 年 4 月 1日～平成 28 年 3 月 31日）に助成を受けた方も対象。

＜除外対象者＞
① 各検診部位の病気などで治療中または経過観察中で保険診

療が適応となる方　
② 各検診部位に症状がある方
③ 他の制度で検診費用の助成を受けた方（各医療保険者が実

施する人間ドックなど）　 
④ 妊娠中および妊娠の可能性がある方

検査および検診項目 助成額 保険診療外料金※（目安）
胃内視鏡検査（胃カメラ） 10,000 円 約 30,000 円
脳 MRI 検査または脳 MRA 検査 10,000 円 約 30,000 円
PSA 検査（前立腺がん検査） 1,000 円 約 3,000 ～ 5,000 円
ピロリ菌検査または ABC 検診 1,000 円 約 3,000 ～ 5,000 円
乳がん検査（マンモグラフィ） 3,000 円 約 10,000 円
乳がん検査（エコー） 1,000 円 約 3,000 ～ 4,000 円
※医療機関によって料金は異なります。（表は目安）
　助成額との差額は自己負担になります。

羽曳野市民で
50歳以上の方へ

保険診療で受けられた場合は対象外となります。

日程 5 月 19 日㈮ 6 月 15 日㈭

日程 5 月 15 日㈪ 6 月 2 日㈮

はびきの健康マイレージ 
　～健診を受けて

健康とお得をゲットしよう !! ～
対　　象：40 歳以上の羽曳野市民
応募条件：平成 29 年 1 月～ 12 月の間に

特定健診 ＋
胃・肺・大腸がん検診
乳・子宮がん検診
成人歯科健診などのうち 1 つ

計 2 つの健診（検診）
を受けると応募でき
ます！

受診後必要事項を応募用紙（チラシの裏もしくは市ウェブサイトからダウンロード）に
記入の上、健康増進課（保健センター）まで郵送もしくはご持参ください。
応募期間：第 1 回締め切り　平成 29年 8月 31日㈭ 当日消印有効
商　　品：①運動施設利用チケット 1,000 円相当分
　　　　　②市の特産品 1,000 円相当分
　　　　　③クオカード 500 円分 のいずれか 1 種類
※応募者多数の場合は抽選の上、商品発送をもって発表にかえさせていただきます。
※健診（検診）の受診日・場所の記入がないものは無効です。ご注意ください。
　また、平成 28 年度分に当選された方も応募可。

第 1 回
締め切りは 8月31日

抽選で
1500名様に
当たる！！

※締め切りは
　3 回あります。

5/31㈰～6/6㈯は禁煙週間です。
たばこバイバイ！「健康」倍倍！
本人は吸わないのに、たばこの煙を吸わさ
れる受動喫煙でも、健康への悪影響を受け
ます。特に、喫煙者と生活を共にする家族
は影響を受けやすいため、喫煙する人の配
慮が必要です。禁煙は愛です。

5月31日は
世界禁煙デー

今年もやります !!申し込みは6月７日㈬から
詳しくは広報 6 月号・市ウェブサイト・チラシなどをご覧ください。

● 元気いっぱい親子 DE 健康づくり
（1 日コース）　……… 7 月 24 日㈪、7 月 30 日㈰
（2 日間コース）……… 8 月 23 日・24 日㈬・㈭

● 親子クッキング   …… 8 月 3 日㈭・8 月 4 日㈮

● キッズクッキング   … 8 月 2 日㈬・8 月 7 日㈪
● チョイス DE あなたにあった健康スタイル　
　 キラリ★わたしの美活（１日コース）

もあります。お楽しみに！



19−はびきの　2017.5.1−

＜

無
料

＞

ＨＩＶ即日検査 ［抗体検査］ 毎週水曜日
[ 匿名可・予約不要 ]   9:30 ～ 10:30

＊夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）なんばで実施しています。
　詳しくは保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査　　 第 2、4 水曜日
＜予約制＞ 13:30 ～ 14:30

風しん抗体検査　　　　

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

＜予約制＞
（こころの病気、アルコール依存症など）

医療機関に関する相談 毎週月～金曜日   9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

＜

有
料

＞

水質検査
（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水） 予

約
制

依頼の際は、お問い合わせください。
5/1 ㈪、5/2 ㈫の受け付けはありません。

室内空気検査
（ホルムアルデヒド・VOC）

依頼の際は、お問い合わせください。

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週㈪～㈬
5/1 ㈪、5/2 ㈫の受け付け
はありません。

 9:30～12:00

寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査

 

予
約
制

毎週㈪～㈭
5/1㈪、5/2㈫の受け
付けはありません。

 9:30～12:00

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 072-955-4181
http://www.pref.osaka.lg.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 072-952-6165　　　※いずれも土、日、祝日は除く

◆マタニティスクール◆　（定員20人）
[ 日時 ]　＜あじさいコース＞ 　　（会場：保健センター、要予約）

1 回目 6 月 19 日㈪
10:30 ～ 15:00

マタニティクッキング
歯科健診（ランチ付き）

2 回目 7 月 13 日㈭
13:00 ～ 15:30

助産師に聞く
お産のための心とからだの準備

3 回目 7 月 22 日㈯
　９:30 ～ 12:00

沐浴体験
パパの妊婦体験

4 回目 7 月 27 日㈭
13:00 ～ 15:30

赤ちゃんの育て方
先輩ママとの交流

※平成 29 年 9、10 月出産予定の方を優先します。
※全４回の参加が難しい場合は、第3回のみの参加が若干名可能。

◆離乳食講習会◆　（保育あり・先着15人）　※要予約
[ 日　時 ] 5 月 18 日㈭・6 月 29 日㈭のいずれか 1 日

13:00 ～ 15:30
[ 対　象 ] 4 カ月児健康診査受診後から 10 カ月までの乳児の

保護者 ( 講習会の対象となるお子様のみ保育対象 )
[ 受講費 ] 無料
[ 会　場 ] 保健センター　3 階栄養指導室

◆ことばの相談◆　※要予約
こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受け
します。

◆健康診査◆（会場：保健センター）
　対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。

種　類 日　程 対　象　児

４カ月児健康診査
（金曜日 実施）

5 月 12 日 平成 29 年1月1日～15日生まれ

5 月 26 日 平成 29 年1月16日～31日生まれ

6 月 16 日、30 日 平成 29 年 2 月生まれ

１歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

5 月 23 日、24 日 平成 27 年 10 月生まれ

6 月 20 日、21 日 平成 27 年 11 月生まれ

２歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

5 月 16 日、17 日 平成 26 年 11 月生まれ

6 月 13 日、14 日 平成 26 年 12 月生まれ

３歳６カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

5 月 9 日、10 日 平成 25 年 11 月生まれ

6 月 6 日、7 日 平成 25 年 12 月生まれ

◆予防接種◆（接種には母子健康手帳と予診票が必要）
＜集団接種＞（ＢＣＧ・会場：保健センター）

※ BCG 接種は４カ月児健康診査と同日です
４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を
接種していないお子さんは、健康増進課

（保健センター）に電話予約の上、受付時間
(13:25) にお越しください。

＜個別接種＞（各医療機関に直接電話で予約）
詳細は「平成 29 年度健康だより」、
市ウェブサイトをご覧ください。

乳児一般健康診査の還付のお知らせ
平成 29 年 4 月 1 日以降に大阪府以外の医療機関で乳児一
般健康診査を受診した方に、費用の一部を還付いたします。
申請には、乳児一般健康診査助成申請書、領収書、未使用
の乳児一般健康診査受診券、母子手帳、印鑑が必要となり
ます。詳しくは保健センターまでお問い合わせください。

━ 大阪府風しん予防対策 ━
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
出生時の先天性風疹症候群の発症を防止するため、予防
接種費用を助成します。接種には風しん抗体検査が必要
で、風しんワクチンまたは麻しん風しん混合（ＭＲ）ワ
クチンの接種ができます。

●実施期間
4 月 1 日㈯～平成 30 年 3 月 31 日㈯まで

●対象者
市民で、風しん抗体検査 ( ※ ) の結果、予防接種が必
要な次の❶～❸のいずれかに該当する人

❶妊娠を希望する女性
❷妊娠を希望する女性の配偶者
❸妊娠している女性の配偶者

●費用
自己負担額　1,000 円
( 生活保護受給者は免除（「生活保護受給証明書」が必要。）

●実施医療機関
羽曳野市内の実施医療機関（市ウェブサイトまたは健
康増進課までお問い合わせください。）

●接種方法
実施医療機関に予約し、接種してください。接種の際は、
年齢・住所が確認できるもの（健康保険証・運転免許
証など）と風しん抗体検査の結果を医療機関に提示し
てください。

（対象者❸は母子健康手帳を持参してください。）

※【大阪府風しん抗体検査について】
上記❶～❸の該当者には、大阪府下の保健所にて
無料で風しん抗体検査を実施します。詳細は大阪
府保健所までお問い合わせください。

嘱託員募集
職　　種：❶保健師　❷発達相談員
雇用人数：各 1 名
雇用期間：❶平成 29 年 6 月 1 日～
　　　　　　平成 30 年 3 月 31 日（要相談）
　　　　　❷平成 29 年 8 月 1 日～
　　　　　　平成 30 年 3 月 31 日
勤務場所：保健センター
募集期間：平成 29 年 5 月 8 日～ 5 月 12 日
問 合 せ：健康増進課　☎ 072-956-1000
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ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ・・・・・  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・ 街かどから

小さな灯火運動
　3 月 17 日㈮、『大阪ガス小さな灯運動』南部支部の杉本 
浩一 副支配人が市役所を訪問され、空気清浄機 2 台を寄贈
されました。空気清浄機は、“誉田保育園” と “悲田院保育園”
にお届けいたしました。

中学生人権作文コンテスト表彰
　「第 64 回中学生人権作文コンテスト」（大阪法務局、大阪
府人権擁護委員連合会による実施）において、府内応募総数
26,791 編、うち羽曳野市からは 1,023 編の応募があり、
大 北 琴 美 さ ん

（河原城中学校
3 年 ※ 受 賞 時
2 年）が富田林
協議会長賞を受
賞されました。

JA 大阪南農協より食農教育教材を寄贈
　今年も JA 大阪南農協より、小学校高学年向けの教材「農
業とわたしたちのくらし」が市内小学校へ寄贈されました。
この活動は、「JA バンク食
農教育応援事業」の一環と
して行われており、子ども
たちに「食」を支える根本
である「農業」への知識を
深めてもらいたいと、イラ
ストや写真などでわかりや
すく作られています。

「いきいき育つ・わくわく暮らす」
　3 月 19 日㈰、エコプラザはにふにて、「はびきの市民活
動フェスタ 2017」（はびきの市民活動交流会主催）が開催
され、多くの市民活動団体が日頃の活動内容などをステー
ジで発表しました。模擬店を始め、子どもの広場、ワーク
ショップ、バザー、エコブー
スなど、子どもから大人ま
で多くの参加者でにぎわい
ま し た。（3 月 11 日、12
日の両日は、LIC はびきの
で活動内容を紹介したパネ
ル展も開催しました。）

救急協力の功績に感謝状
　2 月 26 日㈰、藤井寺市の路上で男性が心肺停止状態で
倒れていたところを、通りがかっ
た羽曳野市在住の市川愛さんらが
胸骨圧迫（心臓マッサージ）と
AED の使用により、心肺蘇生を行
い、幸い男性は一命をとりとめま
した。市川さんらの迅速的確な救
命処置と、尊い生命を救った功績
に対し、柏原羽曳野藤井寺消防組
合より感謝状が贈呈されました。

「人権の花」運動実施校に感謝状の贈呈
　人権啓発活動堺・南大阪地域ネットワーク協議会主催の

「人権の花」運動において、平成 28 年度実施校の古市小学
校と埴生南小学校に感謝状と記念品が贈呈されました。「人
権の花」運動とは、児童らがチューリップの球根を育て開
花させる過程で、生命の尊さを感じ、豊かな人権感覚を身
に付けてもらうことを目的として行われています。

古墳をかたどり、彩る
　関西電力羽曳野事業所の正面玄関前の花壇が、古墳型にリ
ニューアルされ、3 月 21 日㈫、花壇奥に設置された横断幕
とともにお披露目されました。同事業所は「もずふる応援隊」
隊員でもあり、百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録に向け、
各種イベントなどへ参加、ご協力いただいています。

平成 28 年度大阪府こども会ドッヂビー大会
　3 月 12 日㈰、同大会（大阪府こども会主催）がはびきの
コロセアムで開催
されました。府内
12 チームが出場
し、激戦の末、南
河内ブロック代表

（羽曳野・松原混合）
が入賞しました。

高崎教育長 内本常務理事

古市小 埴生南小

誉田保育園大阪ガス様より寄贈 悲田院保育園
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こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当までお問い合わせください。
☎ 072-958-1111（内線 3333・3340）　メール kouhou@city.habikino.lg.jp

ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ・・・・・  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・ 街かどから

羽曳野自慢のワイナリーをめぐる
　3 月 29 日㈬、大阪市内のホテルコンシェルジュなど 17
人の方々が、羽曳野市のワイナリー 3 社を訪れました。大
阪でワインが作られていることは “大阪人” の間でも最近
になって知名度が上がってきた、というところです。そこ
で国内外の来阪観光客に、より「大阪」を楽しんでもらう
ため、まずは観光案内の最前線となる方々に、隠れた大阪
の魅力を知ってもらうという、大阪観光局によって実施さ
れた今回のモニターツアー。参加者のみなさんは、各社自
慢のワインのほか、山の斜面を埋め尽くすぶどう畑の景色
や、竹内街道の散策なども楽しまれました。

桜と軽トラ市 in 通法寺跡
　4 月 9 日㈰、通法寺跡で今年度最初の軽トラ市が開催さ
れました。地元による源氏鍋のふるまいを始め、歌や太鼓、
マジックなどのステージイベントなど、桜舞う景色ととも
に、約 800 人の来場者の方に楽しんでいただけました。

古市古墳群を訪ね、歩く
　3 月 18 日㈯、約 200 人が古墳群をめぐり、学芸員の説
明を聞きながら清掃活動を行いました。途中、マルチコプター
で撮影した上空からのライブ上映
では参加者の歓声が上がりまし
た。また、誉田八幡宮では中宮司
の案内で市指定文化財である放生
橋から応神陵古墳を望みました。

緑の少年団 ～「ありがとう」と「はじめまして」～
　緑の少年団の卒団・退団（3
月 19 日㈰）および入団（４月
２日㈰）の式典が、それぞれ
市役所で開催されました。卒
団・退団の式典では、４月か
ら高校生となった卒団生４人が「卒団生のことば」を述べ、
退団生を含む 38 人と、記念品の贈
呈やお別れ会などを行いました。そ
して迎えた入団式では、6 人の新入団
生が元気いっぱい入場行進。この日参
加した 16 人の団員と一緒に、活動発
表の練習やミニトマトの植え込みを行
い、石川桜堤を散策するなど、充実し
たひとときを過ごしました。

▲清掃活動をしながら歩く参加者を上空から撮影

こ
ん
に
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あ
か
ち
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ん
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平成 年 月 日 生まれ26 5

元気いっぱい、幸せいっぱいで、
　　　　　　　  すくすく育ってね♥

元気にたくましく、
　 そして思いやりのある子に育ってね！ 弟が産まれ姉と２人  優しく、温かい心をいつまでも☆

20

和太鼓 団鼓
おやじバンド パニックス

桜餅とお茶席

道のりもお楽しみの一つ

少し緊張？6人の新入団生

任期を終えた4人の卒団生



22 −はびきの　2017.5.1−

　「羽曳野市総合防災マップ」は地震や風水害、
避難に関する情報や災害時の備えに役立つよう

まとめています。

　お求めの方は
災害対策課まで
お問い合わせく
ださい。

※市ウェブサイト
でも閲覧、ダウン
ロードできます。

災害対策課

　☎ 072-958-1111
（内線2714）

総合防災マップ
が新しくなりました

教えて消費生活Q＆A
二重瞼にする整形手術を行った。術後腫れ
が引くと、希望通りの仕上がりになってい
ないことが分かった。クリニックに全額返
金を求める事はできるか。

Q

近年プチ整形やアンチエイジングの美容整
形手術を行う方が増えていますが、国民生
活センターや各地の消費生活センターには
数多くの苦情相談が寄せられています。手
術の結果に不満があっても、手術自体は
行っているので、返金に応じて貰うことは
困難です。
次のことに注意しましょう。

❶ 料金やリスクの説明を医師から充分受
けること

❷ 複数のクリニックを比較すること

A

毎週㈪㈬㈭㈮　10：00～12：00
　　　　　　　13：00～15：30（相談受付）

まずは電話でお問い合わせください。
消費生活センター　☎ 072-947-3715（直通）

-消費生活相談-

～美容整形のトラブル～

夏の「エコオフィス運動」

市役所では、5月1日～10月31日の期間、省
エネルギーの推進を通じて地球温暖化防止を図
るため、「節電」「省エネ」に取り組んでいます。

実施内容
● クールビズ（軽装奨励）
● 冷房設定 28℃
● 昼休みの消灯
● エレベーターの利用自粛
● 公用車の使用自粛、

自転車の活用など

ご家庭における「節電」「省エネ」
にもご協力をお願いします。

環境衛生課
☎ 072-958-1111（内線 2820）

実施

問合せ　水道局総務課 ☎ 072-958-1111(代表)
(内線5015)

水道局まで連絡してください。水道局または委託
業者が修理対応します。

道路～水道メータの間で
水が漏れているときは・・・

道路～水道メータの間で
水が漏れているときは・・・

水道メータの横にある止水栓を止め、羽曳野市
指定工事店に修理依頼してください。

※修理個所がメータより内側の宅地内の場
合修理費用は必要です。
なお、水道料金については減免制度が適
用される場合もあります。不明な点は、水
道局までお問い合わせください。

宅地内で水が漏れているときは・・・宅地内で水が漏れているときは・・・

簡単な宅内の漏水発見方法

家庭内のすべての蛇口
を止めた後、水道メータの
パイロットが回っている場
合は、漏水しています。パイロット
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固定資産税・都市計画税の減免
　対象者は、①～④の要件すべてに該当す
る納税義務者です。
①納税義務者が平成29年1月1日現在
　で65歳以上、障がい者、寡婦または寡
　夫のいずれかであること。
②�納税義務者および当該納税義務者と生計を一にする者の全員が、住民税均等割
非課税限度額以下の所得であること。

③所有している固定資産が自己居住用だけで、所有家屋の延床面積が70㎡以下であること。
④固定資産税および都市計画税の年税額（土地・家屋）の合計が5万円以下であること。

■平成 29 年度より減免申請の期間などが変更されます
区分 平成 28 年度まで 平成 29 年度以降

減免額 年税額の２分の１の額  申請日以後に到来する納期に納付すべき税額の２分の１の額
申請期間 6月1日～ 8 月31日  各納期限まで
減免要件  減免要件については、従来どおりで変更ありません。
　従来どおり、年税額の2分の1の額の減免を受けようとする場合、5月中（第1期
の納期限に同じ）に減免申請をしていただく必要があります。（例えば、６月に減免申
請書を提出された場合は、年税額の２分の１の額ではなく、未納期［第2～4期］分
の税額の2分の1の額が減免されます。）

■平成 29 年度　固定資産家屋台帳の縦覧・閲覧
　「縦覧」…固定資産税納税者が、市内の土地・家屋の評価額を縦覧帳簿にて確認
　できる制度です。土地の納税者は土地価格等縦覧帳簿を、家屋の納税者は家屋
　価格等縦覧帳簿をご覧頂けます。

　「閲覧」…土地・家屋の納税義務者、または借地人・借家人が賃借権等の目的で
　ある物件に限り固定資産課税台帳を閲覧できる制度です。

　※縦覧、閲覧申請には本人であることを確認できる書類（運転免許証・納税通知
　　書など）と認印をご持参ください。法人名義の所有の場合は、委任状が必要です。
受付・問合せ　税務課固定資産税担当　本館1階⑨⑩窓口
　☎072-958-1111　内線1540・1550

セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）
　平成30年度の市民税より所得控除として、セルフメディケーション税制の控除
申告ができます。詳細は国税庁、厚生労働省ウェブサイトをご覧ください。
■ 国民の自発的な健康管理や疾病予防の取組（セルフメディケーション）の促進を目

的とし、予防接種・定期健康診断・がん検診などを行う個人に対しての新税制です。
　平成29年1月1日～平成33年12月31日までに支払ったスイッチＯＴＣ医薬
品（税制対象医薬品のみ）費用から、年間の支払い額が1万2千円を超える部分（上
限8万8千円）が所得控除（医療費控除）となります。
　・従来の医療費控除との併用はできません。
　・�申告には予防取組を行った証明書と負担した領収書の原本が必要です。
問合せ　税務課市民税担当　☎072-958-1111　内線1520・1580・1530

縦覧できる方
 固定資産税の納税義務者本人もしくは納税管理人
 代理人で納税義務者本人と同居の親族（住民票で同一世帯）の方
 上記以外の代理人で委任状を有する方

期間・時間  4 月1日～ 5月31日（土・日・祝日を除く）9:00 ～17:30

閲覧できる方
 上記の「縦覧できる方」の要件を満たす方
 借地、借家人で当該借地・借家部分の賃貸借関係を確認できる書類を有する方
 固定資産の処分をする権利を有する方

期間・時間  4月1日～平成 30 年 3月31日（土・日・祝日を除く）9:00 ～17:30

縦覧  土地：所在地番・地目・地積・評価額
 家屋：所在地番・家屋番号・種類・構造・床面積・評価額・建築年

閲覧  上記の縦覧できる記載内容のほか、課税標準額・税額

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター
(老人福祉センター・
　公民館・図書館）

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）

人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

エコプラザはにふ
（中央スポーツ公園）
時とみどりの交流館
（峰塚公園管理棟）
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟
(休業日：毎週木曜日・年末年始）
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

向野老人いこいの家

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防組合

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場
（休業日：毎週木曜日、年末年始）
茶山テニスコート
（土・日・祝日のみ）

☎072-955-0583
℻072-930-2144
☎072-958-2311
℻072-958-2312
☎072-950-5500
℻072-950-5505
☎072-937-3123
℻072-937-3124
☎072-958-2340
℻072-958-3614
☎072-952-2751
℻072-952-1303

☎072-931-1900
℻072-931-2112
☎072-957-5553
℻072-957-5580
☎072-937-2355
℻072-937-2388
☎072-950-2002
℻072-958-9110
☎072-956-1000
℻072-956-1011
☎072-955-4556
℻072-955-7042
☎072-952-0032
℻072-937-8580
☎072-957-4900
℻072-957-4900
☎072-958-0050
℻072-956-7867
☎072-959-3567
℻072-959-3568
☎072-942-6647
℻072-942-6647
☎072-957-6900
℻072-957-6910
☎072-958-3308
℻072-958-3350
☎072-953-6361
℻072-953-6361
☎072-952-0033
℻072-952-0033
☎072-958-2306
℻072-958-1082
☎072-958-2315
℻072-958-3853
☎072-959-0555
℻072-959-0333
☎072-958-0119
℻072-958-9900
☎072-952-1234
℻072-952-2531
☎072-955-4181
℻072-939-6479
☎072-954-2601
℻072-938-8591
☎072-976-3333
℻072-976-3331
☎072-975-2580
℻072-975-2577
☎072-950-6611
℻072-950-3888
☎072-959-8836

主な公共施設
住民税均等割非課税限度額（市税条例第14 条第 2 項）

扶養の人数 前年の合計所得金額
　 扶養がない場合      320,000 円  　　
　 扶養が1人の場合 830,000 円  　　
　 扶養が 2 人の場合 1,150,000 円 　 　
　 扶養が 3人の場合 1,470,000 円 　 　
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平成 29 年度の軽自動車税
■原付および二輪車など　（  ）内は年税額　　　　　　　　　　　　　　　

■三輪および四輪の軽自動車

■燃費性能に応じたグリーン化特例（軽課）
　平成28年 4月1日から平成29年3月31日までに最初の新規検査をした車
両で、排出ガス基準と燃費基準を達成した軽四輪などは、平成29年度に限り、
次の税率が適用されます。

　※電気自動車および天然ガス自動車については、いずれも平成21年排出ガス規制に適合し、
　　かつ平成21年排出ガス基準値より10％以上窒素酸化物を低減する車両とする。
　※ガソリン車・ハイブリッド車は、いずれも平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限る。
問合せ　税務課総務担当　☎072-958-1111　内線1570・1571

自動車税の納期限は 5月31日㈬（大阪府）
　納税通知書裏面に記載の金融機関、大阪府内の郵便局、コンビニエンスストア、
府税事務所で納税することができます。また、パソコンや携帯電話からクレジット
カードでの納税もできます。さらに、府税収納を扱う金融機関（ゆうちょ銀行を除く）
のPay-easy（ペイジー）に対応の納税も可能です。詳しくは、各金融機関にご確認
ください。
問合せ　自動車税コールセンター（大阪府）　☎0570-020156
　　　　ウェブサイト［府税あらかると］で検索

障がい者等の方に対する軽自動車税の減免（申請期限 5 月 31日㈬まで）
　要件に該当する身体障がい者、知的障がい者または精神障がい者の方は、申請
により軽自動車税の減免を受けられます。減免できる車両は障がい者1人につき1
台です。普通自動車の自動車税で減免を受ける場合は、軽自動車税では減免の対
象になりません。
必要書類　手帳、車検証、印鑑、納税義務者の方の運転免許証、納税義務者の方
　のマイナンバー通知カード（またはマイナンバーカード）、委任状（代理の方）、窓
　口に来られる方の本人確認書類、民生委員の発行する状況確認書（納税義務者
　の方と手帳をお持ちの方が同居でないとき。）
　※以前に申請されている方については、５月上旬に発送予定の減免申請書（継
　　続用）をご提出ください。
問合せ　税務課総務担当　☎072-958-1111　内線1570・1571

65 歳以上の方の介護保険料
　４月中旬に平成29年度仮算定（1
期～3期）の納入通知書をお送りし
ました。届いていない場合は、お問い
合わせください（年金からの特別徴収
の方は、通知していません）。
　特別徴収の方で、２月分の徴収額
を4・6・8月に徴収すると、10月か
らの特別徴収額と大きく開きが出た場
合、6・8月の徴収額を変更の上、仮
徴収額変更通知書を送付しています。

［（29 年度）年間保険料額の決定は７月です］
　65歳以上の方の介護保険料は、
住民税の課税状況などにより決定さ
れます。今年度の年間保険料額は７
月に決定し通知します。
問 合せ　高年介護課　☎072-958-1111�
　内線�1370・1371・1395・1399
　ＦＡＸ072-950-2536

国民健康保険への加入・脱退手続き
をお忘れなく！
■�会社を退職された場合や社会保険
の扶養を外れた場合など国保に加
入される場合は手続きが必要です。
■�国保に加入されている方が就職さ
れ社会保険（被用者保険）などに加
入された場合も、国保の脱退手続
きが必要です。
※いずれも事由発生から14日以内に
お手続きしてください。（加入の際に
14日を過ぎてお手続きされた場合、
特別な理由が無い限り、その間にか
かった医療費は全額自己負担になり
ます。）

問合せ　保険年金課資格保険料担当
　☎072-958-1111　内線1760

休日窓口・夜間窓口
国民健康保険料・後期高齢者医療保険料
日時　［休日］5月14日㈰・28日㈰
　10:00 ～15:00
　［夜間］5月19日㈮・25日㈭
　18:00 ～20:00
場所　市役所本館1階③窓口
問合せ　保険年金課
　☎072-958-1111�内線1750・1751

車種の区分
年税額

初度検査年月が平成16 年 4
月から平成 27 年 3 月のもの

初度検査年月が平成 27 年 4
月以降のもの

※初度検査年月が平成16 年
3 月以前のもの（重課）

三輪 3,100 円 3,900 円   　　 4,600 円   　　

四輪
以上

乗用 自家用 7,200 円 10,800 円　   　 12,900 円   　　
営業用 5,500 円 6,900 円　   　 8,200 円   　　

貨物 自家用 4,000 円 5,000 円　  　 6,000 円   　　
営業用 3,000 円 3,800 円　  　 4,500 円   　　

車種の区分 電気自動車・天然ガス自動車 ガソリン車・ハイブリッド車
平成 32 年度燃費基準値より＋20％以上達成 平成 32 年度燃費基準値達成

四輪
以上

乗用 営業用 1,800 円 3,500 円　　　   　 5,200 円　   　
自家用 2,700 円 5,400 円　  　　 　 8,100 円　   　

車種の区分 電気自動車・天然ガス自動車 ガソリン車・ハイブリッド車
平成 27 年度燃費基準値より＋35％以上達成 平成 27 年度燃費基準値より＋15％以上達成

四輪
以上

貨物 営業用 1,000 円 1,900 円　        　 2,900 円　      　
自家用 1,300 円 2,500 円　        　 3,800 円　      　

※動力源または内燃機関の燃料が電気、天然ガス、メタノール、混合メタノール、ガソリン
　電力併用の軽自動車並びに被けん引車を除く。

－ 制度・お知らせ －

原付 50cc 以下（2,000 円） 50cc 超 90cc 以下（2,000 円）
90cc 超125cc 以下（2,400 円） ミニカー（3,700 円）

小型特殊自動車 農耕作業用（2,400 円） その他 フォークリフトなど（5,900 円）
軽二輪 125cc 超 250cc 以下（3,600 円） 小型二輪 250cc 超（6,000 円）

「倒産・解雇などによる離職（特定受給
資格者）」や「雇い止めなどによる離職（特
定理由離職者）」をされた方は、届け出
により国民健康保険料が軽減されます。
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進路選択支援事業
　経済的な事情などの理由により進
学・就学で悩んでいる方に、各種奨
学金や貸付制度などの情報を提供し、
進学・就学に向けての相談・助言を
行う「進路選択支援事業」を実施し
ています。奨学金制度などの活用を
お考えの方は、ご相談ください。

問合せ　学校教育課　
　☎072-958-1111　内線4272

不登校と登校しぶりの親の会
～同じ悩みを持つ親の集まりです～
日時　毎月第２㈬　13:30 ～17:00
　（8月、1月は休み）
場所・問合せ　LICはびきの２階　
　羽曳野市教育研究所　実習室１
　小池　☎072-955-9555

はびきの中学生 study-O（5 月）
■開講式およびオリエンテーション
　を実施します！
日程　5月14日㈰ 9:30 ～
　※午後の部（13:30 ～）はオリエ
　　ンテーションのみ実施します。
会場　［東教室（市役所）］
　5月14日㈰、20日㈯、21日㈰
　［西教室（あいあいハウス・支所）］
　5月20日㈯、21日㈰
　※中学生に勉強を教える大学生サ
　ポートスタッフを募集中！詳しくは、
　市ウェブサイトまたは担当まで。
問合せ　政策推進課特命プロジェクト
　チーム　☎072-958-1111　内線3530

研志会会員による無料法務・法律相談
　相続・遺言、許認可、社会保険・労働
問題など、法律上の悩み事を、弁護士、
行政書士、土地家屋調査士、社会保険
労務士などが担当します。
日時　5月28日㈰　13:30～16:30
会場　市役所A棟中・東会議室
申込・問合せ　要予約　研志会理事
　城　☎0721-69-8050

『悪質業者によるトラブルが発生し
ています！ご注意ください！』
　排水管の清掃や点検を持ちかけ、
高額な費用を請求するなど悪質業者
が出没しています。不審な場合、作
業の開始や契約をする前に市役所へ
ご相談ください。
問合せ　下水道総務課
　☎072-947-3910（直通）
　☎072-958-1111　内線 2370

都市計画決定区域の拡大（下水道）
説明会を開催
　本市では、公共用水域の環境向上
等を目的として順次公共下水道汚水整
備を進めています。今回、都市計画法
第16条の手続きにおける都市計画
決定区域の拡大（下水道）についての
説明会を開催いたします。対象となる
区域は既に公共下水道（汚水）を利用
していただいている区域の一部です。
日時�　5月30日㈫　19:00 ～

場所　市役所別館3階　会議室
問合せ　�下水道建設課　
　☎072-958-1111　内線 2320

平成 29 年度 就学援助申請受付
　経済的な理由で、市立小・中学校
への就学が困難な児童生徒を抱える
保護者に対して、学用品費などの一
部を援助する就学援助申請の受付を
５月から開始します。
受付　5月1日㈪～31日㈬
　㈯㈰㈷は除く　９:30～17:00
　児童生徒の在籍小･中学校または、
　学校教育課（市役所別館３階）　
　※�受付期間終了後に申請した場合、
援助費は減額支給されます。

　※毎年度ごとの申請が必要です。
　詳細は、４月に学校で配布された
　「平成29年度就学援助制度につい
　て（お知らせ）」をお読みください。
問合せ　学校教育課　
　☎072-947-3907（直通）

後期高齢者医療制度に関するお知らせ
　平成29年度の後期高齢者医療保険料率は、平成28年度と同じです。

��（注1）被保険者の所得は、前年の総所得金額および山林所得金額並び、他の所得と区分して計　
　　　���算される所得の金額の合計額から基礎控除額33万円を控除した額です。
　���������※雑損失の繰越控除額は控除しません。

② 所得割額の賦課対象者のうち、所得割額算定にかかる所得金額が 58 万円以下（収入のあった
年の12 月 31日時点で 65 歳以上の方で、年金収入のみの場合は、その収入が 211万円以下）
の方については、所得割額が２割軽減されます。

　※平成30年度以降の年度分の保険料の算定は、この所得割額の軽減措置が廃止となります。
③後期高齢者医療制度に加入する日の前日において、会社の健康保険や共済組合、船員保険の
　被扶養者であった方は、所得割額は課されず、被保険者均等割額の７割が軽減されます。
　※国民健康保険・国民健康保険組合に加入されていた方は対象となりません。
　※平成30年度分の保険料の算定にあたっては、被保険者均等割額の5割が軽減されます。
　　また、平成31年度以降の年度分の保険料の算定にあたっては、資格取得後 2年を経過す
　　る月までの間に限り被保険者均等割額の5割が軽減されます。なお、世帯の所得に応じた
　　均等割額の9割または8.5 割軽減に該当する方は、それぞれの軽減割合が適用されます。
問合せ　大阪府後期高齢者医療広域連合資格管理課　☎06-4790-2028
　　　　市役所保険年金課　☎072-958-1111　内線1741・1744

■保険料の軽減について
① 世帯の所得水準に応じて被保険者均等割額（51,649 円）が軽減されます。

所得の判定区分 軽減
割合

 軽減後の被保険者
 均等割額（年額）

①下欄②に属する被保険者であり、かつ、当該世帯
の被保険者全員の各所得が 0 円であるとき（ただし、
公的年金等控除額は 80 万円として計算する）

9 割 5,164 円　　

②世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得
金額等が、基礎控除額（33 万円）を超えないとき 8.5 割 7,747 円　　

③世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所
得金額等が【基礎控除額（33 万円）＋27万円×被
保険者の数】を超えないとき

5 割 25,824 円　　

④世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所
得金額等が【基礎控除額（33 万円）＋49 万円×被
保険者の数】を超えないとき

2 割 41,319 円　　

※�基礎控除額等の数値については、今後
の税法改正等によって変動することが
あります。
※�軽減に該当するかどうかを判断すると
きの総所得金額等には、専従者控除、
譲渡所得の特別控除の税法上の規定
は適用されません。
※�当分の間、年金収入につき公的年金等
控除を受けた65歳以上の方について
は、公的年金等に係る所得金額から15
万円を控除して軽減判定します。
※�世帯主が被保険者でない場合でも、世帯
主の所得が軽減判定の対象となります。

保険料年額
（限度額 57 万円）

被保険者均等割額
被保険者1人当たり

51,649 円

所得割額
被保険者の所得（注 1）×所得割率

10.41％
＝ ＋

 相談窓口（羽曳野市立教育研究所）
 日時　毎週㈫ 9:00 ～12:00、毎週㈮
   9:00 ～12:00、13:00 ～17:00　
　※ 8 月 9 日～21日、12 月 27 日～1月 8 日は休み
�場所　LIC はびきの2 階
　　　 ☎ 072-958-0155
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「人権擁護委員の日」特設人権相談
日時　６月１日㈭　10:00 ～12:00、
　13:00 ～15:00　　
場所　市役所別館２階研修室（予約
　不要、直接会場へ。）
問合せ　人権推進課
　☎ 072-958-1111��内線1053・1054

５月１日から７日は「憲法週間」
みんなで築こう 人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心～

《憲法週間の行事》
■街頭啓発、平和展＆人権展
　「人権」の大切さを伝るため、啓発
物品を配布します。また、平和の尊さ
や人権尊重の理解を深めるため、『平
和展＆人権展』を開催します。
街頭啓発　５月５日㈷ ９:45 頃～
　峰塚公園（市民フェスティバル会場内）
平和展＆人権展　
　５月５日㈷10:00 ～15:00
　LIC はびきの（市民フェスティバル「平和
　展＆人権展」会場）
■特設人権相談（無料）
　暮らしの中の人権問題を解決する
ため、市内の人権擁護委員が相談に
応じます。秘密は必ず守ります。
①５月５日㈷
　10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
　LIC はびきの（市民フェスティバル「平
　和展＆人権展」会場）
②５月19 日㈮　14:00 ～16:00
　陵南の森総合センター
①②とも予約不要。直接会場へ。
問合せ　人権推進課　
　☎ 072-958-1111��内線1053・1054

羽曳野市勤労者互助会加入のご案内
■慶弔共済給付（例：祝金）
　・結婚3万円�・就学1万円
　・結婚記念1万円
■福利厚生事業（各チケットの斡旋）
　・映画鑑賞券�・入浴券�・野球観戦券

　・日帰りバスツアー�・人間ドック補助
費用　会費�1人�月額 600円
問合せ　羽曳野市勤労者互助会事務
　局（産業振興課内）　☎ 072-947-
　3714［羽曳野市�うぃんぐ］を検索

大阪労働局雇用環境・均等部指導
課からのお知らせ（労働者・事業主）
　解雇、労働条件、配置転換、嫌がら
せなど、労働局内および府内各労働基
準監督署内（13カ所）の総合労働相
談コーナーで受付。相談内容に応じて、
法令・裁判例の情報や、調整委員会に
よる斡旋の説明などを行っております。
■総合労働相談ダイヤル
��（府内の固定電話のみのご利用）
　☎0120-939-009　㈪・㈬～㈮
��９:00 ～17:00、㈫ 9:00 ～18:00
��※㈯㈰㈷、年末年始を除く
��※�各労働基準監督署内の総合労働相
談コーナーでも（９:00～17:00）

防犯カメラ設置事業補助金
　自治会などが防犯カメラを設置される
際、費用の一部を、市で補助いたします。
■防犯カメラ設置費用の３分の２を補
　助。（上限：カメラ1台につき20万円）
■�同年度に、1自治会などでの申請台
数は３台まで。翌年度は、補助金制
度をご利用できません。

受付　6月1日㈭～10月31日㈫
　平日の9:00～17:30　※申請額が、
　予算額に達した時点で、受付終了。

問合せ　災害対策課　
　☎072-958-1111��内線2712・2713

「避難所」と「避難場所」のちがい
【避難所とは】

■災害時避難所（小・中学校、高校）
　災害により住居などを失った方が避難
　生活を行う場所
■福祉避難所（陵南の森など）
　�災害時避難所で避難生活を行うことが困難
で配慮が必要な方が避難生活を行う場所

【避難場所とは】
■一時避難場所（公園や学校の運動場など）
　 火災などの災害から一時的に身を守るた
めの避難場所。また、災害時の集合場所

■広域避難場所（石川スポーツ公園など）
　地震災害などにより、大規模な火災な
　どが発生した場合の避難場所
問合せ　災害対策課
　☎072-958-1111　内線 2713

大和川水防・大阪府地域防災総合
演習開催
　水防工法の訓練をはじめ、避難訓練、
救出・救護訓練、災害支援活動訓練など、
さまざまな水害時に必要な訓練が行わ
れます。また、展示・体験コーナーや特
殊車両、機器なども展示しています。
日時　５月13日㈯　９:00 ～12:00
　（雨天決行）※会場が使用できな
　い場合は中止。
会場　藤井寺市川北地先�大和川右岸
　河川敷（河内橋下流）
問合せ　災害対策課
　☎072-958-1111　内線 2713

平成 29 年工業統計調査を実施します
（経済産業省・大阪府・羽曳野市）
　工業統計調査は、我が国の工業の実
態を明らかにすることを目的とした、統
計法に基づく報告義務がある重要な統計
です。調査結果は中小企業施策や地域振
興などの基礎資料として利活用されます。
調査対象　従業者 4 人以上の全ての製造事業所
調査時点　6 月1日
　調査へのご理解をいただき、ご回答
をお願いいたします。
問合せ　総務課��☎�072-947-3812（直通）

柏羽藤環境事業組合からのお知らせ
　柏羽藤環境事業組合のごみ焼却工場（柏羽藤クリーンセンター）等から排出され
るダイオキシン類濃度（排ガス・ばいじん・排水）の平成28年度測定結果です。
　市民の皆様には今後ともごみの減量にご協力をお願いいたします。

　※1ng（ナノグラム）は、10億分の1gです。　※1pg（ピコグラム）は、1兆分の1gです。
　※�TEQ（毒性等量）：ダイオキシン類には210種類の異性体をもつ化合物群があり、そのうち毒性があ
るとみなされているのは29種類です。この内で最も毒性の強い２,３,７,８-TCDD（四塩化ジベン
ゾパラジオキシン）の毒性を1とし、他のダイオキシン類の仲間の毒性の強さを換算した毒性等価
係数（TEF）を用いてダイオキシン類の毒性を足し合わせた値を毒性等量（TEQ）として用います。

問合せ　柏羽藤環境事業組合　☎072-976-3333

測定箇所 排出基準 測定結果 採取日 測定機関
1号炉

 1 ng-TEQ/㎥ N 以下
       0.032ng-TEQ/㎥ N   H28.6.21

帝人エコ・サイエンス（株）
（注）ダイオキシン類対策特別措
置法施行令により、薬剤処理す
る場合は基準適用外とされてい
ます。（当組合は薬剤処理をして
います。）

2 号炉        0.050ng-TEQ/㎥ N   H28.7.5
3 号炉        0.026ng-TEQ/㎥ N   H28.5.24
1号炉

（埋立基準）
3 ng-TEQ/ｇ以下

       0.016ng-TEQ/ｇ   H28.6.21
2 号炉        0.011ng-TEQ/ｇ   H28.7.5
3 号炉        0.0032ng-TEQ/ｇ   H28.5.24

  ダスト
  処理灰（注）

１回目     1.8ng-TEQ/ｇ   H28.5.24
２回目     2.2ng-TEQ/ｇ   H28.8.2
３回目     1.6ng-TEQ/ｇ   H28.11.1
４回目     2.1ng-TEQ/ｇ   H29.1.5

下水道放流水 10 pg-TEQ/ℓ以下       0.000055pg-TEQ/ ℓ   H28.7.6 帝人エコ・サイエンス（株）
処理水 10 pg-TEQ/ℓ以下       0.000018pg-TEQ/ ℓ   H28.11.2

帝人エコ・サイエンス（株）上流  1 pg-TEQ/ℓ以下       0.17pg-TEQ/ ℓ   H28.11.2
下流       0.080pg-TEQ/ ℓ   H28.11.2
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税理士による無料税務相談センター
　所得税・相続税や経理などに関する
相談。
日時　5月17日㈬・26日㈮
　13:00～16:00��※1人30分程度
会場　市役所1階税務相談コーナー
対象　一般納税者で、税理士の関与が
　ない方
予約　電話による先着順（予約状況に
　より当日申込も可）
問合せ・申込　近畿税理士会富田林
　支部事務局　☎0721-25-6250
　㈪～㈮��9:00～17:00
　（公）富田林納税協会でも開催。

犬や猫を飼われている方へ   
［犬の飼い主の方へお願い］
○しつけをしっかりとしましょう。�
○狂犬病予防注射を受けさせましょう。
○�迷子犬の届け出（連絡先などがわかるも
の）を付けておくことをお奨めします。

○�散歩（運動）をするときは、犬を制御でき
る人が、丈夫なリードなどを付けましょう。

○�迷惑となる場所で尿をさせるのはやめ、
フンは持ち帰るなど責任をもって処理し
ましょう。

［猫の飼い主の方へお願い］
○�フン、尿は自宅の決まった場所でさせる
ようしつけましょう。
○�屋内飼いをするようにしましょう。屋外に
出してしまうと、感染症にかかったり、事
故に遭う可能性があります。また、首輪や
迷子札を付けてないと飼い主のいない猫
となり帰って来ない場合があります。
○�不妊去勢の手術をしないで屋外で飼育
すると、飼い主のいない猫を増やすこと
になります。

問合せ　環境衛生課
　　　　☎ 072-958-1111　内線 2842
■犬や猫に関する相談
�○飼い犬が人を噛んだとき��
�○犬の譲渡、犬猫の引取
�○適正飼養の普及啓発�など
問合せ�大阪府動物管理指導所　
　藤井寺分室　☎072-937-1101

平成29 年度 子どもの居場所づくり
事業実施団体を募集
　地域団体を募集します。採用団体には、
　規定の範囲内で補助金を交付します。
申込　5月15日㈪17:30まで
　※㈯㈰㈷を除く。
問合せ　こども課
　☎072-958-1111　内線1230

柏羽藤環境事業組合　嘱託員募集
職種　嘱託員（技術職）
業 務　プラットホームの管理、�ペット
ボトル減容施設�ほか、詳細は配布
要項をご覧ください。

勤 務　7月1日㈯～平成30年3月31
日㈯まで。週５日勤務。ただし、週休
日は㈯㈰㈷に限らない。日勤のみ。

受付　5月1日㈪～22日㈪　
　9:00 ～17:00　※㈯㈰㈷を除く
選考　5月28日㈰�
　書類選考と面接試験。
要項配布・問合せ　柏羽藤環境事業
　組合総務課（柏原市円明町666）　
　☎072-976-3333　　
　［柏羽藤環境事業組合］を検索

世界文化遺産登録 ボランティア募集
■世界文化遺産登録へ花ひらけ！
　�応神天皇陵古墳外濠外堤に土を入
れ、早咲きコスモスの種をまきま
した。夏にきれいな花が咲くよう、
手入れを一緒にしていただける方を
募集します。

　内容　草取りなどのお世話。
■イベント企画 ワールドカフェ開催
　�9月にLICはびきので開催する応
援イベント企画、準備を一緒にし
ていただける方を募集します。

　第1回会議  5月16 日㈫14:00 ～
　（市役所別館 2 階）
　※こんなイベントをしてほしい！な
　　ど、ご意見も募集します！
申込・問合せ　世界文化遺産推進室
　☎072-958-1111　内線4402
　ＦＡＸ072-958-2359
　メール�sekaibunka@city.habikino.lg.jp

第 7 回　羽曳野市医師会市民講座
  主催：羽曳野市医師会　後援：羽曳野市
講演　「介護は突然やってくる」
　～在宅医療のおはなし～
日時　5月27日㈯　14:00～16:00
会場　LICはびきの2階�大会議室
講師　立山�博一�氏（たてやまクリニック院長）
定員　70人
申 込　市内医療機関、保健センター、
はびきのコロセアムなど市内公共
施設に配布のチラシを参照。

問合せ　羽曳野市医師会
　☎072-956-8000

「羽曳野からだ塾」開催
（大阪はびきの医療センター府民公開講座）
　テーマ「アトピー性皮膚炎について」
　※手話通訳があります。
日時　5月20日㈯�14:00 ～16:00
会場　大阪はびきの医療センター
　２階第一会議室（はびきの3-7-1）

①「アトピー性皮膚炎、なぜ起きる？どう治療する？」
片岡 葉子 医師（皮膚科主任部長）

②「納得できるアトピー性皮膚炎対応」
田中 謙好 看護師（7A 病棟看護師長）

③「何を食べればよいのかな？」
西田 京子 管理栄養士 （栄養管理室総括主査）

費用　無料　定員　先着100人
※駐車場利用の方、駐車券を会場ま
　でお持ちください。
申込・問合せ　電話・FAXにてお申
　し込みください。☎072-957-2121
　（平日の 9:30 ～17:00）、ＦＡＸ 072-
　957-6285（FAX申込：氏名・参加
　人数・来院方法・連絡先を明記）
　5月18日㈭�締切
　大阪はびきの医療センター事務局　藤原

健康体操教室『すみれ会㈪』
日時　毎週月曜日（9:55～10:55）
場所　市役所別館2階
対象　50歳以上の女性��10人
費用　１カ月��1,000円
申込・問合せ　市川　
　☎072-956-5131

はみんぐ南河内 ５月の教室
①歩く脳トレ！スクエアステップ
　毎月第4㈮　10:00 ～�
　費用　500円　対象　どなたでもOK!
②みんなの食育講座（ヘルシークッキング）����
　季節の果物で、低糖質ジャム作り！
　日時　5月23日㈫　10:00 ～11:30
　費用　1,000 円�（材料費、レシピ込み）
　定員��10人
場所　はみんぐ南河内（野々上4-6-
　16�野々上マンション103）
申込・問合せ��5月16日㈫
　はみんぐ南河内�
　☎072-976-5255
　ＦＡＸ072-976-�5256

創業セミナー in はびきの（上期コース）
　羽曳野市で、創業予定・まもない方へ基礎
知識や事業計画作成を学べるセミナーです。
第1回��5月25日㈭　経営全般・労務
第2回��6月　1日㈭　財務・経理・記帳
第3回��6月��8日㈭　資金調達・事業計画
第4回��6月�15日㈭　販路拡大
第5回��6月22日㈭　事業計画

－ 募集 －

－ 講座 －
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対象　どなたでも受講可
時間　19:00～21:00　費用　無料
場所　LICはびきの２階��パソコン教室
募集　20人（定員になりしだい締切り）
講師　中小企業診断士、税理士�ほか
※�下期コース（未定）のほか、富田林市、
大阪狭山市と連携セミナー（7月20
日㈭から４週）を予定。
　詳しくは、お問い合わせください。
問合せ　羽曳野市商工会
��☎072-958-2331�ＦＡＸ072-956-1950
��市役所観光課　☎072-958-1111　
��内線2730　ＦＡＸ072-950-2055
　
子育てに苦しさを感じている親のための

「MY TREE ペアレンツ・プログラム」
　子どもの心と体にダメージを与えてい
ることに悩む親への回復プログラムです。
日 時　６月５日～９月25日㈪（7月
12日もしくは19日の中間面接日
のいずれか１回は水曜日）と12月
25日㈪、３月５日㈪　全17回
　10:00 ～12:30
会場　富田林市立人権文化センター
　　（富田林市若松町1-9-12）
　※無料保育あり（要予約）
費用　無料　定員　10人
申込・問合せ　富田林市人権協議会
��☎ 0721-24-3700�ＦＡＸ 0721-25-5952�

男女共生セミナー
「お顔とこころのリフトアップ↑」参加者募集
　「顔が疲れている」「たるみが気にな
る」など、お悩みをお持ちのあなた。
お顔もこころもリフトアップする方法を
学んでみませんか？
日時　6月24日㈯　10:00～12:00
会場　陵南の森公民館　視聴覚室
講師　牧野�由季氏（鍼灸師・ウィメン
　ズセンター大阪スタッフ）
費用　500円（資料代含む）
対象　市内在住・在勤・在学の男女
定員　先着�20人
一時保育　２歳から就学前の幼児・無
　料・先着５人�※要予約
申 込・問合せ　５月８日㈪10:00受付。
電話・FAX・メールにてお申し込みく
ださい。［FAX・メール申込］①参加
希望セミナー名�②氏名�③住所�④電
話番号�⑤年齢�⑥一時保育の有無
　（※子どもの氏名、年齢）を明記。
　人権推進課　☎072-947-3606（直通）
　ＦＡＸ072-958-8061
　メール�jinkensuishin@city.habikino.lg.jp

菊花講習会 大阪菊花会主催
会場�陵南の森公民館�2階第1研修室
時間 13:00 ～　※講習会は無料

５月 21日㈰ 大菊三枝誘引・大鉢定植・
だるま作り（大菊の苗頒布）

６月18 日㈰
大菊真夏の管理・柳芽の
処置・肥料追い込み・蕾
の選定・福助作り他

５月 21日㈰大菊苗販売
　（講習会終了後・陵南の森 藤棚の下）
７月 23 日㈰福助苗販売
　（13:00 ～陵南の森 藤棚の下）
問合せ　大阪菊花会・花川
　携帯090-3275-6360
　道路公園課みどり推進室　
　☎072-958-1111　内線 2430

「ボランティア パソコン講座」
受講者募集  （パソコン交流館）
①エクセル活用講座　5月15日㈪・
　22日㈪・29日㈪��９:30～11:30
②�エクセルマクロVBA講座　
　5月16日㈫・23日㈫・30日㈫
　9:30～11:30
会場　市民会館４階��第12会議室
定員　若干名
費 用　1,800 円（1回 600 円）初回
の講習日に一括でお支払いくださ
い。テキスト代込み。※返金はい
たしません。

申込・問合せ　電話申込（複数受講可）������
　パソコン交流館　国沢　
　☎072-956-4197��携帯090-3725-2528

パソコンサークルステップ
受講者募集
＜個別指導＞
��パソコン・スマホ・タブレット操作。
��日 時　5 月12 日・19 日・26 日 ㈮��
10:00 ～11:00、�11:00 ～12:00

  費用　1時間�1,200 円
  定員　各時間4人（予約制、先着順）
＜ワード入門講座＞
��町内旅行案内文書を作成
  日 時　5月16日・23日・30日、��6
月 6日・13日㈫�10:00 ～12:00

  費用　6,000 円（5回テキスト込）
  定員　10人
＜エクセル入門講座＞
��関数入りの売上表～グラフ作成
  日時　6月20日・27日、7月4日・

　　11日・18日㈫�10:00 ～12:00
  費用　6,000 円（5回テキスト込）
  定員　10人
＜以下、3 講座とも＞
  会場　LICはびきの3階　
  持 物　ノートパソコン・スマートフ
ォン・タブレット（レンタル可。
台数制限有。要予約）

  申込・問合せ　電話申込。
　パソコンサークル�ステップ��山田��
　携帯 090-6608-5799
　※その他の講座内容など詳細は、
　　お問い合わせください。

IT 講習会 「ワードときめき講座」
受講者募集 羽曳野 IT サポート会
● 6月1日㈭　ワードでつくるお箸袋
● 6月8日㈭　ワードの図形でつくる催し案内
● �6月15日㈭　ワードの図形で絵を描く
時間　各教室13:30 ～16:30
会場　市民会館4階研修室
　（Windows7使用）
対象　20 歳以上の市内在住・在勤
　の初心者の方�
費用　1,300 円（3回、テキスト代含）
定員　14人（応募多数の場合は抽選）
申込　往復はがきに、郵便番号、住所、
　氏名（ふりがな）、電話番号（無記
　入無効）、生年月日、返信面の表面
　に郵便番号、住所、氏名を明記し、
　ご応募ください。5月12日㈮必着。
　〒583-8585　誉田４-１-１�
　羽曳野市社会福祉協議会気付�
　羽曳野 ITサポート会　宛
問合せ　羽曳野 ITサポート会��本田
　☎ 072-939-3733
　携帯090-5169-9031
　※その他の講座内容など詳細は、
　　お問い合わせください

聴覚障害者ピアサロン企画
「手作りジェルキャンドルを作ってみよう！」
日時　5月15日㈪　　
場所　支援センターはる
対象　聴覚障がい者　費用　300円
持物　古いタオル・家に眠っているロ
　ーソク
申込・問合せ　5月10日㈬�締切
　支援センターはる�聴覚ピアカウン
　セラー�片岡　ＦＡＸ072-957-16
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「正しいラジオ体操の練習会」（無料）
　効果的な全身運動ができるラジオ体操
を、正しく覚えて頂くために、6月末ま
での毎週月曜日に練習会を実施します。
日時　6月末までの毎週月・木曜日
　9:30 ～（30分間）
会場　石川プラザ�2階集会室�㈪
　　　市民体育館�会議室�㈭
持物　飲み物、上靴、タオル
申込　必ず事前連絡の上ご参加ください。
　主催�ラジオ体操・みんなの体操協議会
　☎ 072－957-3555
　携帯 090-8209-8626　荒尾

青少年センター 
お琴・尺八体験教室
日 時　5月17日・31日、6月7日・
21日、7月5日・19日、8月2日
㈬16:00 ～17:00

会場　青少年センター（古市複合館2階）
対象　小学3年生～中学3年生
申 込・問合せ　5月6日㈯から受付（来
館もしくは電話で）同センターまで
　☎072-958-0050（休館㈪㈫）
　［休館日の問い合わせ先 ]
　社会教育課�☎ 072-958-1111�内線4420

マン・ツーマンパソコンセミナー
■ワード基礎・応用５回
■エクセル基礎・応用５回
■就職のためのスキルアップ5回
日時　①9:30 ～11:30 ②12:30 ～
　14:30 ③15:00 ～17:00
　※曜日・時間帯、応相談㈯㈰㈷休み
費用　各講座10,000円
　（５日間・10時間）※テキスト代込
申込・問合せ　電話受付（随時）
　陵南の森生きがい情報センター内
　河内飛鳥UNIC会　☎ 072-931-1900
　携帯090-2065-6575（佃）※つながら
　ない時は携帯電話におかけください。

クリーンピア 21 フィットネスジム
春の入会キャンペーン
　5月までの限定（入会金 0円など、
特典多数）※ジュニアスイミングクラ
ブも入会金０円

［無料体験（要予約）］
■ジュニアスイミングクラブ（週1コース）
■キッズダンスクラブ（週1コース）
　※詳細はお問い合わせください。
問合せ　プール�☎ 072-975-2580、
　各教室・スクール・ジム　
　☎072-975-2588

はびきの市民大学　5 月前期講座「聴講」（軽里1-1-1）
講座① 笑顔は、健康の源（原動力）［日時］5 月7 日・14 日・21日・28 日㈰ 10:30 ～12:00
講座② グローバル社会を生きる知恵［日時］5 月7 日・14 日・21日・28 日㈰ 13:00 ～14:30
講座④ 地域に貢献し、地域を創造する ［日時］5 月10 日・17 日・24 日・31日㈬13:00 ～14:30
講座⑥ 西洋の建築を庭園 ［日時］5 月11日・18 日・25 日㈭ 10:30 ～12:00
講座⑦ 知って得するお金の講座 ［日時］5 月11日・18 日㈭ 13:00 ～14:30
講座⑧ 伝統ゲームの世界 ［日時］5 月11日・18 日・25 日㈭ 15:00 ～16:30
講座⑨ 近畿日本鉄道を識る ［日時］5 月 6 日・13 日・20 日・27 日㈯10:30 ～12:00
講座⑩ 日本が直面する課題と展望［日時］5 月 6 日・13 日・20 日・27 日㈯ 13:00 ～14:30
費用　各日800円（当日払い）
申込・問合せ　はびきの市民大学へ来館・電話・FAX申込。
　　　当該講義日の1週間��前から前日まで。定員になりしだい締切り。
　　　※各講座の詳細は市民大学ウェブサイトをご覧ください。
�　　　☎072-950-5503　FAX072-950-5650

ボランティア・市民活動わくわく講座
絵手紙ボランティア養成講座　高齢者の方と一緒に水彩色鉛筆で絵手紙を描く活動です
　■知ろう！ボランティアと「絵手紙キャサ」の活動について学ぶ。
　　日時　5月12日㈮13:30 ～15:00　　場所　エコプラザはにふ（伊賀5-6-38）
　■描こう！水彩色鉛筆で絵手紙を描く練習
　　日時　5月19日㈮13:30 ～15:30　　場所　エコプラザはにふ（伊賀5-6-38）
　■体験しよう！実際の活動場所でのボランティア体験をする。
　　日時　5月26日㈮14:00 ～15:30　　場所　ぶどうの家（駒ヶ谷404）
講師　ボランティアグループ�絵手紙キャサ　対象　市内でボランティア活動できる方
定員　先着10人　持物　鉛筆・消しゴム・油性マジック（ネームペン）
申込・問合せ　羽曳野市社会福祉協議会
　　　☎072-958-2315（直通）　☎072-958-1111�内線1936

白鳥児童館だより 5 月の事業 ��翠鳥園2-9-101��☎・ＦＡＸ 072-957-4900
休館日��日曜・祝日・12月29日～1月3日
対象��小学生と保護者同伴の乳幼児　申込　電話受付は、申込日の9:00～�
絵本のへや（絵本・紙芝居など）　　日時��15日㈪・29日㈪��10:30～ 11:30�
①トライルーム・②チャレンジルーム 　おやつ作り「ぎょうざの皮でピザとスイーツ作り」
 日時��20日㈯�① 9:30～ 11:30�② 14:00～ 16:00　対象  ①小学1～3年生�②小学4～6年生
�申込��電話のみ�① 6日㈯～19日㈮�②13日㈯～19日㈮��※アレルギーはお問い合わせください。
 《①②共通》定員 �先着20人　費用��100 円（当日持参）　持物��エプロン・三角巾・水とう

わくわく子育てひろば  しゃぼん玉であそぼう　　日時��23日㈫��10:30 ～11:30　
将棋であそぼう　　日時��24日㈬��15:30～ 16:30
グラウンド・ゴルフ　　日時��27日㈯��14:00 ～ 15:00（雨天中止）　持物��水とう、帽子
みんなで遊ぼう水曜日　バドミントン大会　日時��31日㈬�15:00 ～16:00

青少年児童センターだより5 月の事業
　向野 3-1-33　☎ 072-952-0032  ＦＡＸ 072-937-8580
　幼児は、保護者同伴。必ず上靴を持ってきてね！
�■子ども広場「将棋広場」～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください～
　日時��6日・13日・20日・27日㈯�15:00～ 17:00　対象�おおむね小学1年生～6年生
�■子育てセミナー「親子体操」～親子で楽しく体を動かそう！～
　日時��11日㈭�10:00～ 11:30　会場��同センター�体育館　講師�体育文化指導協会��
　持物��親子とも体育館シューズ��※初めての方は事前申込が必要。
�■おもしろ教室 ☆カラフルフラッシュ万華鏡☆ ～光の色がカラフルに変化する万華鏡を作ろう～
　日時��13日㈯�10:00～ 11:30　対象��幼児と小学生（小学1年生までは保護者同伴）
　定員��先着15人　費用��150円
�■小学生体操教室 ～マット・跳び箱・平均台・ボール運動など～
　日時��20日㈯�10:00～ 11:30　会場��同センター�体育館　講師�体育文化指導協会��
　持物��体育館シューズ　対象��小学1年生～6年生　定員��先着30人程度��※電話申込
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※受講料は返金できません。
※30分遅刻された場合は受講できません。
■市民会館　☎072-958-2311
○申込は直接、市民会館の窓口まで。
○受付時に定員を超えた場合は抽選。
歌声くらぶ
日時  5月9日㈫10:00 ～11:30
場所  3階大会議室��講師  喜多�光三�氏
費用  510円�（初回1,230円歌集代含む）
申込��当日9:30 ～受付

【申込について】
●各施設窓口で申込用紙に記入（電
　話での申込不可）
●申込時に費用持参
●教室の欠席による返金不可
●先着順、定員になりしだい締切り
・・・・・・・・・・・・・・・・
■ＭＯＭＯプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-957-5553

フリースタイル キッズジャズダンス
＜クラス①3歳～�6歳＞
＜クラス② 6歳～12歳＞
日 時　5月11日～６月22日�
　①16:00 ～②17:00 ～
　※6月1日を除く毎週木曜日
講師　yuki 氏
費用　①3,600円�②3,900円
　（各月3回分）
申込　窓口で受付中

リフレッシュヨガ教室（1期）
日時　5月10日～ 6月28日
　15:15～※5月17日、6月7日を
　除く�毎週水曜日
講師　藤井�美由紀�氏
費用　4,620円
　※5/31以降は2,310円
申込　窓口で受付中

韓国語教室（初級クラス）
日時　5月13日～ 6月17日
　毎週土曜日　19:00 ～20:30
講師　森口�美順�氏
費用　3,000円（各月３回分）
　※テキスト代別途必要
申込　窓口で受付中（5人以上で開講）

ベーシックヨガ教室
日時　5月11日～6月22日19:00～�
　※6月1日を除く毎週木曜日
講師　長谷川�香奈子�氏
費用　4,620円
　※5/25以降は2,310円
申込　窓口で受付中
・・・・・・・・・・・・・・・・
■丹治はやプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-937-2355

リフレッシュヨガ教室（1期）
日時　5月10日～6月28日
　�10:00 ～ ※ 5月17日、6月 7
日を除く毎週水曜日

講師　藤井�美由紀�氏　
費用　4,620�円
　※5/24以降は2,310円
申込　窓口にて受付中

太極拳教室（1期）
日 時　5月10日・24日、6月14日・
　28日㈬�13:30�～
講師　加藤�紀子�氏　
費用　3,080�円
　※5/24以降は1,540円
申込　窓口で受付中

歌声くらぶ
日 時　5月23日、6月27日㈫
　14:00 ～
講師　喜多�光三�氏
費用　510�円（1回分）
定員　40人�※当日会場で受付中

女性のための体操 ･ 瞑想・癒し
ヨガ教室（1期）
日時　5月9日～ 6月20日
　13:30�～
　※5月23日を除く毎週火曜日　
講師  松谷�恵美�氏　
費用　4,620�円
　※5/16以降は2,310円
申込  窓口で受付中
・・・・・・・・・・・・・・・・

■石川プラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-950-2002

歌声くらぶ
日 時　5月16日、6月20日、7月18
日㈫�14:00�～15:30

講師　喜多�光三�氏　定員　45人
費用　510�円（１回分）
　※当日13:30 ～会場で受付中

やさしいヨガ教室
日時　5月11日～ 6月22日
　14:00～15:30　※6月1日を除く�
　毎週木曜日
講師　田中�陽子�氏　定員　45人
費用　4,620円
　※5/25以降は2,310円
申込  窓口で受付中

フラダンス教室
日 時��5月9日～ 6月20日
　※5月30日、6月13日を除く毎
　週火曜日
　①初心者�9:30 ～10:30
　②経験者�10:35～11:35
講師　田中�千恵�氏　定員　各25人
費用　各4,110�円
　※5/16以降は2,055円
申込��窓口にて受付中

土曜ベーシックヨガ
日時　5月13日～ 6月17日
　10:00�～11:30　毎週土曜日
講師　岸本�千景�氏　定員　20人
費用　4,620円
　※5/27以降は2,310円
申込  窓口にて受付中

夏のフリーマーケット（7月 2 日㈰）
出店者募集  12ブース　
費用��1,540円
申込��6月4日㈰�11:00 ～�会議室

高年者敬老入浴
対象��65歳以上の市民　料金��100円
※入浴時に対象年齢以上であること
　を申し出てから入浴してください。
日時　5月15日㈪、6月15日㈭
利用可能施設　古市温泉
問合せ　福祉支援課
　☎072-947-3824（直通）

子ども市内銭湯無料入浴デー
親子ふれ愛（ふろ愛）事業
対 象　保護者または近所のおじさん、
おばさんと同伴の子ども（小学生
以下）※ただし、大人1人につき、
子ども1人が無料です。

日時　5月6日・13日・20日・27日㈯
利用可能施設　ひかり湯、古市温泉
問合せ　社会教育課
　☎ 072-958-1111�内線4451・4450

各コミュニティセンター教室
受講生募集（指定管理者：株式会社クリーン工房）

市民会館主催の教室および催し
（指定管理者：株式会社みのりの里）

－ 催し －
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期間　6月10日㈯～8月6日㈰
場所　ギャラリーはびきの（市役所東
　玄関横：入館無料）
開館　9:00 ～17:00�㈪～㈰
　※祝日は閉館

　
日時　6月19日㈪14:00 ～15:30
場所　市役所別館3階会議室
定員　先着100人　参加費　無料
申込・問合せ　市民協働ふれあい課
　☎ 072-958-1111��内線1082・1081
　※電話以外の申込不可。

農産物展示品評会
　春野菜（碓井えんどう�ほか）品評
会を開催。出品物の販売もあります。
日時　５月10日㈬　9:00 ～
会場　市役所議会棟下
出品受付　当日８:00～9:00
販売　品評会出品物を賞発表後、
　10:30 頃より販売します。
問 合せ　産業振興課内農研クラブ
　連絡協議会事務局
　☎ 072-958-1111内線 2761・2762

ほほえみ こ な だ い っ き
「第 27 回こどもまつり」
元気！楽しい！つながる輪！
　子どもたちによる、お店や舞台パフ
ォーマンスなどを開催。校区外のお
子さんは、大人と一緒に来てください。
日時　５月14日㈰��10:30 ～15:00
場所　陵南の森公民館　
　※雨天時は、館内で開催。
問合せ　こどもまつり実行委員会　
　☎072-957-1114
共催：陵南の森公民館　
後援：羽曳野市・藤井寺市教育委員会

羽曳野市民ウインドオーケストラ
♪ティータイムコンサート♪
日時　５月14日㈰��13:30 開場
　14:00 開演
場所　LICはびきの�ホールＭ
プログラム　マゼランの未知なる大
　陸への挑戦、銀河鉄道999、ライ
　オンキングメドレー�ほか多数
問合せ　羽曳野市民ウインドオーケ
　ストラ　携帯080-2447-2968
　メール habikinowind@yahoo.co.jp

■はびきのコロセアム
　＜行事予定・教室参加者�募集＞�
　※申込開始時刻の時点で定員を超
　　えた場合は抽選。
　☎072-937-3123

5 月の主な行事
日 程 アリーナ 内 容

3 日㈷
4 日㈷

メイン【高体連】
 全国高校バスケ大阪府予選サブ

14 日
㈰ メイン【中学校体育連盟】

 市中学校夏季大会バレー
21 日

㈰ メイン【バレーボール連盟】
 コート別大会

28 日
㈰ メイン【バドミントン連盟】

 第 42 回羽曳野市連盟杯大会

ぶらり羽曳野まち歩き
ぶらりと「近つ飛鳥」探訪
　駒ヶ谷・飛鳥地域は「近つ飛鳥」と言
われ、古墳時代終末期の古墳が多く造
られました。この時代、渡来系氏族が、
最古の官道といわれる竹内街道を通り
「遠つ飛鳥（奈良）」に行きました。先人
と同じ道をたどり、時の流れを感じませ
んか？ほかに、地元特産のワイン工場も
見学、美味しいワインを楽しみましょう！
日時　5月26日㈮�13:00 ～
　近鉄「駒ヶ谷駅改札出口」集合
　※少雨決行
コ ース　駒ヶ谷駅～杜本神社～月読
橋～飛鳥川歌碑～飛鳥戸神社～観
音塚古墳～飛鳥ワイン～上ノ太子駅
（解散）

費用　500円（グラスワイン１杯・資
　料代・傷害保険料など）
定員　先着30人
申込・問合せ　電話・メール申込。
　細見　携帯080-5328-1137
　メールk.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp
主催　羽曳野まち歩きガイドの会
　　��（羽曳野市観光協会）

環農水研 一般公開イベント＆家庭
園芸セミナー開催！
　新棟完成記念イベント！人気の家庭
園芸セミナー、園芸相談、親子で楽し
む体験コーナー、スタンプラリー（参
加者にはお米２合プレゼント）農業大
学校見学会（受験希望者対象）も開催。
■家庭園芸セミナー
　「失敗しない夏野菜の作り方」
　（当日受付10:15�先着100人）
日時　5月20日㈯10:00 ～15:00
場所　尺度442（駐車場あり）
問合せ　環境農林水産総合研究所　
　企画グループ　☎072-958-6551
※詳細は、当所ウェブサイトをご覧く
　ださい。

－ スポーツ －

広告掲載に関する問い合わせは 合同会社IM総合企画 ☎072-242-7997へ。

広 

告



－はびきの　2017.5.1－市役所　☎072-958-1111

33

第 34 回ソフトテニス連盟団体戦
大会参加者募集
日時　●女子の部・男子２部�６月４日㈰
　●男子１部　7月2日㈰
　各部予備日なし　9:00�～19:00
会場　市民体育館（西浦）屋外テニス
　コート
対象　市内在住・在勤・在クラブの
　高校生以上または連盟が認めた方
部門　男子・女子一部（高校生以上）、
　男子・女子二部（40歳以上）
　各部１チーム３ペアによる団体戦。
費用　１チーム6,000�円（高校生は
　4,500�円）
申 込　電話・FAX申込。女子の部と
男子2部は、５月24日㈬、男子１
部は６月21日㈬まで。
※申込チーム数によって期限前に締
　切る場合があります。
　猪砂　☎072-956-4788
　　　　ＦＡＸ072-926-6996　
　　　　携帯090-3821-7547
　渡辺　携帯080-5779-3089
　　　　ＦＡＸ072-911-4940

救命に必要な応急手当ての基礎実技
　心肺蘇生法の講習会です。
日時　7月1日㈯　14:00 ～17:00
　（13:30受付）
場所　コロセアム�サブアリーナ
費用　無料　定員　100人
講師　柏原羽曳野藤井寺消防組合
　消防本部　救命救急士
申込・問合せ　事前申込制。5月22
　日㈪～29日㈪　※㈯㈰除く
　スポーツ振興課
　☎072-947-3901（直通）

費用　5,140円（スポーツ保険料込）
市民プールアルバイト募集
対象　18歳から（高校生不可）
期間　7月10日㈪～8月31日㈭
時間　9:00 ～18:00（休憩1時間）
時給　890円
申 込　履歴書（3カ月以内に撮影した
写真添付）、身分証明書持参5月1
日㈪～20日㈯��9:00 ～21:00
　市民体育館事務所にて受付。
※「プール説明会」の出席が無ければ採用不可。
※「普通救命講習」は必ず受講。
�　6月12日㈪16:00～20:00（時間厳守）

－・－・－・－・－・－・－・－・－
■駒ヶ谷テニスコート
　SSK テニススクール
　☎072-957-5963
春の入会キャンペーン
期間　6月28日㈬まで。期間中の
　ご入会で、レッスン料１カ月分無料。
≪キッズ・ジュニアクラス≫
���・キッズ２（４歳～幼稚園年長）
���・キッズ１（小学１年生～８歳）
���・ジュニア（９歳～小学６年生）
≪一般成人クラス≫（中学生以上）
���・初心／初級／初中級／中級
　詳細は、ウェブサイトを検索。ま
たは、お問い合わせください。

球出しプログラム
“メキメキ球出しタイム”
　80分間さまざまな球出しを行う球
出しプログラムです。
費用　40分300円�/�80 分 500円
対象　中学生以上のテニス経験者
　※詳細はウェブサイトを検索。
－・－・－・－・－・－・－・－・－

大阪エヴェッサチアダンススクール  
無料体験会
日時　5月15日㈪　18:00～19:00
会場　コロセアム�フリールーム3
対象　4歳から中学3年生（市外の方も可）
定員　30人
持物　①動きやすい服装�②室内シュ
　ーズ�③飲み物�④着替え
申 込　5月1日㈪ 9:00 ～�コロセアム
へ直接申込。10:00 ～電話受付可。

■6月からチアダンススクール本格開講 
日時　6月26日㈪　① 4歳～小学
　3年生18:00 ～19:00　②小学 4
　年生～中学生19:30 ～20:30
対象　4歳から中学3年生（市外の
　方も可）
定員　各20人
費用　1回1,620円（7月から継続予定）
申 込　6月1日㈭9:00～コロセアムにて
受付。参加費持参（電話不可。代理可）

簡単！明日から使える病院いらずの
腰痛サヨナラ体操（正しい歩き方教室シリーズ）
　個々に合った歩き方を理学療法士
スタッフが提案します。
日時　5月16日㈫　14:00 ～15:30
会場　コロセアム�メインアリーナ
　ランニングロード
定員　先着30人　費用　500円
講師　廣岡�敬三�氏（高村病院勤務、
　理学療法士）
持物　運動できる服装と上靴
申込　５月１日㈪　９:00～
　コロセアムにて受付。
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

－・－・－・－・－・－・－・－・－
■市民体育館  教室参加者募集
�（指定管理者：株式会社みのりの里）
  市民体育館　☎072-958-2340
正しい歩き方教室
日時　5月9日㈫��15:00 ～17:00
対象　どなたでも参加可　
定員　20人
申込　市民体育館にて受付中
費用　500円（スポーツ保険料込）

整ヨガ教室
期間　4月10日～ 6月19日毎週㈪
　（全10回）19:00 ～20:30
対象　20歳以上の男女
　（市外の方も可）
定員　20人　
申込　市民体育館で受付中

種目 部門 性別 優勝 準優勝 ３位 ３位

ソフトテニス 中学生
男子

佐藤　匠真 河関　壮和 池田　和優 中野　航暉
中村　洸太 水原　大揮 久保田　結翔 玉野　聡大

女子
松田　佳菜 須田　有紗 濱田　蘭 山下　実桜
中田　陽菜 近棟　桃香 村井　葉月 井上　聖菜

バレーボール 高校
・一般

男子 － － － －
女子 DEADLY いえぼん － －

バスケットボール 高校
・一般

男子 Strawberryshake DOPE KDC FLASH
女子 アイアンウォールズ BIG BEAR LADY’ S リトルガイ －

サッカー 中学生 男子 河原城中学校 誉田中学校 峰塚中学校 －

　第38回羽曳野市民総合体育大会（羽曳野市・市教育委員会・市体育協会・市
中学校体育連盟主催）は、平成28年9月4日から平成29年３月19日まで10
種目に分かれて、熱戦が繰り広げられました。１月から３月中に行われた競技の
入賞者の皆さんを紹介します。

 第 38 回  市民総合体育大会

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】

相談 日時 会場 予約 ・ その他

法律相談

2 日・9 日・16 日・23 日・30 日・
6 月 6 日㈫ 13:00 ～ 17:00 市役所 1 階 市民相談室

随時予約を受付けています。☎ 072-957-4000 
1 日あたり定員 8 人。相談時間 30 分。
※対象者は、在住・在勤・在学の方に限ります。
※ 相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。
　靴下を履いてお越ください。

11 日・18 日・6 月 1 日㈭　
13:00 ～ 17:00 陵南の森総合センター

行政相談 10 日㈬ 13:00 ～ 15:00 陵南の森総合センター

国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。
　靴下を履いてお越ください。

人権相談 19 日㈮ 14:00 ～ 16:00 陵南の森総合センター 予約不要。直接お越しください。

女性相談

10 日・24 日・6 月 7 日㈬
13:30 ～ 16:30 市役所 1 階 市民相談室

（電話・面接）

夫婦、家族などの人間関係や夫、恋人からの暴力など女性をと
りまく悩み全般。※予約は随時受付ます。
☎ 072-958-1111　内線 105512 日㈮ 13:30 ～ 16:30

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮［㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。☎ 072-947-3715

障害者生活相談

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターはる 身体・知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関するご相談。

☎ 072-957-1607　ＦＡＸ 072-957-1604
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
8:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。

☎ 072-950-1530　ＦＡＸ 072-950-1531
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。

☎ 072-953-0519　ＦＡＸ 072-953-0567
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。

☎ 072-957-2175　ＦＡＸ 072-957-2176

障害者雇用相談 18 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 福祉支援課に予約。
☎ 072-958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。☎ 072-956-1000

教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。☎ 072-958-7867

家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課に予約してください。☎ 072-947-3837 （直通）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課に予約してください。☎ 072-947-3836（直通）

育児・子育て・児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
ふるいち ☎ 958-3308 　むかいの 携帯 090-8880-0058

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直
接お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

毎月第 1 金曜日 14:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 まずお電話でご相談ください。
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441毎月第 3 金曜日 14:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談
東部地域 18 日㈭ 13:00 ～ 16:00 市役所別館 2 階 

ボランティアセンター
予約不要。直接お越しください。
民生委員の皆さんが、あらゆるご相談に応じます。
社会福祉協議会　☎ 072-958-2315西部地域 11 日・25 日㈭ 13:00 ～ 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 ～ 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 16 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00
地域就労支援センター

（人権文化センター内および
産業振興課内）

地域就労支援センター  ☎ 072-937-0860 または直接お越しく
ださい。（羽曳野市地域就労支援センターでは就職斡旋を行って
おりません。） 
産業振興課  ☎ 072-958-1111　内線 2751

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳） 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもり

など）を専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1172

青少年本人専用相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者がお受けします。
☎ 06-6946-0003　メール：ssl@yso.or.jp

5 月の相談日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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小児鍼・擦過鍼無料体験会
　子どもたちの健やかな成長に小児鍼。
　成人の健康寿命延長のために擦過鍼。
日時　5月18日㈭�13:30 ～15:00
会場　保健センター2階
　予防接種ホール
申込　当日会場にて
問合せ　はびきの鍼灸マッサージ協会
　☎ 072-958-5764��左川

たかわしこどもまつり
　舞台、模擬店、あそびコーナーが
あります。
日時　６月４日㈰　９:30～14:30
会場　高鷲保育園・高鷲学園
問合せ　たかわしこどもまつり実行
　委員会　☎072-953-3883

はびきのおもちゃ病院
日時　5月14日㈰　9:00～12:00
場所　市役所別館２階
※�部品交換が必要な場合は実費負担
になります。

問合せ　羽曳野市社会福祉協議会
　☎ 072-958-2315

ふるさと納税ありがとうございます
※氏名の公表を希望された方のみ掲載しております。

  渡海　英雄　 様   新熊　孝文　 様
  涔澤　諭　    様   森井　美満　 様
  新谷　実理　 様   西浦　孝　    様
  本多　幸夫　 様   パビロニス絵里子    様
  市道　泰宏　 様   貴志　敏夫　 様
  田中　隆　    様   南口　修二　 様
  牧野　武志　 様   酒井　伸一郎 様
  大西　富士夫 様   阪倉　真一　 様
  橋本　雅信　 様   山野　健夫　 様
  橋本　伸子　 様   大久保　昇　 様
  佐藤　定次　 様   涌田　三郎　 様
  浅田　能宏　 様   白井　宗幸　 様
  畑中　しげみ 様   澤田　正行　 様
  中川　芳男　 様   上川　孝男　 様
  大西　康晴　 様   矢野　久子　 様
  小松　克祥　 様   中谷　彰子　 様
  大枝　直喜　 様   吉川　勇司　 様
  立山　博一　 様   ＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　使い道、年度累計などについては市
ウェブサイトをご覧ください。
問合せ　観光課
　☎ 072-958-1111��内線 2744

壺井八幡宮 奉納神事 三々九手挟式
　創建された950年前には、源頼義・
義家親子をはじめ多くの武士が当地
で鍛錬に励んでいました。奉納風景
はその当時の情景に思いを馳せる機
会になるのではないでしょうか。
日時　6月4日㈰　11:00 ～
場所　壺井八幡宮�境内
奉 納　小笠原清忠31世宗家をはじめ、「小
笠原流�弓馬術礼法小笠原教場」の方々

問合せ　壺井八幡宮
　☎072-957-4041

第 15 回「写真展」羽曳野市写真連盟
日程　5月30日㈬～ 6月5日㈪
場所　LICはびきの1階アトリウム
問合せ　羽曳野写真連盟事務局
　坂本　☎072-958-0375

俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を優先していますので、ご了承ください。
また、投稿の作品・氏名には、必ずふりがなを添えてください。（あて先）〒 583-8585 羽曳野市役所 秘書課広報担当
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社協の地域福祉活動協力金にご協力をお願いします

総合福祉センター　１階⑦番
◆☎072-958-2315　◆FAX072-958-3853
◆http://www．hasyakyo．net/
◆Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

◆愛の献血にご協力を♥

5 月5日 ㈷ 市民フェスティバル
（羽曳野ライオンズクラブ共催）
10：00～15：00受 付 時 間

　400mℓ献血、複数回献血へのご協
力をお願いします。
特に若年層の献血者が激減しています。

　血液センターからの申し出により400mℓ
献血限定での受け付けになります。
　献血カードをお持ちの方は、【献血方法
別の次回献血可能日】をご確認ください。

※本人確認のため、受付時に身分証
明書（免許証・保険証など）の提示
をお願いする場合があります。

熊本大震災の義援金
松友会
本庁1階募金箱

50,000円
267,485円

その他多数のご協力ありがとうございました。

東日本大震災の義援金
本庁1階募金箱 123,672円

その他多数のご協力ありがとうございました。

こちら
誉田4-2-1 ☎072-952-1234
http://www.hfankyo.or.jp羽曳野けいさつ署

社会福祉協議会社会福祉協議会社会福祉協議会
社協の地域福祉活動協力金にご協力をお願いします
社会福祉協議会社会福祉協議会社会福祉協議会

◆赤十字の活動資金にご協力お願いします

日本赤十字社では、5月・6月を「赤十字運動月間」と
定め、赤十字思想の普及と活動資金の募集を行って
います。
今年も羽曳野市では、赤十字奉仕団、連合区長会の
ご協力のもと活動資金募集活動を行います。市内の全
町会長様宅に順次訪問させていただきますので、ご協
力をお願い申し上げます。
皆様から寄せられた活動資金は全額日本赤十字社
大阪府支部に送金し、国内の災害救援活動はもとより
国際救援活動や各種講習会など様々な活動資金とし
て活用されます。

◆地域福祉活動協力金にご協力おねがいします
いただいた半分を校区福祉委員会の活動費とし
てカフェ活動や子育てサロン事業など、各校区の
活動費としてお使いいただき、半分はボランティア
推進費・会食会・移送サービスなど市内全域の地
域福祉事業の財源として活用させていただいて
います。ご協力いただくことが地域の福祉活動へ
の参加となり、福祉のまちづくりにつながります。

◆ベビっこひろば
日　時　5月10日㈬　11：00～12：00
場　所　ベビーハウス社協園庭

（雨天の場合はなかよしひろば）
内　容　園庭遊びを予定しています。

親子で元気いっぱい楽しく遊
びましょうね☆
今年度初めてのベビッこひろ
ばです。たくさんの親子のご参
加をお待ちしていま～す。

対　象　地域の親子　※予約不要
問合せ　ベビーハウス社協

☎ 072-930-0240

◆非常勤保育士募集 非常勤保育士を募集します。詳細については、下記までお問い合わせください。

あおぞら保育園　☎ 072-950-1105
羽曳野市古市2-2-27

ベビーハウス社協 ☎ 072-930-0240
羽曳野市高鷲9-2-17

◆第33回手芸ボランティア「手づくり」による手芸教室
内容　ふくろう（※作成は1つです）高さは12cm

※西部事務所:羽曳野市南恵我之荘2-3-22（支所の横）

応募方法　往復はがきにて受け付けします。
①住所②氏名③電話番号④年齢⑤希望場所（東部・西部）
⑥これまでの参加回数
以上を明記の上、お申し込みください！
申込期限　5月8日㈪消印有効　
対象　60歳以上の羽曳野市在住の方
準備物　ボンド・裁縫道具　
参加費　450円（材料代）
申込　羽曳野市社会福祉協議会
〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1　☎ 072-958-2315

場　所 日　時 定員
西部 西部事務所「あいあいハウス」5月18日㈭ 13:00～

5月12日㈮ 13:00～
10人

東部 総合福祉センター2階研修室 30人

善意のご寄付ありがとうございます

浅田　照次
浅田　悦弘
四ツ葉のクローバー 涌元 順子
四ツ葉のクローバー協賛店
藤井寺きもの着付け にしかわ
古市駅前ギフトショップレガロカーサ
河原城婦人会
高鷲中学校第6期卒業生同窓会
匿名
羽曳野市環境衛生事業協同組合
大阪南農業協同組合

¥20,000
¥10,000
¥2,000

¥4,000

¥2,774
¥30,000
¥73,829
¥2,000

¥100,000
スズキアルト 軽四自動車

（平成29年3月）（敬称略）

大阪南農業協同組合様
より、地域福祉活動を推進す
るため、車両のご寄付をい
ただきました。

～テロ許さへん！みんなで守る街の安全～

女性や子どもの犯罪被害防止に防犯ブザーが有効です！
◉ 防犯ブザーって役に立つの？
特に、屋外での性犯罪被害防止対策に有効です。いざという時に声が
出なくても、防犯ブザーのひもさえ引っ張れば大きな音を出せます。

◉ 防犯ブザーはどこで売ってるの？
家電量販店、ホームセンター、インターネットの通販サイトなどで
購入することができます。形はシンプルな物から、可愛いデザインの
ものまで数多く種類がありますので、自分好みの防犯ブザーを選んで
ください。

◉ 防犯ブザーを活用できるように
•「いつでも鳴らせるように持つ」ことが大切です。
•夜遅く、一人で歩かなければならないときには、
手に持つか、カバンの取っ手などに取り付けるな
ど、いつでも手にとれるように。
•電池の確認も忘れないで。

人が多く集まるイベントなどの開催場所は、テロ組織にとって恰好の攻撃対象であり、また開催場所以外でも人が集まる商
業施設や会館（ソフトターゲット）等が対象となることがあります。
不審者や不審物件を発見した際は、最寄りの警察署などに通報を！急を要する場合は110番通報にご協力をお願いします。

◉ 保護者の皆さんは、子どもさんに次のことを指導してあげてください。
～防犯ブザーの5つの確認～

１　すぐに使用できる、目立つところに付けましょう。
2　いざというときに鳴らせるように、使い方を練習しておきましょう。
3　学校から帰宅後に外出する場合でも、忘れずに持って行きましょう。
4　防犯ブザーが鳴っていたら、大人の人に知らせましょう。
5　日頃から音が出るか確認しましょう。

━ 事例 ━
被害者は、深夜に自宅最寄り駅から徒歩で自宅に向かっていた

ところ、いきなり後ろから羽交い締めにされ、口をふさがれまし
た。そのまま路上に押し倒され、「静かにしろ」と脅され、恐怖
で悲鳴を上げることもできない状態でしたが、カバンにぶら下げ
ていた防犯ブザーを鳴らしたところ、犯人はあわててその場から
逃げていきました。

テロ対策に
ご協力ください！

全国警察をあげたテロ対策の取り組みに、ご理解、ご協力をお願いします！
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文
化
遺
産
登
録
推

進
事
業
は
も
と
よ
り
、
堺
市
・
藤
井
寺
市
と

当
市
の
３
市
の
議
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま

す
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
議
員
連
盟
と
も

心
を
一
つ
に
し
て
、
引
き
続
き
国
内
推
薦
獲

得
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
市
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま

す
通
法
寺
跡
の
桜
ま
つ
り
や
、
先
日
の
駒
ヶ

谷
西
側
公
園
で
の
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
は
び

き
の
の
開
催
に
際
し
て
は
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
に
身
近
な
議
会
「
議
会

の
見
え
る
化
」
を
目
指
し
、
よ
り
充
実
し
た

市
議
会
だ
よ
り
を
編
集
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成 29 年第 1 回定例会報告
　　 　「市長の施政方針に対する各会派代表質疑」
平成 29 年第 1 回定例会報告
　　　 「市長の施政方針に対する各会派代表質疑」

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
花
川　
雅
昭　
　
広
瀬　
公
代

　
外
園　
康
裕　
　
松
井　
康
夫

　
嶋
田　

 

丘　
　

  

日
和　
千
賀
子

　
今
井　
利
三

　

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
28
日
ま

で
29
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
施
政
方
針
に
対
す
る
６
会
派

の
代
表
質
疑
、
９
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
、
市
長

の
専
決
処
分
の
報
告
１
件
と
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
一

般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
の
平
成
28
年
度
補
正
予

算
及
び
平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
、
35
件
の
議
案
を
審
議

し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
１
件
「
羽
曳
野
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」、
意
見
書
３
件
「『
官
僚
の

天
下
り
』
の
徹
底
解
明
と
、
必
要
な
法
・
制
度
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書
」、「
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
）
環
境

の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書
」、「
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
制
度
に
更
新
制
の
導
入
を
求
め
る
意
見
書
」
の
審
議
が
行
わ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

尚
、
請
願
１
件
「
羽
曳
野
市
立
島
泉
保
育
園
を
安
心
・
安
全

な
施
設
と
す
る
よ
う
求
め
る
請
願
」
は
総
務
文
教
常
任
委
員
会

で
審
査
さ
れ
、
６
月
議
会
で
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
代
表
質
疑
を
中
心
に
報
告
し
、
一
般
質
問
、
各

委
員
会
の
報
告
は
、
次
回
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

第
1
回
定
例
会

政
務
活
動
費　「
後
払
い
」「
領
収
書
等
の
ウ
ェ
ブ
公
開
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
経
費
の
範
囲
の
縮
減
」等
を
決
定

　
本
市
議
会
で
は
、
政
務
活
動
費
の
適
正
な
運
用
に
資
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
な
お
一
層
の
合
理
性
、
客
観
性
、
透
明
性
を
図
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
議
会
改
革
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
幾
度
と
な
く
審
議
し
た
結
果
、
平
成
29
年
度
か
ら
制
度
全
般

の
改
正
を
行
う
た
め
、
今
定
例
会
に
お
い
て
条
例
改
正
議
案
を

上
程
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
市
議
会
だ
よ
り
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市議会だより
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笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
羽
曳
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
①
地
方
創
生
先
行
型
事
業
及
び
地

方
創
生
加
速
化
事
業
で
総
額
１
億
７
千
万
円

の
交
付
金
を
受
け
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す

る
羽
曳
野
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
。
②
住
宅

確
保
要
配
慮
者
の
低
額
所
得
者
、
被
災
者
、

高
齢
者
、
障
害
者
、
子
供
を
育
成
す
る
家
庭

等
、
住
宅
の
確
保
へ
特
に
配
慮
す
べ
き
方
に

対
し
、
地
方
公
共
団
体
や
宅
地
建
物
取
引
業

者
及
び
賃
貸
住
宅
を
管
理
す
る
事
業
を
行
う

者
で
、
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
円
滑
な
入
居
の

促
進
に
関
し
協
議
す
る
た
め
の
、
居
住
支
援

協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
も

４
月
よ
り
羽
曳
野
市
空
家
等
対
策
協
議
会
を

設
置
し
、
取
り
組
み
が
始
ま
る
が
、
居
住
支

援
協
議
会
の
設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

●
市
長　

①
羽
曳
野
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
魅

力
や
特
性
、
個
性
を
磨
き
上
げ
、
地
域
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
高
め
、
市
内
外

に
効
果
的
に
発
信
し
、
羽
曳
野
に
行
き
た
い
、

住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
羽
曳
野
ブ
ラ
ン
ド

を
確
立
し
た
い
。
②
居
住
支
援
協
議
会
を
設

置
す
る
の
は
課
題
も
多
く
、
４
月
に
羽
曳
野

市
空
家
等
対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
計
画

策
定
す
る
中
で
検
討
し
た
い
。

●
要
望　
①
市
域
の
特
質
、
人
材
、
資
源
を

生
か
し
、
産
官
学
市
民
を
巻
き
込
ん
で
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
る
べ
き
。
②
空
家
等
対

策
協
議
会
の
中
で
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
ほ

し
い
。

《
キ
ー
ワ
ー
ド
「
未
来
」
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
少
子
化
や
子
供
の
貧
困
に
対
し
、

①
子
供
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

と
は
。
②
子
供
の
健
や
か
な
成
長
が
期
待
で

き
る
環
境
と
は
。
③
羽
曳
野
版
ネ
ウ
ボ
ラ
に

つ
い
て
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
各
自
治
体
が
動
き

出
し
て
い
る
。
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
、
子
育
て
支

援
拠
点
や
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
場
と
い
う
意
味

を
持
ち
、
保
健
師
ら
が
相
談
に
応
じ
、
個
別

の
事
情
に
沿
っ
て
対
応
や
医
療
機
関
等
の
調

整
役
も
担
う
。
妊
娠
や
子
育
て
中
の
親
に
は
、

必
要
な
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
る
事

が
大
事
。
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

●
市
長　

①
は
び
き
の
こ
ど
も
夢
プ
ラ
ン
の

基
本
目
標
に
、
生
ま
れ
て
く
る
喜
び
を
親
子

で
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
あ
る
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
妊
産
婦
が

安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
、
周
産
期
の
医

療
体
制
の
充
実
、
出
産
、
育
児
等
に
関
す
る

情
報
提
供
や
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、
母

子
保
健
事
業
を
通
じ
た
子
供
と
母
親
の
健
康

づ
く
り
、
小
児
医
療
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

②
子
育
て
家
庭
が
望
む
教
育
、
保
育
環
境
づ

く
り
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に
基
づ

き
、
教
育
・
保
育
事
業
や
地
域
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
の
提
供
体
制
を
充
実
さ
せ
、

ニ
ー
ズ
対
応
を
図
り
、
子
供
が
不
利
益
を
こ

う
む
る
こ
と
な
く
成
長
で
き
る
環
境
や
子
供

の
健
や
か
な
育
ち
と
保
護
者
が
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。
③
保

健
師
に
よ
る
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
申
請

時
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
な
ど
を
実
施
。
ネ
ウ
ボ
ラ
が
法

定
化
さ
れ
た
状
況
も
踏
ま
え
、
関
係
部
課
の

間
で
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
連
携
会
議
の
開

催
、
近
隣
市
の
動
向
把
握
や
視
察
を
実
施
し

て
い
る
状
況
。

●
要
望　
羽
曳
野
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
実
施
と
、

子
供
の
成
長
に
合
っ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

対
応
す
る
支
援
の
構
築
な
ど
、
子
育
て
は
楽

し
い
と
言
わ
れ
る
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
。

《
産
後
ケ
ア
と
新
生
児
聴
覚
検
査
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
産
後
鬱
の
予
防
や
新
生
児
の
虐
待

予
防
を
図
る
た
め
、
産
後
２
週
間
と
産
後
１

カ
月
の
２
回
、
母
体
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

費
用
の
２
回
分
を
助
成
す
る
事
業
だ
が
、
当

市
の
産
後
ケ
ア
体
制
は
ど
う
か
。
ま
た
新
生

児
聴
覚
検
査
の
検
査
体
制
の
必
要
性
は
、
難

聴
の
ま
ま
成
長
す
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
ず
、
学
習
低
下
に
も
大
き
く
関
係

す
る
。
母
子
手
帳
に
は
検
査
項
目
が
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
周
知
徹
底
が
進
ん
で
い
な
い

感
が
あ
る
。
当
市
は
新
生
児
聴
覚
検
査
を
行

っ
て
い
る
か
。

●
市
長　

産
後
ケ
ア
事
業
に
相
当
す
る
産
前

産
後
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
、
助
産
師
等

が
産
後
の
産
婦
へ
家
庭
訪
問
を
実
施
。
授
乳

指
導
、
育
児
指
導
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て

支
援
の
必
要
性
を
把
握
し
、
産
後
鬱
の
予
防

や
新
生
児
虐
待
予
防
に
努
め
て
い
る
。
新
生

児
聴
覚
検
査
は
、
出
産
病
院
等
で
入
院
中
に

実
施
さ
れ
、
84
．
７
％
が
受
診
。
新
生
児
訪

問
時
に
聴
覚
検
査
の
受
診
勧
奨
や
周
知
啓
発

に
努
め
、
関
係
医
療
機
関
等
と
多
面
的
な
支

援
が
行
わ
れ
る
よ
う
連
携
し
て
い
く
。

●
要
望　
新
生
児
聴
覚
検
査
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
も
ネ
ウ
ボ
ラ
の
一
環
で
あ
り
、
保
護
者

の
方
に
新
生
児
聴
覚
検
査
の
必
要
性
を
周
知

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

《「
未
来
に
羽
ば
た
く　
子
ど
も
・
若
者
を
育

む
ま
ち
」
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
が
ん
教
育
で
、
児
童
・
生
徒
が
が

ん
や
が
ん
患
者
に
対
す
る
認
識
を
持
つ
こ
と

は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
学
校
園
で
の
が
ん

教
育
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。
ま
た
発
達
障

害
の
児
童
・
生
徒
が
別
室
で
授
業
を
受
け
る

通
級
指
導
教
室
に
対
し
、
今
ま
で
の
国
の
予

算
編
成
で
は
不
安
定
な
加
配
定
数
の
取
り
組

み
だ
っ
た
が
、
来
年
度
は
対
象
の
児
童
・
生

徒
数
に
応
じ
て
教
員
定
数
の
改
善
が
行
わ
れ

る
。当
市
の
通
級
指
導
教
室
の
状
況
は
ど
う
か
。

●
市
長　

が
ん
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
と
か
か
わ
る

疾
病
と
し
て
、「
保
健
」
で
取
り
上
げ
、
府

作
成
の
資
料
を
活
用
し
、
正
し
い
理
解
と
命

の
大
切
さ
を
主
体
的
に
考
え
る
態
度
を
育
成

し
て
い
く
。
通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
、
本

市
で
は
４
校
に
設
置
。
28
年
度
は
小
・
中
で

約
70
名
が
指
導
を
受
け
た
。
本
人
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
た
教
科
学
習
や
、
人
と
の
関
わ
り

方
に
関
す
る
体
験
的
な
学
習
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
学
習
等
を
実
施
し

て
い
る
。
本
市
は
教
員
不
足
で
は
な
い
状
況
。

●
要
望　
学
校
園
で
が
ん
教
育
を
実
施
す
べ

き
で
あ
り
、
学
習
指
導
要
領
に
き
ち
っ
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
再
度
申
し
上
げ

る
。

《「
歴
史
・
文
化
が
息
づ
き　
心
身
と
も
に
躍

動
す
る
ま
ち
」
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文

化
遺
産
へ
の
登
録
に
向
け
、
機
運
の
醸
成
を

図
り
、
古
墳
の
魅
力
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
取
り
組
み
と
し
て
の
寄
附
金
制
度
と
は

何
か
。

●
市
長　

循
環
バ
ス
の
車
体
に
世
界
文
化
遺

産
登
録
を
応
援
す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
す
予

定
。
寄
附
金
制
度
は
、
こ
れ
ら
の
機
運
醸
成

に
か
か
る
事
業
費
を
、
も
ず
ふ
る
応
援
隊
に

参
加
す
る
企
業
や
団
体
等
、
幅
広
く
市
民
の

方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
く
も
の
。

●
要
望　
市
長
を
中
心
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
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日
和
千
賀
子
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る　
住
み
よ
い
ま
ち

に
つ
い
て
》

●
質
疑　
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
空
家
等

を
活
用
し
た
計
画
と
は
。

●
市
長　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
利
活
用
の

方
法
や
、
地
域
が
主
体
的
に
参
画
で
き
る
取

り
組
み
と
し
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

《
地
域
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
市
民
の
方
一
人
一
人
が
防
災
意
識

を
高
め
、
地
域
防
災
の
向
上
を
図
る
こ
と
は

大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。
中
学
校
区
を

単
位
と
し
た
防
災
講
演
会
と
は
。

●
市
長　

家
庭
に
お
い
て
身
近
に
役
立
つ
具

体
的
な
防
災
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
考
え
る
。

《
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

以
前
の
質
問
の
中
で
訴
え
た
が
、

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
さ
れ

る
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
思
う
。
構
成
メ
ン

バ
ー
に
つ
い
て
聞
く
。
ま
た
、
糖
尿
病
性
腎

症
重
症
化
予
防
事
業
が
開
始
さ
れ
る
が
内
容

は
。
幾
ら
す
ば
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ

た
と
こ
ろ
で
、
必
要
と
す
る
人
に
た
ど
り
着

け
な
い
の
で
は
意
味
が
な
い
。
健
診
受
診
率

を
上
げ
る
こ
と
こ
そ
意
味
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

●
市
長　

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
専
門
職
で

構
成
す
る
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を

下
半
期
に
は
本
格
稼
働
。
糖
尿
病
腎
症
重
症

化
予
防
事
業
に
つ
い
て
、
特
定
健
診
結
果
か

ら
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
の
高
い
医
療
機
関
未

受
診
者
等
に
対
し
て
保
健
指
導
や
、
医
療
機

関
と
連
携
し
腎
不
全
、
人
工
透
析
等
の
重
症

化
を
予
防
し
て
い
く
。
受
診
率
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
特
定
健
診
で
検
査

デ
ー
タ
等
に
基
づ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

に
つ
い
て
分
析
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

《
子
ど
も
・
若
者
を
育
む
ま
ち
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
小
学
校
の
小
規
模
校
間
に
お
い
て

５・
６
年
生
の
外
国
語
活
動
に
か
か
わ
る
合

同
授
業
を
実
施
し
交
流
と
あ
る
が
具
体
的
に

は
。
市
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
少
な
い
の
が
現
状
。

義
務
教
育
の
中
で
、
小
規
模
校
間
の
対
象
外

の
小
学
生
と
の
学
習
内
容
に
差
が
生
じ
な
い

の
か
。

●
市
長　

小
学
校
小
規
模
校
に
お
け
る
交
流

を
進
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
市
の
英
語
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
当
市
の
職
員
を
活
用
し
て
英
会
話
体
験

等
の
外
国
語
活
動
も
取
り
入
れ
る
。
今
回
は

外
国
語
授
業
に
つ
い
て
、
小
学
校
の
小
規
模

校
に
お
け
る
交
流
事
業
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

《
魅
力
発
見　
賑
わ
い
と
創
造
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
道
の
駅
し
ら
と
り
の
郷
・
羽
曳
野

10
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て
聞
く
。
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
無
料

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
を
早
急
に
。
周
辺
道
路
の

渋
滞
緩
和
策
と
し
て
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の

充
実
、
例
え
ば
立
体
駐
車
場
の
整
備
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
が
。
ま
た
、
グ
レ
ー
プ
ヒ
ル

公
園
野
外
活
動
広
場
の
大
型
遊
具
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
だ
が
、
も
っ
と
優
先
度
の
高
い
施

設
が
あ
る
の
で
は
。

●
市
長　

道
の
駅
し
ら
と
り
の
郷
・
羽
曳
野

10
周
年
に
つ
い
て
は
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
加
え
て
、
野
外
活
動
広
場
の
大
型
木
製

遊
具
を
更
新
予
定
。
今
年
度
は
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
を
予
定
。
立
体
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
用
地
の
確
保
が
難
し
い
と

こ
ろ
だ
が
、
よ
り
多
く
の
方
に
快
適
に
道
の

駅
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。
グ
レ
ー
プ
ヒ
ル
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
舟

形
遊
具
は
、
木
製
の
土
台
部
分
も
腐
食
が
進

ん
で
お
り
、
現
在
使
用
中
止
。
平
成
29
年
度

に
実
施
設
計
、
30
年
度
に
工
事
予
定
。
他
の

公
園
に
あ
る
遊
具
は
、
平
成
29
年
度
に
専
門

技
術
者
を
有
す
る
業
者
に
公
園
遊
具
点
検
を

委
託
。

《
歴
史
・
文
化
が
息
づ
き　
心
身
と
も
に
躍

動
す
る
ま
ち
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
古
墳
群
の
魅
力
を
も
っ
と
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
は
。
堺

市
の
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
と
本
市
の
応
神
天
皇

陵
古
墳
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
モ
デ
ル

事
業
と
は
。
３
市
が
合
同
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
開
催
は
で
き
な
い
の
か
。
竹
内
街
道
の
日

本
遺
産
登
録
に
向
け
た
沿
道
自
治
体
と
の
取

り
組
み
と
は
。
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
拡
張

に
伴
う
市
民
プ
ー
ル
整
備
に
つ
い
て
、
現
在

西
浦
地
域
に
あ
る
市
民
プ
ー
ル
の
整
備
は
行

う
の
か
。
子
供
た
ち
の
遊
び
を
通
し
、
体
力

増
進
に
対
す
る
思
い
を
聞
く
。
市
民
の
生
涯

学
習
の
機
会
増
加
の
た
め
、
四
天
王
寺
大
学

と
の
連
携
に
よ
る
大
学
図
書
館
の
蔵
書
の
借

り
受
け
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

●
市
長　

世
界
文
化
遺
産
登
録
の
機
運
醸
成

に
向
け
、
家
族
全
員
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
検
討
。
マ
ラ
ソ
ン

に
つ
い
て
は
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な

く
、
積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。
毎
週
土

曜
日
の
午
後
に
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
と
応
神
天

皇
陵
古
墳
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
試
験
的

に
運
行
。
竹
内
街
道
の
日
本
遺
産
登
録
に
向

け
て
、
大
阪
府
、
奈
良
県
及
び
関
係
10
市
町

村
で
構
成
す
る
竹
内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）

活
性
化
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
29
年

２
月
２
日
に
文
化
庁
へ
申
請
。
中
央
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
市
民
プ
ー
ル
を
移
転
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
の
体
力
増
強
に
つ

い
て
は
、
屋
外
で
の
遊
び
が
大
き
く
影
響
す

る
と
考
え
る
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー

等
が
で
き
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
が
子
供

た
ち
の
体
力
増
強
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
子

供
た
ち
が
気
軽
に
使
用
で
き
る
公
園
、
プ
ー

ル
を
目
指
し
て
整
備
し
た
い
。
四
天
王
寺
大

学
図
書
館
と
市
立
図
書
館
と
の
連
携
に
よ

り
、
大
学
図
書
館
の
蔵
書
を
中
央
図
書
館
、

陵
南
の
森
図
書
館
で
の
館
内
閲
覧
を
29
年
４

月
か
ら
実
施
。

●
要
望　
空
家
も
地
域
の
中
の
も
の
と
と
ら

え
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
施
設
や
保
育
施
設

な
ど
を
小
規
模
に
運
営
す
る
、
宅
幼
老
所
等

の
事
業
も
進
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
糖

尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
に
つ
い
て
、

患
者
一
人
一
人
の
命
に
対
し
予
防
す
る
こ
と

が
ど
れ
だ
け
大
変
で
、
ど
れ
だ
け
大
切
な
こ

と
か
と
い
う
思
い
を
持
ち
、
進
め
る
こ
と
を

要
望
。
厚
生
労
働
省
諮
問
機
関
に
お
い
て
、

高
齢
者
の
自
立
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
度
を
下
げ
た

自
治
体
に
財
政
支
援
を
す
る
制
度
導
入
に
つ

い
て
大
筋
了
承
さ
れ
た
。
介
護
現
場
の
声
と

し
て
、
皆
ご
利
用
者
様
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
維
持
を

望
ん
で
い
る
。
介
護
職
の
集
ま
り
、
笑
顔
に

な
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
進
め
よ
う
と
す
る
民

間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
も
あ
る
。
高
齢

者
の
方
々
が
地
域
の
中
で
生
き
が
い
を
持
ち

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
羽
曳
野
市
を
、
ほ

か
に
な
い
羽
曳
野
ら
し
い
取
り
組
み
を
願

う
。
子
供
た
ち
の
教
育
に
つ
い
て
、
子
供
た

ち
の
体
力
増
強
に
も
目
を
向
け
、
遊
び
か
ら

で
も
体
力
を
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
思
い
か
ら

プ
ー
ル
の
整
備
を
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速

す
る
現
代
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

も
行
い
、
少
し
で
も
多
く
の
ネ
ー
テ
ィ
ブ
な

外
国
語
に
触
れ
る
機
会
を
。
世
界
文
化
遺
産

登
録
に
お
い
て
は
、
堺
市
、
羽
曳
野
市
、
藤

井
寺
市
に
訪
れ
な
い
と
完
結
で
き
な
い
イ
ベ

ン
ト
を
継
続
的
に
行
い
、
住
民
に
大
阪
で
唯

一
の
世
界
文
化
遺
産
の
あ
る
羽
曳
野
市
を
誇

り
に
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
強
く
願
う
。
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林
　
義
和
（
羽
曳
野
無
所
属
の
会
）

《「
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る　
住
み
よ
い
ま

ち
」
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
恵
我
ノ
荘
駅
前
南
側
広
場
整
備
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

●
市
長　

本
年
度
か
ら
事
業
着
手
を
し
、
用

地
買
収
に
入
る
。
今
年
度
は
基
本
設
計
に
よ

っ
て
具
体
化
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
質
疑　
恵
我
ノ
荘
駅
前
南
側
広
場
整
備
に

つ
い
て
、
今
現
在
の
形
状
、
駅
前
広
場
と
し

て
都
市
計
画
決
定
し
て
い
る
ど
真
ん
中
に
立

派
な
建
物
が
あ
り
、
こ
れ
を
ま
た
潰
し
て
、

そ
れ
が
広
場
に
変
わ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
財

政
状
況
が
あ
っ
て
、
あ
の
土
地
を
市
が
購
入

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い
る

が
、
二
重
投
資
に
な
る
と
、
必
ず
市
民
の
方

は
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
。

●
市
長　

基
本
設
計
を
す
る
中
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
、
議
会
そ
れ
ぞ
れ
参
画
し
て
い
た
だ

き
、
一
番
い
い
方
向
を
見
つ
け
れ
ば
い
い
。

当
市
が
そ
こ
に
駅
前
南
側
広
場
を
建
設
す
る

と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
生
か
し
た
形
、

共
存
す
る
形
で
も
よ
く
、
そ
れ
が
可
能
な
ら

ば
そ
れ
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。

●
質
疑　
空
家
対
策
に
つ
い
て
、
５
年
ほ
ど

前
か
ら
再
三
述
べ
て
き
た
。
や
っ
と
国
の
ほ

う
が
動
き
出
し
、
我
が
市
で
も
調
査
が
終
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
本
格
的

に
空
家
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
進
め
て
い
く

と
思
う
が
ど
う
か
。

●
市
長　

空
家
を
負
の
遺
産
で
は
な
く
、
有

効
な
社
会
資
産
と
捉
ま
え
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
官
民
連
携
を
強
化

し
、
エ
リ
ア
特
性
を
生
か
し
た
地
域
主
体
の

町
育
て
の
視
点
を
持
っ
た
空
家
対
策
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
ま
い
る
。

《「
地
域
が
つ
な
が
り　
安
全
で
心
安
ら
ぐ
ま

ち
」
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
危
機
管
理
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
自
衛
隊
の
Ｏ
Ｂ
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
北
の
地
震
、
熊
本

の
地
震
等
々
、
一
番
迅
速
に
行
動
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
だ
け
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
。

市
独
自
で
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
に
来
て
も
ら
い
連
携

を
と
っ
て
対
応
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
考
え

は
ど
う
か
。

●
市
長　

災
害
時
に
対
応
で
き
る
知
識
や
経

験
を
持
っ
た
職
員
の
養
成
及
び
自
衛
隊
の
Ｏ

Ｂ
の
方
も
含
め
て
、
そ
の
採
用
を
引
き
続
き

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
質
疑　
避
難
所
の
対
応
に
つ
い
て
、
も
し

何
か
起
き
た
場
合
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
で

避
難
所
を
開
設
で
き
る
の
か
。
ま
ず
は
逃
げ

る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
体
制
を
と

っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。
職
員
は
、
役
所
に
来

る
よ
り
も
先
に
近
く
の
避
難
所
へ
行
く
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。

●
市
長　

時
間
外
に
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
近
く
の
職
員
の
開

設
要
員
に
よ
り
、
１
時
間
を
待
た
ず
に
全
て
の

避
難
所
を
開
設
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
質
疑　
１
時
間
と
い
え
ば
非
常
に
長
い
。

直
ち
に
門
を
あ
け
、
電
気
を
つ
け
る
ぐ
ら
い

は
速
や
か
に
や
っ
て
当
然
だ
と
、
ま
た
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
点
ど
う
か
。

●
市
長　

や
は
り
１
時
間
で
は
少
し
時
間
が

か
か
り
過
ぎ
。
す
ぐ
に
開
設
で
き
る
よ
う
な

構
想
を
い
ま
一
度
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

《「
と
も
に
支
え
合
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
は
び
き
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業
を
市

西
部
地
域
に
教
室
を
開
始
す
る
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
場
所
は
ど
こ
か
。
今
あ
る
Ｌ
Ｉ
Ｃ

を
中
心
と
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
我
々
が
住
ま

い
す
る
西
地
区
の
人
間
は
行
き
づ
ら
い
。

●
市
長　

事
業
の
実
施
場
所
の
決
定
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
面
積
、
利
用
者
の
利
便
性
な

ど
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
鋭
意
検

討
を
進
め
て
い
る
。

●
質
疑　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン
の
事
業
に
つ

い
て
、
陵
南
の
森
も
い
い
が
、
支
所
の
２
階

は
ど
う
か
。
今
は
ほ
と
ん
ど
利
用
が
な
い
よ

う
で
、
そ
れ
な
り
に
面
積
も
あ
り
、
西
部
地

域
の
方
が
寄
り
や
す
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

●
市
長　

支
所
の
耐
震
調
査
も
実
施
す
る

が
、
ま
ず
は
今
の
交
通
機
関
、
量
も
含
め
て
、

陵
南
の
森
を
含
め
て
幅
広
く
考
え
て
い
け
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
。

●
質
疑　
就
労
支
援
事
業
に
参
加
す
る
と
あ

る
が
、
今
ま
で
ど
う
し
て
き
た
の
か
。
今
後

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

●
市
長　

生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
の
就

労
支
援
事
業
は
、
個
別
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
労
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
よ
り
き
め
細
か

な
就
労
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
就
労
準
備

支
援
事
業
は
、
す
ぐ
に
一
般
就
労
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
方
を
対
象
に

個
別
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
府
内
の
自
治

体
で
実
施
し
て
い
る
広
域
事
業
に
参
加
す
る

つ
も
り
。

《「
未
来
に
羽
ば
た
く　
子
ど
も
・
若
者
を
育

む
ま
ち
」
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
に
つ
い

て
、
こ
れ
を
具
体
的
に
ど
う
い
う
形
で
運
営

し
て
い
く
の
か
。
幼
稚
園
の
子
供
が
減
り
、

何
ら
か
の
対
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
提
言
し
た
。
保
育
園
は
逆
に
満
杯

と
い
う
こ
と
で
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の
統
廃

合
、
民
間
委
託
等
の
具
体
的
な
構
想
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

●
市
長　

幼
稚
園
と
保
育
園
の
垣
根
を
な
く

し
た
認
定
こ
ど
も
園
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
保
育
園
及
び
幼
稚
園
の
今
後
の
あ
り
方

の
検
討
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
答
え
の
一
つ

が
、
就
学
前
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
新
た
な

形
の
環
境
づ
く
り
で
あ
る
、
こ
ど
も
未
来
館

た
か
わ
し
の
整
備
で
あ
る
。

●
質
疑　
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
は
、
施

政
方
針
に
は
英
語
教
育
等
を
し
、
さ
ら
に
は
給

食
も
希
望
者
に
は
提
供
す
る
と
あ
る
。
こ
れ
を

見
る
と
、
ま
こ
と
に
不
公
平
だ
と
思
う
が
。

●
市
長　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
ず
食
育

と
い
う
観
点
に
重
点
を
置
い
た
給
食
サ
ー
ビ

ス
を
考
え
て
い
る
。
環
境
や
サ
ー
ビ
ス
等
に

つ
い
て
、
こ
こ
だ
け
が
特
別
に
、
と
は
考
え

て
い
な
い
。

●
質
疑　
島
泉
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
結
論

を
は
っ
き
り
示
し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
困
る

の
は
市
民
で
あ
り
地
域
住
民
で
あ
る
。
そ
の

点
に
つ
い
て
の
見
解
を
求
め
る
。

●
市
長　

幼
稚
園
、
保
育
園
の
今
後
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
中
で
、
し
っ
か
り
と
決
定
し

て
ま
い
り
た
い
。

●
質
疑　
幼
保
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
と
あ

る
。
こ
れ
は
羽
曳
野
中
学
校
と
埴
生
小
学
校

の
こ
と
だ
と
思
う
が
、
市
内
全
域
の
小
・
中

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
へ
の
考
え
は
あ
る

の
か
。

●
市
長　

さ
き
の
校
区
は
、
市
内
の
一
貫
教

育
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
一
体
的
に
運
営
す
べ

き
と
さ
れ
て
お
り
、
一
貫
教
育
を
最
も
効
果

的
に
実
施
で
き
る
形
と
し
て
義
務
教
育
学
校

へ
の
移
行
を
決
め
、
こ
の
学
校
で
の
実
践
成

果
が
今
後
当
市
の
一
貫
教
育
に
と
っ
て
よ
い

先
進
事
例
と
な
っ
て
、
そ
の
成
果
を
他
の
校

区
の
教
育
指
導
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
期
待
し

て
い
る
。
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共
産
党
）

《
施
政
方
針
の
基
本
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
日
本
共
産
党
議
員
団
が
実
施
し
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
み
る
と
、
市
民

生
活
が
大
変
厳
し
い
こ
と
、
そ
の
も
と
に
貧

困
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
何
か
手
だ
て
を

講
じ
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
貧
困
と
格
差
拡
大
と
い
う
実
態
を

重
く
受
け
止
め
、
そ
れ
を
少
し
で
も
和
ら
げ

る
た
め
の
施
政
方
針
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

施
政
方
針
の
も
と
と
な
る
市
民
生
活
の
実
態

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

月
例
経
済
報
告
で
は
、
景
気
は
一

部
に
改
善
の
遅
れ
も
見
ら
れ
る
が
、
緩
や
か

な
回
復
基
調
。
勤
労
統
計
調
査
の
速
報
値
で

は
、
実
質
賃
金
は
前
年
度
か
ら
０
.
７
％
増

え
、
５
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
。
労
働
市
場
月
報

で
は
大
阪
の
有
効
求
人
倍
率
は
０
.
19
ポ
イ

ン
ト
上
昇
。
こ
の
よ
う
に
市
民
生
活
に
直
結

す
る
賃
金
、
雇
用
と
い
っ
た
経
済
指
標
は
全

体
と
し
て
緩
や
か
な
プ
ラ
ス
基
調
と
い
え
る
。

●
質
疑　
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
基
調
と
の

認
識
だ
が
、
多
く
の
方
は
貧
困
と
格
差
は
拡

大
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
も
事
実
で

あ
る
。
そ
ん
な
中
、
地
方
自
治
体
は
住
民
の

安
全
や
健
康
を
守
り
、
福
祉
の
増
進
と
い
う

立
場
を
施
政
方
針
で
貫
く
べ
き
。
そ
し
て
貧

困
と
格
差
解
消
を
目
指
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
市
長　

課
題
に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
を

的
確
に
捉
え
て
適
切
に
施
策
の
見
直
し
を
図

り
な
が
ら
事
業
の
選
択
と
集
中
、
不
断
の
改

革
を
実
行
し
て
き
た
。

《
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
単
位
化
に
よ

る
保
険
料
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
に
よ
り
、

大
阪
府
は
統
一
保
険
料
を
模
索
し
て
い
る
が
、

府
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
当
市
の
保
険
料
は
年

間
一
人
当
た
り
、
２
万
４
千
円
ほ
ど
高
く
な

る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
保
険
料
を
抑
制

し
、
生
活
を
応
援
す
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、

統
一
保
険
料
は
逆
行
す
る
の
で
は
な
い
か
。

●
市
長　

府
の
試
算
結
果
は
、
今
後
制
度
改

正
に
合
わ
せ
て
処
置
さ
れ
る
公
費
拡
充
分
な

ど
の
算
定
か
ら
除
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
現
行
制
度
と
新
制
度
の
差
額
は
今
後
変

更
す
る
も
の
。
前
年
度
と
比
較
し
て
一
定
程

度
超
え
る
と
き
は
、
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
大
阪
府
と
い
う
一

つ
の
保
険
者
の
も
と
で
、
被
保
険
者
に
と
っ

て
公
平
で
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
く
る
。

●
質
疑　
国
の
財
政
支
援
と
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
繰
り
入
れ
を
継
続
し
、
保
険
料
の

抑
制
に
力
を
尽
く
す
こ
と
が
市
民
生
活
を
守

る
上
で
大
切
な
こ
と
。
国
保
法
第
１
条
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を
確
保

し
、
社
会
保
障
及
び
国
民
保
健
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
被
保
険
者

が
相
互
に
助
け
合
う
相
互
扶
助
で
は
な
く
、

社
会
保
障
で
あ
る
と
定
め
た
こ
の
認
識
を
基

本
に
し
た
国
保
運
営
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

●
市
長　

国
保
は
健
全
財
政
を
維
持
し
て
き

て
い
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、

健
康
施
策
充
実
の
た
め
な
ど
、
計
画
的
に
適

切
な
目
的
を
持
っ
て
行
っ
て
き
た
。
国
保
制

度
は
国
民
皆
保
険
の
基
礎
で
あ
り
、
社
会
保

障
制
度
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

●
要
望　
国
保
の
問
題
は
、
相
互
扶
助
と
い

う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
基
本
は

国
保
法
第
１
条
の
社
会
保
障
と
し
て
の
国
民

健
康
保
険
制
度
で
あ
る
。
こ
の
立
場
で
応
援

し
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
就
学
援
助
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
子
ど
も
の
貧
困
は
深
刻
で
あ
る
。

就
学
援
助
制
度
、
中
で
も
新
入
学
の
学
用
品

費
の
補
助
は
、
あ
ま
り
に
も
補
助
費
と
実
際

の
額
が
乖
離
し
て
い
る
。
文
科
省
は
29
年
度

か
ら
約
２
倍
に
あ
た
る
４
万
円
台
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
決
め
た
。
当
然
、
当
市
も
引
き

上
げ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
全
国
で
は
入
学
早
々
に
制
服
な
ど
を

そ
ろ
え
る
こ
と
か
ら
、
入
学
前
支
給
を
実
施

す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。
支
給
時

期
の
前
倒
し
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
市
長　

入
学
準
備
金
は
、
国
の
基
準
が
約

２
倍
に
増
額
さ
れ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
新
年
度
入
学
分
か
ら
国
基
準
に
合
わ
せ

た
支
給
を
行
う
方
向
で
調
整
し
て
い
る
。
支

給
時
期
は
、
事
務
処
理
上
の
課
題
が
あ
り
、

現
行
の
支
給
時
期
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
入
学
準
備
金
は
改
善
を
図
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
支
給
日
の
前
倒
し
は
事
務
処

理
上
の
課
題
を
理
由
に
７
月
の
支
給
と
い
う

こ
と
だ
が
遅
過
ぎ
る
。
入
学
の
２
、３
カ
月

前
の
支
給
を
要
望
す
る
。

《
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
福
島
原
発
事
故
か
ら
６
年
。
当
時
、

市
長
は
雑
誌
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
、
40
年

の
間
に
原
発
を
廃
炉
に
す
べ
き
と
回
答
し
、

議
会
で
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
し
て

い
く
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
立
場
に
変
わ

り
は
な
い
か
。

●
市
長　

原
発
に
対
す
る
考
え
方
は
今
現
在

も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
福
島
原
発
事
故
の

傷
跡
は
深
く
、
英
知
を
結
集
し
、
国
策
で
取

り
組
む
課
題
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
た
か

め
て
い
く
と
い
う
立
場
に
立
た
な
い
と
、
原

発
廃
炉
と
い
う
道
は
見
え
て
こ
な
い
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
、
そ
う
し
た
取
り
組

み
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

《
教
育
の
目
的
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
教
育
の
目
的
は
、
憲
法
や
教
育
基

本
法
で
人
格
の
完
成
を
図
る
と
定
め
ら
れ
、

ま
た
、
政
治
的
中
立
を
図
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
、
マ
ス
コ
ミ

で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
安
倍
首
相
頑

張
れ
」
と
い
っ
た
唱
和
や
「
教
育
勅
語
」
の

唱
和
と
い
っ
た
も
の
が
教
育
と
い
え
る
の
か
。

●
市
長　

私
学
は
一
定
程
度
の
自
由
度
は
認

め
ら
れ
て
い
る
が
、
法
律
で
定
め
る
学
校
は

特
定
の
政
党
を
支
持
し
、
ま
た
、
こ
れ
に
反

対
す
る
た
め
の
政
治
教
育
を
し
て
は
な
ら
な

い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
義
務
教
育
の
基
本

は
教
育
基
本
法
の
理
念
ど
お
り
で
あ
る
。

《
カ
ジ
ノ
誘
致
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
大
阪
府
は
経
済
成
長
戦
略
と
言
っ

て
カ
ジ
ノ
誘
致
に
熱
心
で
あ
る
。
カ
ジ
ノ
は

刑
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
賭
博
で
あ
る
。
成

長
戦
略
ど
こ
ろ
か
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
が

増
え
、
逆
に
社
会
が
疲
弊
す
る
結
果
と
な
る
。

一
歩
譲
っ
て
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
と

し
て
も
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
人
の
不
幸
を
踏
み

台
に
し
た
経
済
活
性
化
で
あ
る
。
ま
と
も
な

政
治
と
は
言
え
な
い
。
カ
ジ
ノ
誘
致
に
対
し

ど
う
考
え
る
の
か
。

●
市
長　

カ
ジ
ノ
誘
致
は
、
Ｉ
Ｒ
施
設
の
立

地
推
進
事
業
で
、
観
光
客
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
客

ま
で
楽
し
め
る
国
際
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
都
市
を
目
指
す
目
的
で
調
査
研
究
さ
れ
て

き
た
。
今
後
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
必
要

な
要
望
等
に
つ
い
て
適
切
に
行
っ
て
い
く
。

●
要
望　
成
長
戦
略
の
柱
に
Ｉ
Ｒ
や
カ
ジ
ノ

を
据
え
る
の
は
違
う
。
経
済
活
性
化
を
図
る

と
い
う
の
な
ら
、
や
は
り
市
民
生
活
を
豊
か

に
す
る
、
将
来
の
不
安
を
な
く
す
た
め
に
社

会
保
障
の
充
実
を
隅
々
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ

と
を
成
長
戦
略
の
柱
に
す
べ
き
。
間
違
っ
た

成
長
戦
略
に
は
き
ち
っ
と
意
見
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
。
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吉
田
恭
輔
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
質
疑　
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
や
「
竹

内
街
道
」
を
初
め
と
す
る
当
市
の
歴
史
的
遺

産
は
千
年
、
二
千
年
と
い
う
長
い
と
き
を
経

て
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
今
年
こ
そ
文

化
庁
よ
り
推
薦
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
古
市
古
墳

群
の
魅
力
を
市
民
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
羽
曳
野
市
や
古
市
古
墳
群
の
魅

力
を
説
明
、
紹
介
で
き
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
進
捗
状
況
は
。

●
市
長　

古
墳
群
の
魅
力
を
市
民
が
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
例
と
し
て
、

今
年
の
夏
に
応
神
天
皇
陵
外
濠
外
堤
に
コ
ス

モ
ス
畑
を
誕
生
さ
せ
、
そ
し
て
、
各
古
墳
や

全
小
・
中
学
校
の
上
空
か
ら
撮
影
し
た
映
像

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
景
観
に
配

慮
し
た
案
内
看
板
の
設
置
や
、
ご
み
が
落
ち
て

い
な
い
美
し
い
町
を
つ
く
る
の
も
大
切
だ
と

考
え
る
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
の
協
力
の
も
と
「
羽
曳
野
ま
ち
歩

き
ガ
イ
ド
の
会
」
を
設
立
し
、
市
内
観
光
ガ

イ
ド
体
験
ツ
ア
ー
や
、
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
の

開
催
な
ど
自
主
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

●
質
疑　
竹
内
街
道
の
魅
力
の
発
信
と
古
市

古
墳
群
と
の
連
携
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

●
市
長　

竹
内
街
道
の
魅
力
の
発
信
に
つ
い

て
は
、
竹
内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）
活
性

化
委
員
会
に
て
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
街
道

祭
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
の
情
報
発
信
な
ど
を
通
じ
て
行
っ
て

き
た
。
関
連
自
治
体
と
連
携
し
て
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
、
魅
力
を
磨
く
こ
と
で
、
羽
曳

野
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
一
助
に
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
古
市
古
墳
群
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
百
舌
鳥
古
墳
群
と
古
市
古

墳
群
間
の
た
め
に
運
行
さ
せ
る
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
中
に
、
世
界
文
化
遺
産
関
連
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
加
え
て
、
竹
内
街
道
の
資
料
も
配

置
し
て
、
幅
広
く
歴
史
資
産
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

●
質
疑　
健
康
を
羽
曳
野
の
文
化
と
し
て
根

づ
か
せ
、
広
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

昨
年
当
市
で
生
ま
れ
た
こ
ど
も
の
数
は
初
め

て
８
０
０
人
を
切
っ
た
。
平
成
28
年
、
健
や

か
に
百
歳
を
超
え
た
人
が
55
人
（
10
年
前
は

26
人
）
お
ら
れ
た
。
市
長
は
「
健
や
か
に
生

き
る
」
と
い
う
考
え
で
健
康
寿
命
を
平
均
寿

命
に
近
づ
け
た
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の

対
応
策
は
。

●
市
長　

健
康
は
び
き
の
21
計
画
に
記
載
し

て
い
る
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
は
、
お
よ
そ

男
性
が
79
歳
と
77
歳
、
女
性
が
86
歳
と
82
歳
。

こ
の
差
を
い
か
に
近
づ
け
て
い
く
か
。
特
定

健
診
に
当
市
独
自
の
生
活
習
慣
病
に
関
す
る

14
の
項
目
を
追
加
し
、
29
年
度
よ
り
糖
尿
病

性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
を
開
始
し
、
人
工

透
析
等
の
重
症
化
を
予
防
す
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ウ

エ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン
は
大
変
好
評
で
、
ほ
か
に

も
、
き
ら
き
ら
シ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
介

護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
、
い
き
い
き
百
歳

体
操
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

●
質
疑　
今
「
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
」

が
で
き
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。
当
市
の

東
の
方
面
に
も
「
認
定
こ
ど
も
園
」
を
つ
く

る
考
え
だ
が
、
そ
の
前
に
幼
・
小
・
中
の
校

区
編
成
の
見
直
し
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い

る
。
14
幼
稚
園
、
14
小
学
校
、
６
中
学
校
が

妥
当
と
考
え
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

今
後
も
在
籍
者
数
が
減
少
す
る

中
、
学
校
園
の
適
切
な
規
模
に
つ
い
て
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
校
区
の
編
成
も
含
め
て
、

中
期
・
長
期
的
な
計
画
の
も
と
、
在
籍
数
だ

け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
性
や
利
便
性
な
ど

も
考
慮
し
、
子
供
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

●
質
疑　
市
長
が
就
任
し
た
12
年
前
は
、
市

の
借
金
が
４
６
０
億
円
、
市
民
一
人
当
た
り

約
40
万
円
あ
っ
た
。
28
年
度
は
約
３
８
６
億

円
、
一
人
当
た
り
34
万
円
と
少
な
く
な
り
、

自
治
体
の
借
金
に
当
た
る
建
設
地
方
債
の
残

高
は
１
５
２
億
円
減
額
に
な
っ
た
。
財
政
調

整
基
金
は
36
億
円
あ
る
が
、
黒
字
財
政
が
続

い
て
い
る
理
由
は
。
ま
た
、
当
市
の
歴
史
を

知
る
歴
史
資
料
館
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る

が
、
市
長
の
思
い
切
っ
た
英
断
の
時
期
が
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

●
市
長　

就
任
当
時
、
赤
字
決
算
が
継
続
し
、

厳
し
い
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
た
状
況

の
中
で
、
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
財
政
健
全

化
に
取
り
組
ん
だ
。
18
年
度
か
ら
10
年
連
続

で
黒
字
決
算
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
公
債

費
の
高
止
ま
り
、
社
会
保
障
費
の
増
大
の
中
、

人
件
費
や
普
通
建
設
事
業
等
の
精
査
を
行

い
、
安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
優
先
と
し
て
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
、
公
営
住
宅
の
改
修
な

ど
を
行
い
、
国
か
ら
の
補
助
金
も
活
用
し
て

き
た
。
29
年
度
も
小
・
中
学
校
体
育
館
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
や
学
習
環
境
改
善
の
た
め

の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
健
康
施
策
と
し
て
の
は

び
き
の
ウ
エ
ル
ネ
ス
事
業
拡
充
な
ど
、
事
業

の
選
択
と
集
中
を
行
う
。
少
子
化
が
進
む
中
、

保
育
所
、幼
稚
園
、学
校
も
含
め
、市
民
会
館
、

市
民
体
育
館
等
、
大
き
く
見
直
し
を
迫
ら
れ

て
い
る
中
で
、
う
ま
く
既
存
の
公
共
施
設
を

活
用
し
て
、「
歴
史
資
料
館
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
も
可
能
で
は
な
い
か
。
我
々
の
ふ

る
さ
と
に
古
代
か
ら
引
き
継
ぎ
、
先
人
達
が

残
し
て
く
れ
た
歴
史
遺
産
を
生
か
す
施
策
を

是
非
考
え
て
い
く
。

●
質
疑　
２
０
１
６
年
４
月
１
日
に
障
害
者

差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
を

市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

法
の
施
行
を
受
け
て
、
職
員
研
修

や
広
報
に
よ
る
周
知
、
商
工
会
な
ど
を
通
じ

て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
実
施
。
今
年
度

は
職
員
が
遵
守
す
べ
き
服
務
規
律
の
一
環
と

し
て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
係
る
対
応
要
項
を
作
成
し
、
今
年
７

月
に
は
市
内
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

職
員
を
講
師
に
招
い
て
研
修
を
実
施
す
る
。

全
て
の
職
員
が
障
害
者
差
別
基
本
法
の
趣
旨

を
理
解
、
実
践
で
き
る
よ
う
、
大
阪
府
な
ど

と
連
携
を
深
め
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

●
要
望　
世
界
文
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
場

合
、
認
定
さ
れ
て
か
ら
の
ほ
う
が
大
変
だ
と

思
う
。
道
路
整
備
、
駐
車
場
の
確
保
、
休
憩

所
、
食
事
、
ト
イ
レ
等
々
「
お
も
て
な
し
」

が
大
変
で
あ
る
。
外
国
語
を
話
せ
、
説
明
で

き
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
早
く
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
歴
史
資
料

館
は
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
20
年

以
上
開
か
れ
て
い
な
い
校
区
審
議
会
を
必
ず

開
催
し
て
ほ
し
い
。
最
後
に
、
市
内
の
道
路

は
相
当
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
傷
ん
で

い
る
歩
道
の
整
備
を
早
急
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
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松
井
康
夫
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
教
育
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
文
部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ
た
次
期

学
習
指
導
要
領
は
、
小
学
校
は
平
成
32
年
よ

り
、
ま
た
、
中
学
校
に
お
い
て
は
平
成
33
年

よ
り
完
全
実
施
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
中
に
お
い
て
、
現
在
の
学
習
指
導
要
領
の

主
た
る
目
的
で
あ
る
生
き
る
力
の
育
成
、
そ

れ
は
継
承
し
、今
後
進
ん
で
い
く
人
工
知
能
、

い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ
っ
て
仕
事
の
半

数
が
自
動
化
さ
れ
、
人
間
に
よ
る
仕
事
が
な

く
な
る
時
代
に
突
入
す
る
た
め
、
そ
の
対
策

と
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手

法
を
取
り
入
れ
て
、
主
体
的
、
対
話
的
な
深

い
学
び
を
学
校
教
育
で
実
現
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
。
市
長
は
こ
れ
ま
で
安
心
・
安
全

な
教
育
環
境
の
整
備
に
重
点
を
置
い
て
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、

近
隣
市
と
比
較
し
た
と
き
、
教
育
環
境
の
整

備
の
中
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
の
確
保
や
人
的
支

援
の
面
で
ま
だ
取
り
組
む
べ
き
点
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

●
市
長　

Ｉ
Ｔ
化
が
進
む
社
会
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
羽
曳
野
の
子
供
た
ち
に
は
一
層
主
体

的
に
生
き
る
力
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。
教

育
の
環
境
整
備
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
安

全
・
安
心
な
学
校
の
環
境
整
備
を
今
後
も
優

先
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
現
在
非

構
造
部
材
の
耐
震
化
並
び
に
普
通
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
順
次
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
。
教
材
の
確
保
、
人
的
な
支
援
に
つ
い

て
は
、
今
後
教
育
委
員
会
と
と
も
に
し
っ
か

り
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

次
期
学
習
指
導
要
領
完
全
実
施

の
平
成
32
年
度
ま
で
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
十
分
に

活
用
で
き
る
教
育
設
備
の
充
実
や
、
多
く
の

子
供
た
ち
が
行
き
届
い
た
教
育
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
市
独
自
の
人
的
支
援
を
行
う
な

ど
、
羽
曳
野
で
育
っ
て
社
会
へ
出
た
人
材
が

羽
曳
野
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
評
価
さ
れ
る
よ

う
な
、
教
育
に
係
る
支
援
と
教
育
環
境
の
整

備
を
さ
ら
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

《
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
》

●
質
疑　
国
の
方
針
で
も
あ
る
、
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設
を
急
い
で

や
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
各

家
庭
、
保
護
者
の
方
々
が
お
持
ち
の
悩
み
や

相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
窓

口
を
つ
く
り
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
を
推

進
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
市
民
に

安
心
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
母
子
保
健
法
の
改
正
に
よ
り
法
定
化

さ
れ
、
お
お
む
ね
平
成
32
年
度
末
ま
で
に
全

国
展
開
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、

当
市
に
お
い
て
も
、
よ
り
一
層
、
妊
産
婦
の

方
々
や
子
育
て
さ
れ
る
ご
家
庭
が
相
談
し

や
す
く
、
ま
た
、
相
談
し
て
み
よ
う
と
思
う

も
の
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

《
幼
稚
園
、
保
育
園
の
今
後
の
見
通
し
と
計

画
及
び
考
え
方
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

社
会
的
な
問
題
で
も
あ
る
人
口

減
少
、
少
子
化
の
問
題
も
見
据
え
な
が
ら
、

公
共
施
設
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
同
様
、

幼
稚
園
、
保
育
園
の
今
後
の
具
体
的
な
見
通

し
と
計
画
、
ま
た
考
え
方
を
示
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
市
長　

公
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
園
児

数
の
減
少
、
耐
震
性
に
課
題
が
あ
り
、
適
正

規
模
化
と
今
後
の
公
立
幼
稚
園
の
あ
り
方

の
検
討
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。
公
立
保

育
園
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
、
耐
震

性
の
課
題
も
踏
ま
え
て
、
待
機
児
童
解
消
の

た
め
の
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
や
、
統
廃
合

に
よ
る
適
正
配
置
を
図
り
、
人
的
・
物
的
資

源
の
再
編
整
備
や
公
立
保
育
園
の
特
性
を

生
か
し
た
多
機
能
化
を
推
進
し
て
、
そ
の
役

割
を
明
確
化
し
て
い
く
と
い
う
課
題
が
あ

り
、
今
後
も
就
学
前
の
教
育
・
保
育
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
29
年

度
中
に
ぜ
ひ
ひ
と
つ
特
別
委
員
会
な
ど
を

開
催
し
て
、
議
会
に
も
報
告
し
た
い
。

●
要
望　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
一
括

し
て
要
望
す
る
。
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
場
所
等
の
問
題
や
人

材
の
確
保
、
財
源
の
必
要
性
が
あ
る
と
思
う

が
、
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
子
育
て
支
援
は

15
年
間
に
わ
た
る
支
援
政
策
で
あ
る
。
子
供

た
ち
が
将
来
納
税
者
と
な
り
、
年
金
や
介
護

を
支
え
て
く
れ
る
よ
う
な
次
世
代
へ
の
支

援
、
ま
た
高
齢
化
社
会
を
支
え
て
行
く
次
世

代
へ
の
投
資
と
考
え
、
子
育
て
や
教
育
に
対

し
て
多
く
の
人
的
及
び
財
政
的
な
支
援
を

重
ね
て
要
望
す
る
。

《
庁
内
に
お
け
る
避
難
訓
練
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

自
主
防
災
意
識
の
醸
成
に
よ
る

防
災
意
識
の
向
上
と
啓
発
の
意
味
か
ら
も
、

庁
内
職
員
及
び
来
庁
者
に
よ
る
昼
間
時
の

訓
練
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
直
下
型
に
よ
る
震
度
５
弱
の
地
震
が
発

生
し
た
と
い
う
よ
う
な
想
定
の
も
と
で
の

避
難
訓
練
や
、
市
長
や
特
別
職
、
各
部
長
を

中
心
と
し
た
形
で
の
図
上
訓
練
な
ど
、
防
災

訓
練
の
実
施
へ
の
考
え
は
。

●
市
長　

災
害
対
応
に
は
複
数
の
対
応
事

項
が
あ
り
、
対
応
す
べ
き
訓
練
と
し
て
、
職

員
参
集
訓
練
、
非
常
食
炊
き
出
し
訓
練
、
災

害
対
策
本
部
を
運
営
す
る
訓
練
や
、
市
民
の

皆
様
が
避
難
さ
れ
る
避
難
所
の
開
設
運
営

訓
練
、
皆
様
の
生
死
を
確
認
す
る
安
否
確
認

訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
な
ど
、
様
々
な
訓
練

が
あ
る
。
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
避
難

訓
練
や
図
上
訓
練
を
初
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
訓
練
に
つ
い
て
、
優
先
順
位
を
検
討
し

て
順
次
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
日
々

淡
々
と
業
務
を
こ
な
す
意
識
か
ら
、
あ
る
種

の
緊
張
感
を
職
員
が
共
有
し
、
行
動
す
る
こ

と
の
意
味
は
大
変
重
要
な
こ
と
。
危
機
管
理

に
お
い
て
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
つ
か

さ
ど
る
セ
ク
シ
ョ
ン
や
要
援
護
者
な
ど
の

災
害
弱
者
を
統
括
す
る
部
署
に
至
っ
て
は
、

吏
員
の
増
加
や
体
制
の
強
化
を
行
い
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
対
応
に
十
分
応
え
ら
れ
る

職
員
体
制
を
構
築
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し

て
、
毎
年
必
要
に
応
じ
た
災
害
対
応
訓
練
を

市
長
の
号
令
、
指
揮
の
も
と
、
市
民
や
関
係

機
関
も
交
え
て
確
実
に
実
行
し
て
も
ら
い

た
い
。




